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65歳以上への定年の引上げ、定年の定
めの廃止、66歳以上への継続雇用制度
の導入、他社による継続雇用制度の導入
のいずれかの措置を実施する事業主の皆
様を助成します。

65歳超継続雇用促進
コース

高年齢者の雇用管理制度を整備するため
の措置（賃金制度、健康管理制度等）を
実施した事業主の皆様を助成します。

高年齢者評価制度等雇用管理改善
コース 

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約
労働者を無期雇用労働者に転換した事業
主の皆様を助成します。

高年齢者無期雇用転換
コース

（※）高年齢者雇用管理に関する措置とは、55歳以上の高年齢者を対象とした、次のいずれかに該当するもの
(a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、(b) 作業施設・方法の改善、(c) 健康管理、安全衛生の配慮、
(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化

JEEDホームページ「助成金」
https://www.jeed.go.jp/
elderly/subsidy/index.html

主な支給要件
①�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※）を１つ以上実
施し、無期雇用転換制度を就業規則等に
規定していること
②�無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労
働者に転換していること
③�無期雇用に転換した労働者に転換後6カ月
分（勤務した日数が11日未満の場合は除
く）の賃金を支給していること
④�雇用保険被保険者を事業主都合で離職さ
せていないこと

支給額
◦�対象労働者１人につき40万円
　（中小企業事業主以外は30万円）

支給対象となる主な措置（注）の内容
�①�高年齢者に係る賃金、人事処遇制度の導
入・改善
②�労働時間制度・在宅勤務制度・研修制度・
健康管理制度の導入・改善

（注）�措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働
協約または就業規則に規定し、1人以上の支給対
象被保険者に実施・適用することが必要。

支給額
◦�措置の内容に応じて最大60万円（中小企
業事業主以外は45万円）支給。

◦�措置の実施に必要な機器等の導入経費（上
限50万円）に60％（中小企業事業主以外
は45％）を乗じた額を支給。

主な支給要件
①�労働協約または就業規則で定めている定
年年齢等を、過去最高を上回る年齢に引
き上げること
②�改正前後の就業規則を労働基準監督署等
へ届け出ること
③�１年以上継続して雇用されている60歳以
上の雇用保険被保険者が1人以上いること
④�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※）の実施

支給額
◦�定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上
の対象被保険者数、定年の引上げ年数に
応じて240万円まで支給。

〜障害者雇用納付金関係助成金〜〜障害者雇用納付金関係助成金〜

助成対象となる措置
①�障害者用トイレや手すりを設置または整備
②拡大読書器を購入    等
助成額　支給対象費用の2/3

雇入れ、雇用の継続に必要な障害特性による
就労上の課題（加齢に伴う課題を含む）を克
服し、作業を容易にするために配慮された施
設等の設置・整備を行う場合に支給します。

障害者作業施設設置等助成金障害者作業施設設置等助成金
適切な雇用管理のために必要な介助等の措
置や、加齢に伴う課題の解消のために必要な
介助等の各種措置を行う場合に支給します。

障害者介助等助成金障害者介助等助成金

助成対象となる措置
①職場復帰支援
②中途障害者等や中高年齢等障害者の技能習得支援
③職場介助者の配置または委嘱
　（継続措置および中高年齢等措置あり）
④手話通訳・要約筆記等担当者の配置または委嘱
　（継続措置および中高年齢等措置あり）
⑤職場支援員の配置または委嘱（中高年齢等措置あり）
⑥健康相談医の委嘱
⑦職業生活相談支援専門員の配置または委嘱
⑧職業能力開発向上支援専門員の配置または委嘱
⑨介助者等の資質向上措置
⑩�重度障害者の業務遂行のために必要な支援を重度
訪問介護等サービス事業者に委託
助成額　�
①月４万５千円 ほか 
②③④⑥⑦⑧⑨支給対象費用の3/4 ほか
⑤月３万円 ほか　
⑩支給対象費用の4/5 ほか

助成対象となる措置
①訪問型職場適応援助者による支援
②企業在籍型職場適応援助者による支援
　　　　　　　　（①②とも中高年齢等措置あり）
助成額　�①1日３万６千円まで ほか  �

②月９万円 ほか

職場への適応を容易にするために職場適応
援助者による支援を行う場合に支給します。

職場適応援助者助成金職場適応援助者助成金

助成対象となる措置
①住宅の賃借　　　　②住宅手当の支払い　
③駐車場の賃借　　　④通勤用自動車の購入
⑤�重度障害者の通勤援助のために必要な支援を重
度訪問介護等サービス事業者に委託

　�（ほかにも対象となる措置がありますのでホームページでご確�
  認ください）

助成額　�①～④支給対象費用の3/4　�
⑤支給対象費用の4/5 ほか

障害の特性に応じた通勤を容易にするため
の措置を行う場合に支給します。

重度障害者等通勤対策助成金重度障害者等通勤対策助成金

〜 65〜 65歳超雇用推進助成金のご案内〜歳超雇用推進助成金のご案内〜

助成金のご案内助成金のご案内

助成対象となる措置
①�利用事業主に障害者雇用相談援助事業を行った
場合

②�①を行った後に利用事業主が対象障害者を雇い入
れ、かつ6カ月以上の雇用継続をした場合
助成額　①60万円 ほか  ②１人７万５千円 ほか

対象障害者の雇入れおよび雇用継続を図るた
めの一連の雇用管理に関する援助の事業（障
害者雇用相談援助事業）を実施する事業者（※）
に支給します。※事前に労働局の認定が必要です。

障害者雇用相談援助助成金障害者雇用相談援助助成金

ほかにも助成金がありますので、ホームページでご確認ください。 説明動画はこちら

※お問合せや申請は、当機構（JEED）各都道府県支部高齢・障害者業務課（65ページ、東京・大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願いします

e-Gov電子申請を利用して申請できます 24時間365日
いつでも手続きできます！
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Leaders Talk No.134

1984（昭和59）年労働省（現厚生労働省）入省。
雇用均等・両立支援を中心に労働関係、福祉関係
行政にたずさわる。内閣官房内閣人事局内閣審議
官、厚生労働省社会・援護局長、大臣官房長、人
材開発統括官等を経て2020（令和２）年に退官。
2023年6月より現職。

じょうづか・ゆみこ

　

１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
に
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
40
年
。
日
本
に
お
け
る
女
性
活
躍

推
進
の
取
組
み
は
着
実
に
進
歩
し
て

い
る
一
方
、
世
界
各
国
と
比
較
す
る

と
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
厚
生
労
働
省
で
雇
用
均
等

政
策
に
た
ず
さ
わ
り
、
現
在
は
21
世

紀
職
業
財
団
会
長
と
し
て
、
女
性
活

躍
推
進
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
取

り
組
む
定
塚
由
美
子
さ
ん
に
、
日
本

に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

公
益
財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団 

会
長

定
塚 

由
美
子
さ
ん

男
女
が
と
も
に
家
庭
責
任
を
に
な
い
な
が
ら

女
性
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
社
会
を
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公益財団法人21世紀職業財団 会長

定塚 由美子さん

グ
ラ
ム
で
あ
る
「
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
」、
女
性
役
員
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
女
性
部
長
の

た
め
のN
ext Step Forum

」
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
女
性
活
躍
サ
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

１
０
０
社
以
上
の
会
員
企
業
が
参
加
し
、
①
「
Ｄ
Ｅ

Ｉ
推
進
責
任
者
会
議
」、②
管
理
職
一
歩
手
前
の
「
女

性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
21
世
紀
塾
」、
③

課
長
職
向
け
の
「
女
性
管
理
職
研
修
」、
④
管
理
職

で
は
な
い
40
〜
50
代
の
女
性
対
象
の
「
こ
れ
か
ら
の

仕
事
と
生
き
方
を
考
え
るIt's M

y Turn

セ
ミ

ナ
ー
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
研

修
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
調
査
、
事
案
解
決
支
援
に
向

け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
社
外
相
談
窓
口
や
公
益
通
報
受
付
窓
口
サ
ー
ビ
ス

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
財
団
が
認
定
す
る

「
21
世
紀
職
業
財
団
認
定
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
Ⓡ（
★
）」
の
養
成
講
座
と
認
定
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

二
つ
の
事
業
は
対
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

―
定
塚
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
21
世
紀
職
業
財
団

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

定
塚　
当
財
団
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
（
以
下
、

「
均
等
法
」）
が
施
行
さ
れ
た
１
９
８
６
（
昭
和
61
）

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
均
等
法
の
周
知
啓
発
や
研

修
な
ど
に
よ
る
支
援
を
目
的
に
、
旧
労
働
省
が
経
済

団
体
や
企
業
な
ど
に
働
き
か
け
て
「
財
団
法
人
女
性

職
業
財
団
」
と
し
て
発
足
し
、
１
９
９
３
（
平
成
５
）

年
に
現
在
の
名
称
に
変
更
し
、
２
０
１
３
年
に
公
益

財
団
法
人
に
な
り
ま
し
た
。
育
児
休
業
関
連
の
助
成

金
な
ど
を
国
に
代
わ
っ
て
支
給
す
る
指
定
法
人
の
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
９
３
年
以
降
は
自
ら
の

事
業
で
独
立
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」
と
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
支
援
」
の
、
お
も
に
二

つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
事
業
で
は
、
顧
客
企
業
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
研
修
の

ほ
か
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
や
女
性
活
躍
推
進
の

た
め
の
調
査
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
会
員
制
プ
ロ

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
の
調
査
研
究
、
だ
れ
も
が
参

加
で
き
る
年
2
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
均
等
法
施
行
か
ら
40
年
。
日
本
の
女
性
活
躍
推

進
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

定
塚　
こ
の
40
年
は
、
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
第
1
期
（
１
９
８
５
～
２
０
０

０
年
ご
ろ
）
は
均
等
法
施
行
後
、
男
女
差
別
の
解
消

が
進
み
、
女
性
総
合
職
の
採
用
も
は
じ
ま
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
総
合
職
が
増
え
て
定
着
す
る
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
法

施
行
後
、
企
業
や
地
域
の
組
織
文
化
の
変
容
に
は
至

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
加
え
て
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
経
済
が
厳
し
く

な
っ
た
こ
と
も
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
が
変
わ
り
は
じ
め
た
の
が
第
2
期
（
２

０
０
０
～
２
０
１
５
年
ご
ろ
）
で
す
。
経
済
情
勢
が

好
転
し
、
採
用
活
動
が
活
発
化
す
る
な
か
で
、
女
性

を
本
格
的
に
採
用
し
よ
う
と
い
う
企
業
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
促
進
し
た
の
が
、
１
９
９
７
年
の

均
等
法
改
正
に
よ
り
、
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進

を
含
む
差
別
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
※1
に
対
す
る
国
の
支
援
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
労
働
基
準
法
の
女
子
保
護

規
定
も
改
正
さ
れ
、
２
０
０
６
年
の
２
回
目
の
均
等

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
」と「ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
」

二
つ
の
事
業
を
柱
に
企
業
を
支
援
す
る
公
益
財
団
法
人

★  　「21世紀職業財団認定ハラスメント防止コンサルタント®」は、公益財団法人21世紀職業財団の登録商標です。
※1　ポジティブ・アクション……�固定的な男女の役割分担意識や過去の経緯から、「営業職に女性はほとんどいない」、「課長以上の管理職は男性が大半を占めて

いる」等の差が男女労働者の間に生じている場合、このような差を解消しようと、個々の企業が行う自主的かつ積極的な取組み
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互
い
に
議
論
や
意
見
交
換
が
で
き
る
こ
と
が
企
業

経
営
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
、
と
い
う
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
理
解
が
徐
々
に
進
ん
だ
こ
と
で
す
。
２
０
１

５
年
の
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
も
企
業
の
行
動

の
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

―
一
方
で
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
※ 2

は
国
際
的
に
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
の
課

題
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

定
塚　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
日
本
の
順

位
は
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
前
年
と
同
じ
１

１
８
位
（
１
４
８
カ
国
）
で
し
た
。
先
進
国
で
は
最

下
位
、
ア
ジ
ア
の
国
々
の
な
か
で
も
低
い
で
す
し
、

き
わ
め
て
後
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
課
題
の

一
つ
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
拡
大
で
す
。
女
性
管
理

職
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
や
政
治
家
も
き
わ
め
て
少
な
い
現
状
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
男

女
間
賃
金
格
差
の
解
消
で
す
。
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー

ブ
が
改
善
さ
れ
、
女
性
の
労
働
力
率
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
身
は
賃
金
が
低
い
非
正
規
雇
用
が

多
い
と
い
う
実
態
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
女
性
の
活
躍
に
向
け
た
段
階
を
3
段
階

で
と
ら
え
て
い
ま
す
。
第
1
段
階
は
「
女
性
は
子
ど

も
が
で
き
た
ら
退
職
が
あ
た
り
前
」
と
い
う
社
会
。

第
2
段
階
は
女
性
が
か
ろ
う
じ
て
仕
事
と
育
児
・
介

護
を
両
立
し
て
い
る
状
況
で
、
現
状
は
こ
の
段
階
に

あ
り
ま
す
。
目
ざ
す
べ
き
は
、
第
3
段
階
の
「
男
女

と
も
に
家
庭
責
任
を
に
な
い
な
が
ら
し
っ
か
り
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
社
会
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
男
性
も
含
め
て
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
が
可
能
な
働
き
方
改
革
の
推
進
が
必
要

で
す
。
同
時
に
女
性
自
身
の
能
力
発
揮・職
域
拡
大・

登
用
の
三
つ
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
男
性

の
育
休
取
得
率
は
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
育
休
後
は

子
ど
も
が
病
気
に
な
る
と
休
み
を
取
る
の
は
女
性
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
短
時
間
勤
務
も
女
性
が
圧
倒
的

に
多
い
の
が
現
状
で
す
。
子
育
て
を
女
性
と
男
性
が

と
も
に
に
な
う
こ
と
が
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
定
年
・
再
雇
用
と
い
う
と
男
性
が
多

法
改
正
（
男
女
双
方
の
差
別
禁
止
、
間
接
差
別
禁
止

な
ど
）
も
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
期（
２
０
１
５
年
～
）は
、「
女
性
活
躍
」、「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
を
中
心
に
、
取
組
み

が
加
速
し
ま
す
。
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
経
営
戦
略

と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
重
要
性
に
企
業
が

気
づ
き
は
じ
め
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
女
性

活
躍
の
取
組
み
は
、
女
性
を
人
権
の
観
点
か
ら
差
別

し
な
い
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

で
は
な
く
、
家
庭
や
社
会
の
経
験
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
や
価
値
観
を
持
つ
人
が
企
業
に
存
在
し
、
お

依
然
と
し
て
低
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
拡
大
と
男
女
賃
金
格
差
の
解
消
を

※2　ジェンダー・ギャップ指数……�世界経済フォーラムが、経済、教育、健康、政治の分野ごとに各使用データをウエイトづけして算出している、各国の「男女
格差」の指標
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か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
定
年
・
再
雇
用
を
迎

え
る
女
性
も
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
定
年
以

降
も
女
性
が
活
躍
し
て
い
く
う
え
で
、
企
業
に
は
ど

の
よ
う
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

定
塚　
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
の
意
欲
と
能
力

に
応
じ
て
適
切
な
仕
事
を
用
意
す
る
よ
う
に
努
め
て

も
ら
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
一
方
で
、“
男
性
の
再

雇
用
”
と
い
う
前
提
で
定
年
以
降
の
職
場
や
仕
事
を

考
え
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
再
雇
用
社
員
の
仕

事
や
役
割
が
、
男
性
向
け
の
仕
事
や
役
割
に
偏
っ
て

い
な
い
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
社

に
よ
っ
て
も
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
定
年
以
前
の
男

女
の
配
属
先
が
異
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
値
が
男
性
と
女
性
で
違
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、
定
年
以
降
の
仕
事
に
つ
い
て
も
女
性
が
こ

れ
ま
で
の
仕
事
や
経
験
が
活
か
せ
る
ポ
ス
ト
を
用
意

す
る
こ
と
が
、
定
年
後
も
女
性
が
活
躍
し
て
い
く
た

め
に
は
重
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
女
性
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
人
が

多
く
、
い
わ
ゆ
る
“
マ
マ
友
”
な
ど
の
知
合
い
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
企
業
が
地
域
で
社
会

貢
献
活
動
を
し
た
い
と
考
え
た
と
き
、
女
性
の
力
を

活
用
す
る
の
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
企

業
内
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
が
、

地
域
・
社
会
貢
献
を
企
画
す
る
場
合
、
そ
の
地
域
で

長
年
暮
ら
し
て
き
た
女
性
、
特
に
中
高
年
女
性
の
意

見
を
聞
く
こ
と
で
、
よ
い
結
果
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

―
定
年
以
降
も
働
き
が
い
を
感
じ
て
活
躍
し
て
い

く
う
え
で
、
働
く
女
性
が
持
つ
べ
き
心
構
え
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

定
塚　
私
自
身
も
同
世
代
で
す
が
、「
人
は
生
涯
成

長
で
き
る
」
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
場
合
、育
児
や
介
護
な
ど
で
忙
し
い
時
期
が
長
く
、

一
段
落
す
る
の
は
50
歳
ご
ろ
だ
っ
た
と
い
う
人
も

多
い
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
十
分
に

可
能
で
す
。
定
年
以
降
も
ま
だ
ま
だ
成
長
で
き
ま
す

し
、
自
分
の
人
生
を
ど
う
し
た
い
の
か
を
真
剣
に
考

え
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
の
場
合
は
58
歳
の
と
き
に
役
所
を
退

職
し
た
の
で
す
が
、「
こ
れ
か
ら
は
３
分
の
１
を
仕

事
、3
分
の
1
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
、

残
り
の
3
分
の
1
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
に
充
て

よ
う
」と
人
生
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
考
え
ま
し
た
。

―
現
在
注
目
し
て
い
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
テ
ー
マ
は
あ
り
ま
す
か
。

定
塚　
女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
２
０
２

６
年
４
月
よ
り
、
男
女
の
賃
金
差
異
の
公
表
義
務
の

対
象
範
囲
が
１
０
１
人
以
上
３
０
０
人
以
下
の
中
小

企
業
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
も
、
賃

金
格
差
の
是
正
を
含
め
た
女
性
活
躍
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、最
近
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、自
治
体
ト
ッ

プ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

企
業
を
含
め
、
ト
ッ
プ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
組
織
文

化
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
左
だ
と
思
い
ま

す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
組
織
の

風
通
し
の
悪
さ
、
上
に
遠
慮
し
て
何
も
い
え
な
い
と

い
う
風
土
を
変
革
し
、
風
通
し
の
よ
い
文
化
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
文
／
溝
上
憲
文
、
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

年
齢
に
関
係
な
く
「
人
は
生
涯
成
長
で
き
る
」

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
挑
戦
を
続
け
て
ほ
し
い

公益財団法人21世紀職業財団 会長

定塚 由美子さん
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〜目からウロコの高齢者介護史〜
【第 2 回】�江戸時代の介護休業制度である「看病断」とは？�
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� 日本が誇れる歴史の１ページ―
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42 高齢者に聞く
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44 知っておきたい労働法Q&A《第96回》
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　今回は、「新任人事担当者のための高齢者雇用入門　今回は、「新任人事担当者のための高齢者雇用入門」」と題し、高齢者雇用のと題し、高齢者雇用の
現状や課題、取組みを推進するうえで重要となる3テーマについて解説します。現状や課題、取組みを推進するうえで重要となる3テーマについて解説します。
　改正高年齢者雇用安定法の施行により70歳までの就業機会の　改正高年齢者雇用安定法の施行により70歳までの就業機会の
確保が企業の努力義務となって5年。高齢者雇用の取組みは着実確保が企業の努力義務となって5年。高齢者雇用の取組みは着実
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高齢者雇用の推進にお役立てください。高齢者雇用の推進にお役立てください。
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11
は
じ
め
に

は
じ
め
に

～
職
場
で
活
躍
す
る
高
齢
者
の
日
常

～
職
場
で
活
躍
す
る
高
齢
者
の
日
常

職
場
で
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
活
躍
し
て
い
る
姿

は
、
い
ま
や
日
常
的
な
光
景
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

平
成
期
に
政
府
が
進
め
た
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以

下
、「
高
齢
法
」）の
改
正
、そ
の
な
か
で
も
２
０
０
４（
平

成
16
）
年
改
正
（
２
０
０
６
年
４
月
施
行
）の
高
齢
法

が
企
業
に
義
務
づ
け
た「
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
」

を
受
け
て
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き

る
就
労
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
の
動
き
で

す
。さ

ら
に
、
令
和
期
に
入
っ
た
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
改
正（
２
０
２
１
年
４
月
施
行
）の
高
齢
法
に
よ
り
、

「
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
」
の
努
力
義
務
が
企
業
に
課

せ
ら
れ
、
高
齢
者
雇
用
は
70
歳
就
業
時
代
に
向
か
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
春
に
人
事
部
に
異
動
さ
れ
た
読
者
の
み
な
さ
ま

は
、
現
在
の
高
齢
法
に
よ
り
高
齢
者
雇
用
が
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
を
理
解
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
と

※ このマンガに登場する会社・人物はすべて架空のものです

高
齢
者
雇
用
の
現
状
と
課
題

高
齢
者
雇
用
の
現
状
と
課
題

高
千
穂
大
学 

経
営
学
部 

教
授　

田た

口ぐ
ち

和か
ず

雄お 

総 論



8

環
境
の
整
備
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
背
景
の
も
と
、
高
齢
法
は
２
０
２
０
年
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
改
正
さ
れ
た
高
齢
法（
以
下
、「
新
高

齢
法
」）
の
ポ
イ
ン
ト
は
事
業
主（
以
下
、「
企
業
」）
が

高
齢
者
の
多
様
な
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
70
歳
ま

で
就
業
機
会
を
確
保（「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」）

で
き
る
よ
う
、
従
来
の
高
齢
法（
以
下
、「
旧
高
齢
法
」）

の
規
定（「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
」）
に
加
え
、
企

業
に
多
様
な
選
択
肢
を
制
度
と
し
て
整
え
る
努
力
義
務

が
設
け
ら
れ
て
い
る
点
で
す（
図
表
１
）※２
。

旧
高
齢
法
の
規
定
は
大
き
く
２
点
あ
り
ま
す
。
第
一

に
企
業
が
定
年
を
定
め
る
場
合
は
60
歳
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
第
二
に
そ
の
う
え
で
65
歳
ま
で

の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、企
業
は
図
表
２（
９

ペ
ー
ジ
）の
上
段
に
示
す
三
つ
の
制
度
の
い
ず
れ
か
を

「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
」（
以
下
、「
雇
用
確
保
措

置
」）
と
し
て
設
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
65
歳
ま
で
自
社
あ
る
い
は
自
社

の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
「
雇
用
」
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
高
齢
法
で
は
、
前
記
の
雇
用
確
保
措
置
に
加
え
て

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
に
対

し
て
図
表
２（
９
ペ
ー
ジ
）の
下
段
に
示
す
五
つ
の
制

度
の
い
ず
れ
か
を「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」（
以
下
、

「
就
業
確
保
措
置
」）
と
し
て
講
じ
る
努
力
義
務
が
新
た

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
高
齢
法
と
比
べ
た
新
高
齢
法
の
お
も
な
特
徴
は
次

の
２
点
で
す
。
第
一
は
、「
自
社
グ
ル
ー
プ
外
で
の
継

続
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と
で
す
。
③
の
継
続
雇

用
制
度
（
再
雇
用
制
度
・
勤
務
延
長
制
度
）
の
導
入
に

つ
い
て
、
雇
用
確
保
措
置
で
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満　

の
雇
用
は
自
社
と
特
殊
関
係
事
業
主
（
自
社
の
子
法
人

等
、
親
法
人
等
、
親
法
人
等
の
子
法
人
等
、
関
連
法
人

等
、
親
法
人
等
の
関
連
法
人
等
）
の
み
で
し
た
が
、
就

業
確
保
措
置
で
は
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
高
齢
者
に
対

し
て
そ
れ
ら
に
加
え
て
、「
他
の
事
業
主
」
が
追
加
さ
※1　（独）労働政策研究・研修機構の推計（労働政策研究・研修機構〔2024〕「2023年度版労働力需給の推計」）。この数値は一人当たりゼロ成長に近い経済状況のもと、
労働参加が 2022 年と同水準で推移した場合（一人当たりゼロ成長・労働参加現状シナリオ）の値。なお、経済・雇用政策を講じ、成長分野の市場拡大が進み、女性および
高齢者等の労働市場への参加が進展する場合（成長実現・労働参加進展シナリオ）は、2030 年に 6940 万人と増加した後、2040 年に 6791 万人に減少すると推定している
※２　なお、2012年度までに労使協定により継続雇用制度の対象者を限定する基準を定めていた事業主は、経過措置として2025年3月31日まで老齢厚生年金の報酬比
例部分の支給開始年齢以上の年齢の者について、継続雇用制度の対象者を限定する基準を定めることが認められていたが、2025年4月1日以降は高年齢者雇用確保措
置として、定年制の廃止、65歳までの定年の引上げ、希望者全員の65歳までの継続雇用制度の導入のいずれかの措置を講じる必要がある

感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
総
論
で
は

２
０
２
０
年
改
正
・
２
０
２
１
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

高
齢
法
の
概
要
を
ふ
り
返
る
と
と
も
に
、
政
府
統
計
を

も
と
に
現
在
の
高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
現
状
を
確
認

し
、
70
歳
就
業
時
代
と
な
っ
た
令
和
期
の
高
齢
者
雇
用

の
課
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

22
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要

ま
ず
高
齢
法
が
改
正
に
至
っ
た
背
景
か
ら
確
認
し
ま

す
。
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
２
０
０

８
年
の
１
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少

に
転
じ
、
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
一
方
で

日
本
の
労
働
力
人
口
（
15
歳
以
上
人
口
の
う
ち
、
就
業

者
と
完
全
失
業
者
を
合
わ
せ
た
人
口
）
は
、
１
９
９
０

年
の
６
３
９
４
万
人
か
ら
２
０
２
２
年
の
６
９
０
２
万

人
へ
と
増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
減
少
に
転
じ
、
２

０
３
０
年
に
は
６
５
５
６
万
人
、
２
０
４
０
年
に
６
０

０
２
万
人
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
※１
。

こ
う
し
た
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
経
済
の
活
力

を
維
持
す
る
に
は
、
働
き
手
を
増
や
す
こ
と
が
わ
が
国

の
重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
個
々
の
労
働
者
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

い
る
な
か
、「
将
来
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
長
く

働
き
た
い
」
と
考
え
る
労
働
者
も
増
え
て
お
り
、
高
齢

期
に
な
っ
て
も
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
活
躍
で
き
る

旧高齢法 新高齢法
（2020年改正・2021年施行）

高年齢者雇用確保措置 
（65歳までの雇用確保措置）

○ 
（義務）

○ 
（義務）

高年齢者就業確保措置 
（70歳までの就業確保措置） ー ○ 

（努力義務）

※ 筆者作成

図表１　新高齢法と旧高齢法の比較
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33
高
齢
者
雇
用
の
現
状

高
齢
者
雇
用
の
現
状

～
雇
用
と
就
業
の
状
況

～
雇
用
と
就
業
の
状
況

高
齢
者
雇
用
の
現
状
を
政
府
統
計
か
ら
確
認
し
ま

す
。
図
表
３（
10
ペ
ー
ジ
）
は
２
０
０
０
年
以
降
の
高

齢
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
た
２
０
０
６
年
（
２
０
０
４
年

改
正
の
「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
義
務
化
」
の
施
行

年
）、
２
０
１
３
年
（
２
０
１
２
年
改
正
の
「
継
続
雇

用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
」
の

施
行
年
）、
２
０
２
３
年
（
２
０
２
０
年
改
正
・
２
０

２
１
年
施
行
の
「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
努
力
義

務
化
」）
の
３
時
点
の
高
年
齢
者
の
雇
用
と
就
業
の
状

況
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
企
業
の
雇
用
状
況
を
確
認
す
る
と
、
雇
用
確
保

措
置
を
実
施
し
て
い
る
企
業
（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措

置
実
施
企
業
）
の
推
移
は
２
０
０
６
年
（
84
・
０
％
）、

２
０
１
３
年
（
92
・
８
％
）、
２
０
２
３
年
（
99
・
９
％
）

と
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
２
０
１

２
年
改
正
の
「
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き

る
仕
組
み
の
廃
止
」
は
実
質
65
歳
定
年
制
に
向
け
た
転

機
と
な
り
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
65
歳
ま
で
働

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
あ
わ
せ
て
希
望
者
全
員
が

65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
（
２
０
０
６
年
：

34
・
０
％
、
２
０
１
３
年
：
62
・
４
％
、
２
０
２
３
年
：

81
・
８
％
）
も
順
調
な
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
３

れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
社
の
高
齢
者
が
継
続
雇
用

制
度
で
働
く
場
が
自
社
や
自
社
グ
ル
ー
プ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
他
社
や
他
社
グ
ル
ー
プ
企
業
に
拡
大
さ
れ
た
点
で

す
。第

二
は
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
就
業
確
保
措
置
の
①
～
③
の
制
度
は
こ

れ
ま
で
の
自
社
あ
る
い
は
他
社
で「
雇
用
さ
れ
る
働
き
方
」

（
以
下
、「
雇
用
措
置
」）で
あ
る
の
に
対
し
、
④
と
⑤
の

制
度
は
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
で
「
創
業
支
援

等
措
置
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
④
は
会
社
か
ら
独
立
し
て

起
業
し
た
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
者
と
業
務
委
託

契
約
を
結
ん
で
仕
事
に
従
事
し
て
も
ら
う
方
法
、
⑤
は

企
業
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
自
社
の
高
齢
者
を
従
事

さ
せ
る
方
法
で
す
。

近
年
、
働
く
人
た
ち
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
働

き
方
が
誕
生
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
で
も
同
様
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
２
０
２
０
年
の
改
正
で

創
業
支
援
等
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
創
業
支

援
等
措
置
を
導
入
す
る
場
合
、
企
業
は
過
半
数
労
働
組

合
等
※３
の
同
意
を
得
て
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
65
歳
以
降
は
自
社
（
自
社
グ
ル
ー
プ
）

で
の「
雇
用
」に
限
定
せ
ず
、他
社
で
の
雇
用
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
し
て
の
業
務
委
託
な
ど
の
働
く
場
の
選
択
肢

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
就
業
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

※３　�過半数労働組合等……�労働者の過半数を代表する労働組合がある場合には労働組合を、労働者の過半数を代表する労働組合がない場合には労働者の過
半数を代表する者をそれぞれさす

（注）「特殊関係事業主」とは自社の子法人等、親法人等、親法人等の子法人等、関連法人等、親法人等の関連法人等を示す
出典：厚生労働省「高年齢者雇用安定法の概要」（https://www.mhlw.go.jp/content/11700000/001245647.pdf）をもとに作成

図表２　新高齢法の概要
制 度制 度 内 容内 容

高年齢者雇用確保措置 高年齢者雇用確保措置 
（義務）（義務）

① 65 歳までの定年引上げ① 65 歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止② 定年制の廃止
③ �65 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 ③ �65 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 

（特殊関係事業主〈子会社・関連会社等〉によるものを含む）（特殊関係事業主〈子会社・関連会社等〉によるものを含む）

高年齢者就業確保措置 
（努力義務）

① 70 歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止
③ �70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 

（特殊関係事業主に加えて、他の事業主によるものを含む）

④ 70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
⑤ 70 歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入
　a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業 
　b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業

雇用措置 
（雇用される働き方） 

創業支援等措置 
（雇用によらない働き方）
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年
金
受
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
60
歳
台
後
半
層

の
就
業
状
況
の
推
移
―
―
水
準
は
60
歳
台
前
半
層
よ
り

低
い
も
の
の
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
―
―
が
物
語
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
約
４
人
に

１
人
（
25
・
２
％
）
が
、
70
歳
以
上
は
約
５
・
４
人
に

１
人（
18・４
％
）が
働
い
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
雇
用
は
70
歳
就
業
時
代
に
向
け

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

44
お
わ
り
に
～
求
め
ら
れ
る
高
齢
者
の

お
わ
り
に
～
求
め
ら
れ
る
高
齢
者
の

心
技
体
と
高
齢
者
雇
用
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

心
技
体
と
高
齢
者
雇
用
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

人
口
減
少
時
代
の
な
か
で
、
総
労
働
力
人
口
に
お
け

る
60
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
の
比
率
は
１
９
９
０
年
の

11
・
５
％
か
ら
２
０
２
２
年
の
21
・
５
％
へ
と
拡
大
し

て
い
ま
す
※４
。
現
在
50
代
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
２

０
３
０
年
代
に
は
60
代
に
な
る
の
で
、
60
歳
以
上
の
労

働
力
人
口
比
率
は
今
後
と
も
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
（
正
社
員
と
同
じ
よ
う

に
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て
の
活
用
）
が
不

可
欠
と
な
る
た
め
、
70
歳
ま
で
の
就
業
環
境
の
整
備
が

企
業
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
高
齢
者
の
心
（
就

労
意
識
）・
技
（
ス
キ
ル
・
能
力
）・
体
（
健
康
）
と
高

齢
者
雇
用
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
で
す
。
そ
こ
で
、
最
後

に
今
後
の
高
齢
者
雇
用
の
課
題
と
し
て
大
き
く
２
点
を

年
で
は
８
割
を
超
え
る
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。な
お
、

70
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
は
希
望
者
全
員
が

65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
に
比
べ
低
い
水
準

（
２
０
０
６
年
：
11
・
６
％
、
２
０
１
３
年
：
16
・
７
％
、

２
０
２
３
年
：
40
・
９
％
）
に
あ
る
も
の
の
、
70
歳
就

業
時
代
に
向
け
て
着
実
に
そ
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、

２
０
２
３
年
で
は
約
4
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
年
齢
者
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
図
表
3
を

み
る
と
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
「
60
歳
台
前
半
層
」

の
就
業
状
況
の
推
移
は
２
０
０
６
年
（
52
・
６
％
）、

２
０
１
３
年
（
58
・
９
％
）、
２
０
２
３
年
（
74
・
０
％
）

と
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
２
０
１
３
年
か

ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
10
年
間
の
上
昇
幅
（
58
・
９
％

→
74
・
０
％
：
15
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
）
は
、
２
０

０
６
年
か
ら
２
０
１
３
年
へ
の
上
昇
幅
（
52
・
６
％

→
58
・
９
％
：
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
）
と
比
べ
２

倍
以
上
で
す
。
65
歳
定
年
へ
の
定
年
年
齢
の
引
上
げ
が

多
く
の
企
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
65
歳
ま
で

働
く
こ
と
が
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
実
質
65
歳
定
年
制
を
迎
え
た
後
の

60
歳
台
後
半
層
（
65
～
69
歳
）
の
3
時
点
の
就
業
状
況

の
推
移
に
つ
い
て
も
、60
歳
台
前
半
層
と
同
じ
傾
向（
①

右
肩
上
が
り
の
増
加
傾
向
、
②
２
０
０
６
年
か
ら
２
０

１
３
年
の
増
加
幅
に
比
べ
た
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２

３
年
ま
で
の
増
加
幅
が
大
き
い
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
ま

す
。
60
歳
台
前
半
層
の
就
業
状
況
が
増
え
て
い
る
の
は

※４　総務省「労働力調査」

（注1）「雇用状況」は 51 人以上の企業。（　）は 31 人以上の企業、2023 年は「51 人以上の企業」の集計は行われていない
（注2）2024 年調査以降の「70 歳以上まで働ける企業」の調査は行われていない
（注3）最新（2025 年）の数値は「60 ～ 64 歳」74.9％、「65 ～ 69 歳」54.5％、「65 歳以上」26.0％、「70 歳以上」19.0％
出典：厚生労働省「高年齢者雇用状況等報告」、総務省統計局「労働力調査」をもとに筆者作成

図表３　高年齢者の雇用状況と就業状況� （単位：％）

2006年 
（平成18年）

2013年 
（平成25年）

2023年 
（令和5年）

高齢法改正の主な内容
2004年改正の「高年齢者
雇用確保措置義務化」の
施行

2012年改正の「継続雇用
制度の対象者を限定でき
る仕組みの廃止」の施行

2020年改正の「高年齢者
就業確保措置の努力義務
化」の施行

雇用状況

高年齢者雇用確保措置実施企業（注1） 84.0 92.8（92.3） （99.9）

希望者全員が65歳以上まで働ける企業 34.0 62.4（66.5） （81.8）

70歳以上まで働ける企業（注2） 11.6 16.7（18.2） （40.9）

就業状況
（注3）

60～64歳 52.6 58.9 74.0 

65～69歳 34.6 38.7 52.0 

65歳以上 19.4 20.1 25.2 

70歳以上 13.3 13.1 18.4 
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体
力
の
状
況
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
個
人
差
が
大
き
く
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
員
の
健
康
確
保
は
企
業

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
り
、
高
齢
社
員
の
健
康
や

体
力
の
状
況
把
握
を
て
い
ね
い
に
行
う
と
と
も
に
、
身

体
機
能
の
維
持
向
上
に
向
け
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
身
体

機
能
の
低
下
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
高
齢
社
員
に

と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
正
社
員
を
前
提
に
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
職
場
環
境
は
働
き
に
く
い
環
境
で

す
。
加
え
て
、
２
０
２
５
年
6
月
に
施
行
さ
れ
た
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
り
、
熱
中
症
対
策
の
義
務
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
高
齢
社
員
が
健
康
で
活
躍
で
き
る
機
会

を
提
供
し
て
い
く
に
は
、
高
齢
社
員
に
配
慮
し
た
安
全

な
職
場
環
境
の
改
善
・
拡
充
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
解
説
３
で
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
ま
す
。

取
り
上
げ
ま
す
（
図
表
４
）。

一
つ
め
は
、就
労
意
識
（
心
）
と
ス
キ
ル・能
力
（
技
）

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
向
け
た
自
己
啓
発
支
援
や
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
の
整
備
・
拡
充
で
す
。
役
職
定
年
制
の
導

入
に
と
も
な
う
「
く
だ
り
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
」
へ
の
変

化
や
、
定
年
後
の
就
労
期
間
の
延
伸
に
よ
り
、
従
来
の

「
の
ぼ
る
キ
ャ
リ
ア
」の
も
と
で
の「
現
有
能
力
の
活
用
」

は
継
続
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
役
職
定
年
後
の
就
労
期

間
が
長
く
な
る
な
か
で
社
会
や
技
術
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
現
有
能
力
（
技
）
は
単
な
る
更
新
で
は

な
く「
進
化
」（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
企
業
に
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
体
制
の
さ
ら
な

る
拡
充
が
、
高
齢
社
員
に
は
戦
力
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

の
自
律
や
就
労
意
識
（
心
）
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
い
っ

そ
う
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
社
員
が

活
き
活
き
と
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
は
、
管
理
職
の
段

階
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
企

業
は
教
育
訓
練
体
系
の
見
直
し
を
進
め
、
す
べ
て
の
社

員
に
キ
ャ
リ
ア
の
自
律
や
就
労
意
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
う
な
が
し
、「
学
び
直
し
」
や
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
な

ど
の
た
め
の
自
己
啓
発
支
援
や
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を

整
備
・
拡
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

二
つ
め
は
、
健
康
（
体
）
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
（
健
康

確
保
）に
向
け
た
職
場
環
境
の
改
善
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）

で
す
。
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
加
齢
に
と
も
な
う
身
体

機
能
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
健
康
や

年
で
は
８
割
を
超
え
る
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。な
お
、

70
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
は
希
望
者
全
員
が

65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
に
比
べ
低
い
水
準

（
２
０
０
６
年
：
11
・
６
％
、
２
０
１
３
年
：
16
・
７
％
、

２
０
２
３
年
：
40
・
９
％
）
に
あ
る
も
の
の
、
70
歳
就

業
時
代
に
向
け
て
着
実
に
そ
の
割
合
は
増
え
て
お
り
、

２
０
２
３
年
で
は
約
4
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

次
に
高
年
齢
者
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
図
表
3
を

み
る
と
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
「
60
歳
台
前
半
層
」

の
就
業
状
況
の
推
移
は
２
０
０
６
年
（
52
・
６
％
）、

２
０
１
３
年
（
58
・
９
％
）、
２
０
２
３
年
（
74
・
０
％
）

と
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
２
０
１
３
年
か

ら
２
０
２
３
年
ま
で
の
10
年
間
の
上
昇
幅
（
58
・
９
％

→
74
・
０
％
：
15
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
）
は
、
２
０

０
６
年
か
ら
２
０
１
３
年
へ
の
上
昇
幅
（
52
・
６
％

→
58
・
９
％
：
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
）
と
比
べ
２

倍
以
上
で
す
。
65
歳
定
年
へ
の
定
年
年
齢
の
引
上
げ
が

多
く
の
企
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
65
歳
ま
で

働
く
こ
と
が
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
実
質
65
歳
定
年
制
を
迎
え
た
後
の

60
歳
台
後
半
層
（
65
～
69
歳
）
の
3
時
点
の
就
業
状
況

の
推
移
に
つ
い
て
も
、60
歳
台
前
半
層
と
同
じ
傾
向（
①

右
肩
上
が
り
の
増
加
傾
向
、
②
２
０
０
６
年
か
ら
２
０

１
３
年
の
増
加
幅
に
比
べ
た
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２

３
年
ま
で
の
増
加
幅
が
大
き
い
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
ま

す
。
60
歳
台
前
半
層
の
就
業
状
況
が
増
え
て
い
る
の
は

図表４　高齢者の心技体と高齢者雇用のアップデート

アップデート

※ 筆者作成

心
（就労意識）

戦略的活用

［企 業］［ 高齢者］

高齢者雇用
体

（健康）
技

（スキル・能力）

アップデート
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な
ぜ
高
齢
者
雇
用
制
度
を

な
ぜ
高
齢
者
雇
用
制
度
を

設
け
る
の
か
？

設
け
る
の
か
？

高
齢
者
雇
用
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
そ
の
起
点
と

高
齢
者
雇
用
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
そ
の
起
点
と

な
る
の
が
「
高
齢
者
雇
用
制
度
」
で
す
。
こ
の
コ
ラ
ム

な
る
の
が
「
高
齢
者
雇
用
制
度
」
で
す
。
こ
の
コ
ラ
ム

で
は
高
齢
者
雇
用
制
度
を
紹
介
し
、
読
者
の
み
な
さ
ま

で
は
高
齢
者
雇
用
制
度
を
紹
介
し
、
読
者
の
み
な
さ
ま

に
今
回
の
特
集
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

に
今
回
の
特
集
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

ま
ず
高
齢
者
雇
用
制
度
を
設
け
る
必
要
性
の
確
認
か

ま
ず
高
齢
者
雇
用
制
度
を
設
け
る
必
要
性
の
確
認
か

ら
は
じ
め
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の
職
場
に
も
、
正

ら
は
じ
め
ま
す
。
読
者
の
み
な
さ
ん
の
職
場
に
も
、
正

社
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
形
態
で
社
員
が
働

社
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
形
態
で
社
員
が
働

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
正
社
員
」と
は「
雇

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
正
社
員
」と
は「
雇

用
期
間
の
定
め
の
な
い
、
企
業
に

用
期
間
の
定
め
の
な
い
、
企
業
に
直
接
直
接
雇
用
さ
れ
る
」

雇
用
さ
れ
る
」

形
態
で
す
。「
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
」
と
い
う
こ

形
態
で
す
。「
雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
正
社
員
と
し
て
会
社
で
雇
用
さ
れ
る
と
本
人
が

と
は
、
正
社
員
と
し
て
会
社
で
雇
用
さ
れ
る
と
本
人
が

退
職
を
申
し
出
る
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

退
職
を
申
し
出
る
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
定
年
年
齢
を
定
め
て
お
り
、

が
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は
定
年
年
齢
を
定
め
て
お
り
、

そ
の
多
く
が

そ
の
多
く
が
6060
歳
に
設
定
し
て
い
ま
す

歳
に
設
定
し
て
い
ま
す
※１※１
。
さ
ら
に
、

。
さ
ら
に
、

総
論
総
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以

で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以

下
、「
高
齢
法
」）
で
「

下
、「
高
齢
法
」）
で
「
6565
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確

歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
の
義
務
化
」
と
、「

保
措
置
の
義
務
化
」
と
、「
7070
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就

歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就

業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
化
」
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
て

業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
化
」
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
高
齢
者
雇
用
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
求
め

い
る
た
め
、
高
齢
者
雇
用
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

高
齢
者
雇
用
制
度
の
概
要

高
齢
者
雇
用
制
度
の
概
要

高
齢
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
雇
用
制
度
の
な

高
齢
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
雇
用
制
度
の
な

か
で
代
表
的
な
制
度
は
「
定
年
廃
止
」、「
定
年
延
長
」、

か
で
代
表
的
な
制
度
は
「
定
年
廃
止
」、「
定
年
延
長
」、

「
継
続
雇
用
制
度
」
の
３
制
度
で
、

「
継
続
雇
用
制
度
」
の
３
制
度
で
、
図
表
図
表
（（
1313
ペ
ー
ジ
）

ペ
ー
ジ
）

は
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

は
そ
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

ま
ず
定
年
廃
止
は
、
そ
の
言
葉
の
通
り
定
年
年
齢
を

ま
ず
定
年
廃
止
は
、
そ
の
言
葉
の
通
り
定
年
年
齢
を

定
め
て
い
る
定
年
制
を
廃
止
す
る
制
度
で
、
高
齢
社
員

定
め
て
い
る
定
年
制
を
廃
止
す
る
制
度
で
、
高
齢
社
員

（
労
働
者
）
の
退
職
の
申
し
出
、
あ
る
い
は
高
齢
社
員

（
労
働
者
）
の
退
職
の
申
し
出
、
あ
る
い
は
高
齢
社
員

と
会
社
と
の
合
意
に
よ
り
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
ま

と
会
社
と
の
合
意
に
よ
り
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
ま

で
、
高
齢
社
員
は
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定

で
、
高
齢
社
員
は
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定

年
廃
止
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
会
社
と
し
て
長
く
働
い
て
ほ

年
廃
止
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
会
社
と
し
て
長
く
働
い
て
ほ

し
い
高
齢
社
員
を
雇
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

し
い
高
齢
社
員
を
雇
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

や
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
対
し
て
安
定
し
た
雇
用
を

や
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
対
し
て
安
定
し
た
雇
用
を

保
障
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
安
心
感
を
高
め
ら
れ
る
こ

保
障
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
安
心
感
を
高
め
ら
れ
る
こ

と
な
ど
で
す
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
高
齢
社
員
の

と
な
ど
で
す
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
高
齢
社
員
の

退
職
時
期
が
不
定
と
な
る
た
め
、
会
社
は
人
員
計
画
を

退
職
時
期
が
不
定
と
な
る
た
め
、
会
社
は
人
員
計
画
を

立
て
に
く
く
な
る
こ
と
や
、
雇
用
契
約
終
了
時
の
ル
ー

立
て
に
く
く
な
る
こ
と
や
、
雇
用
契
約
終
了
時
の
ル
ー

ル
な
ど
で
高
齢
社
員
と
の
間
に
問
題
が
起
こ
る
お
そ
れ

ル
な
ど
で
高
齢
社
員
と
の
間
に
問
題
が
起
こ
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

が
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

次
に
定
年
延
長
は
、
現
在
企
業
が
定
め
て
い
る
定
年

次
に
定
年
延
長
は
、
現
在
企
業
が
定
め
て
い
る
定
年

年
齢
を
引
き
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
雇
用
形
態
の

年
齢
を
引
き
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
雇
用
形
態
の

ま
ま
雇
用
を
継
続
す
る
制
度
で
す
。
定
年
廃
止
と
の
大

ま
ま
雇
用
を
継
続
す
る
制
度
で
す
。
定
年
廃
止
と
の
大

き
な
違
い
は
、こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
た
定
年
年
齢
を「
廃

き
な
違
い
は
、こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
た
定
年
年
齢
を「
廃

止
す
る
か
、
引
き
上
げ
る
か
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
ど

止
す
る
か
、
引
き
上
げ
る
か
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
ど

ち
ら
の
措
置
も
正
社
員
と
い
っ
た
雇
用
形
態
は
そ
の
ま

ち
ら
の
措
置
も
正
社
員
と
い
っ
た
雇
用
形
態
は
そ
の
ま

ま
継
続
さ
れ
ま
す
。
定
年
延
長
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年

ま
継
続
さ
れ
ま
す
。
定
年
延
長
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年

廃
止
と
同
じ
で
、
会
社
と
し
て
長
く
働
い
て
ほ
し
い
高

廃
止
と
同
じ
で
、
会
社
と
し
て
長
く
働
い
て
ほ
し
い
高

齢
社
員
を
定
年
年
齢
ま
で
継
続
し
て
雇
用
で
き
る
こ
と

齢
社
員
を
定
年
年
齢
ま
で
継
続
し
て
雇
用
で
き
る
こ
と

や
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
対
し
て
定
年
年
齢
ま
で
安

や
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
対
し
て
定
年
年
齢
ま
で
安

定
し
た
雇
用
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
安
心
感
を

定
し
た
雇
用
を
保
障
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
安
心
感
を

高
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

高
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一
方
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

労
働
条
件
の
変
更
が
む
ず
か
し
い
こ
と
や
、
定
年
延
長

労
働
条
件
の
変
更
が
む
ず
か
し
い
こ
と
や
、
定
年
延
長

を
望
ま
な
い
高
齢
社
員
も
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

を
望
ま
な
い
高
齢
社
員
も
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

最
後
の
継
続
雇
用
制
度
は
、
定
年
に
達
し
た
正
社
員

最
後
の
継
続
雇
用
制
度
は
、
定
年
に
達
し
た
正
社
員
※１　�厚生労働省「就労条件総合調査結果の概況」（令和4年）によると、「定年制を定めている」企業は94.4％、そのうち※１　�厚生労働省「就労条件総合調査結果の概況」（令和4年）によると、「定年制を定めている」企業は94.4％、そのうち

定年年齢を一律「60歳」とする企業は72.3％。なお、高年齢者雇用安定法では、定年年齢を定める場合、60歳を定年年齢を一律「60歳」とする企業は72.3％。なお、高年齢者雇用安定法では、定年年齢を定める場合、60歳を
下回ってはいけないと定めているため、定年制を定めている企業の多くは定年年齢を60歳としている下回ってはいけないと定めているため、定年制を定めている企業の多くは定年年齢を60歳としている

定
年
廃
止
・
定
年
延
長
と
継
続
雇
用
制
度

定
年
廃
止
・
定
年
延
長
と
継
続
雇
用
制
度

高
千
穂
大
学 

経
営
学
部 

教
授
　
田
口
和
雄 

コラム
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を
本
人
が
希
望
す
れ
ば
引
き
続
き
雇
用
す
る
制
度
で

を
本
人
が
希
望
す
れ
ば
引
き
続
き
雇
用
す
る
制
度
で

す
。
定
年
廃
止
や
定
年
延
長
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
多

す
。
定
年
廃
止
や
定
年
延
長
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
多

く
の
企
業
で
導
入
し
て
い
る
代
表
的
な
継
続
雇
用
制
度

く
の
企
業
で
導
入
し
て
い
る
代
表
的
な
継
続
雇
用
制
度

で
あ
る
再
雇
用
制
度
を
例
に
あ
げ
る
と
、
定
年
廃
止
と

で
あ
る
再
雇
用
制
度
を
例
に
あ
げ
る
と
、
定
年
廃
止
と

定
年
延
長
は
雇
用
形
態
を
継
続
す
る
の
に
対
し
て
、
再

定
年
延
長
は
雇
用
形
態
を
継
続
す
る
の
に
対
し
て
、
再

雇
用
制
度
は
定
年
に
達
し
た
者
（
正
社
員
）
を
い
っ
た

雇
用
制
度
は
定
年
に
達
し
た
者
（
正
社
員
）
を
い
っ
た

ん
退
職
さ
せ
、
契
約
社
員
、
嘱
託
社
員
な
ど
の
雇
用
形

ん
退
職
さ
せ
、
契
約
社
員
、
嘱
託
社
員
な
ど
の
雇
用
形

態
に
よ
り
再
び
雇
用
す
る
点
に
あ
り
ま
す

態
に
よ
り
再
び
雇
用
す
る
点
に
あ
り
ま
す
※２※２
。
継
続
雇

。
継
続
雇

用
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年
前
後
で
労
働
条
件
の
変

用
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年
前
後
で
労
働
条
件
の
変

更
が
比
較
的
や
り
や
す
い
こ
と
や
、
定
年
と
い
う
ラ
イ

更
が
比
較
的
や
り
や
す
い
こ
と
や
、
定
年
と
い
う
ラ
イ

ン
を
引
く
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
に
緊
張
感
を
持
た
せ
、

ン
を
引
く
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
に
緊
張
感
を
持
た
せ
、

意
識
転
換
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一

意
識
転
換
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。
一

方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年
前
後
で
労
働
条
件
を
大
き

方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
定
年
前
後
で
労
働
条
件
を
大
き

く
引
き
下
げ
る
と
高
齢
社
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な
が
る

く
引
き
下
げ
る
と
高
齢
社
員
の
意
欲
低
下
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
や
、
長
く
会
社
に
勤
め
て
ほ
し
い

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
や
、
長
く
会
社
に
勤
め
て
ほ
し
い

高
齢
社
員
で
あ
っ
て
も
継
続
雇
用
の
労
働
条
件
が
折
り

高
齢
社
員
で
あ
っ
て
も
継
続
雇
用
の
労
働
条
件
が
折
り

合
わ
ず
、
定
年
時
点
で
退
職
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

合
わ
ず
、
定
年
時
点
で
退
職
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

な
ど
で
す
。

な
ど
で
す
。

「
高
齢
社
員
に
期
待
す
る
役
割
」
を

「
高
齢
社
員
に
期
待
す
る
役
割
」
を

あ
ら
た
め
て
確
認
す
る

あ
ら
た
め
て
確
認
す
る

で
は
、
読
者
の
み
な
さ
ま
が
会
社
の
高
齢
者
雇
用
制

で
は
、
読
者
の
み
な
さ
ま
が
会
社
の
高
齢
者
雇
用
制

度
を
見
直
す
う
え
で
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備
・
拡
充
す

度
を
見
直
す
う
え
で
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備
・
拡
充
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
法
を
ふ
ま
え
た
一
般

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
法
を
ふ
ま
え
た
一
般

的
な
制
度
と
い
う
と
、

的
な
制
度
と
い
う
と
、
6565
歳
定
年
制
、

歳
定
年
制
、
7070
歳
ま
で
の
継

歳
ま
で
の
継

続
雇
用
制
度
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
会
社
に
と
っ

続
雇
用
制
度
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
会
社
に
と
っ

て
そ
れ
が
適
切
な
形
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

て
そ
れ
が
適
切
な
形
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は

詳
し
く
は
解
説
解
説
11
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
ま
す
が
、
高
齢

で
あ
ら
た
め
て
述
べ
ま
す
が
、
高
齢

者
雇
用
の
個
別
施
策
は
会
社
の
経
営
戦
略
・
方
針
に
基

者
雇
用
の
個
別
施
策
は
会
社
の
経
営
戦
略
・
方
針
に
基

づ
い
て
策
定
さ
れ
る
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
、
つ

づ
い
て
策
定
さ
れ
る
高
齢
社
員
活
用
の
基
本
方
針
、
つ

ま
り
、
会
社
の
経
営
成
果
に
貢
献
し
て
も
ら
う
た
め
に

ま
り
、
会
社
の
経
営
成
果
に
貢
献
し
て
も
ら
う
た
め
に

高
齢
社
員
に

高
齢
社
員
に
期
待
す
る
役
割
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
る
か

期
待
す
る
役
割
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
る
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
会
社
と
し
て
高
齢
社
員

ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
会
社
と
し
て
高
齢
社
員

に
期
待
す
る
役
割
（
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
通
り
職
場
で

に
期
待
す
る
役
割
（
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
通
り
職
場
で

正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
活
躍
し
て
も
ら
う
、
正
社
員
を

正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
活
躍
し
て
も
ら
う
、
正
社
員
を

サ
ポ
ー
ト
・
支
援
す
る
役
割
を
に
な
っ
て
も
ら
う
、
あ

サ
ポ
ー
ト
・
支
援
す
る
役
割
を
に
な
っ
て
も
ら
う
、
あ

る
い
は
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
た
技
術
・
技
能
、
ノ
ウ
ハ

る
い
は
こ
れ
ま
で
つ
ち
か
っ
た
技
術
・
技
能
、
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
を
活
か
し
て
後
進
の
指
導
・
育
成
の
役
割
を
に

ウ
な
ど
を
活
か
し
て
後
進
の
指
導
・
育
成
の
役
割
を
に

な
っ
て
も
ら
う
な
ど
）
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
そ
れ

な
っ
て
も
ら
う
な
ど
）
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
そ
れ

を
も
と
に
高
齢
社
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
高
齢

を
も
と
に
高
齢
社
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
高
齢

者
雇
用
制
度
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

者
雇
用
制
度
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※2　�継続雇用制度には再雇用制度のほかに勤務延長制度がある。同制度は定年に達した者を退職させることなく引き続き雇用する制度※2　�継続雇用制度には再雇用制度のほかに勤務延長制度がある。同制度は定年に達した者を退職させることなく引き続き雇用する制度

出典：�JEED「ダイカスト業　高齢者の活躍に向けたガイドライン～高齢者とともに、働きやすい職場づくり～」一般社団法人日本ダイカスト協出典：�JEED「ダイカスト業　高齢者の活躍に向けたガイドライン～高齢者とともに、働きやすい職場づくり～」一般社団法人日本ダイカスト協
会ダイカスト業高齢者雇用推進委員会（2025）を一部修正。65 歳までの高年齢者雇用確保措置を実施している企業の雇用確保措置会ダイカスト業高齢者雇用推進委員会（2025）を一部修正。65 歳までの高年齢者雇用確保措置を実施している企業の雇用確保措置
率は厚生労働省「令和 7年『高年齢者雇用状況等報告』」率は厚生労働省「令和 7年『高年齢者雇用状況等報告』」

図表　高齢者雇用制度の概要図表　高齢者雇用制度の概要

種 類 概 要 メリット デメリット
65 歳までの高年齢者雇用
確保措置実施企業におけ
る雇用確保措置の措置率

定年廃止 定年年齢を定めて
いる定年制を廃止

・�会社として長く働いてほしい高齢者
を雇用し続けることができる

・�全ての高齢者に安定した雇用を保障
することで、本人の安心感を高めら
れる

・�高齢者の退職時期が不定となるため、人
員計画が立てにくくなる
・�雇用契約終了時のルールなどで問題が起
こることがある

3.9％

定年延長

定年年齢を引き上
げて、これまでと同
じ雇用形態のまま、
雇用を継続する仕
組み

・�会社として長く働いてほしい高齢者
を定年年齢まで継続して雇用できる

・�全ての高齢者に対して定年年齢まで
安定した雇用を保障することで、本
人の安心感を高められる

・労働条件の変更がむずかしい
・定年延長を望まない高齢者もいる

31.0％

継続雇用制度
本人が希望すれば
定年後も引き続き
雇用する「再雇用」
等の制度

・�定年前後で労働条件の変更が比較的
やりやすい

・�定年というラインを引くことで、一
人ひとりに緊張感を持たせ、意識転
換を図ることができる

・�定年前後で労働条件を大きく引き下げる
と高齢者の意欲低下につながるおそれが
ある
・�労働条件が折り合わず、定年時点で退職
するおそれがある

65.1％
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11
高
齢
者
雇
用
で
企
業
が
抱
え
る
大
き
な
悩
み

高
齢
者
雇
用
で
企
業
が
抱
え
る
大
き
な
悩
み

～
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題

～
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題

総
論
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
企
業
の
労
務
構
成
で
高

齢
社
員
が
大
き
な
集
団
と
な
っ
て
い
る
今
日
、「
高
齢
社

員
の
戦
力
的
活
用
」
は
高
齢
社
員
活
用
の
標
準
的
な
基

本
方
針
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
マ
ン
ガ
の
な
か
で
、

来
年
、
定
年
を
迎
え
る
高
齢
社
員
の
高
洲
さ
ん
は
、
上

司
と
の
面
談
で
提
示
さ
れ
た
再
雇
用
の
労
働
条
件
に
お

い
て
、
給
料
が
現
在
の
金
額
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
上
司
か
ら

引
き
続
き
第
一
線
で
の
活
躍
や
若
手
へ
の
指
導
の
役
割

を
に
な
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
、
あ
ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
定
年
後
の
雇
用
形
態
が
継
続
雇
用（
再

雇
用
）に
切
り
替
わ
っ
た
も
の
の
、
労
働
条
件
は
大
き
く

変
わ
ら
ず
、
職
場
で
正
社
員
と
一
緒
に
活
き
活
き
と
活

躍
し
て
い
る
高
齢
社
員
の
姿
が
多
く
の
企
業
で
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
定
年
前
の
正
社
員
時
代
は

活
き
活
き
と
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
社
員
が
、
継
続

高
齢
社
員
の
評
価
・
処
遇
制
度

高
齢
社
員
の
評
価
・
処
遇
制
度

高
千
穂
大
学 

経
営
学
部 

教
授　

田
口
和
雄 

解説1
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雇
用
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
で
仕
事
へ
の
取
組
み
意
識

が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た「
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
」に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
企
業
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
継
続
雇
用
後
の
仕
事
内
容
は
定
年
前

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
遇
な
ど
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま

す
。
危
機
感
を
持
っ
た
企
業
は
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
、
正
社
員
と
同

じ
よ
う
に
仕
事
の
成
果
や
働
き
ぶ
り
に
応
じ
て
賃
金
を

決
め
る
評
価
・
処
遇
制
度
へ
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
。
企
業
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
戦

力
と
な
っ
て
い
る
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
・
向
上
は
、
70
歳
就
業
時
代
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用

の
重
要
な
課
題
で
す
。
解
説
１
で
は
評
価
・
処
遇
制
度

の
視
点
か
ら
こ
の
課
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

22
人
事
管
理
の
基
本
原
則
と

人
事
管
理
の
基
本
原
則
と

評
価
・
処
遇
制
度

評
価
・
処
遇
制
度

評
価
・
処
遇
制
度
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
人
事
管
理
の
基
本
原
則
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
評
価
・
処
遇
制
度
は
企
業
の
人
事
管
理
の
個
別
施

策（
仕
組
み
）
の
一
分
野
で
あ
り
、
人
事
管
理
は
経
営

方
針
・
戦
略
に
基
づ
い
た
人
材
活
用
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す（
図
表
１
）。
さ
ら

に
、
人
事
管
理
に
お
い
て
は
、
こ
の
基
本
原
則
に
加
え

て
労
働
法
制
を
遵
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
労
働
基
準
法
は
使
用
者
が
法
定
労
働
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働（
残
業
）や
休
日
労
働
を
さ
せ
る
場
合
、

労
使
で「
36
協
定
」
を
締
結
し
、
割
増
賃
金
を
支
払
う

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
労
働
法
制
の

身
近
な
例
と
し
て
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
「
２
０
２
４

年
問
題
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
期
の
働
き

方
改
革
の
一
環
と
し
て
改
正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
に
基

づ
き
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
４
月
１
日
か
ら
建
設
業
・

ド
ラ
イ
バ
ー
・
医
師
な
ど
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
流
や
地
域
医
療
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。こ
う
し
た「
労

働
時
間
の
上
限
規
制
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
解
説
２

に
も
か
か
わ
る
労
働
法
制
に
関
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
社
員
の
評
価
・
処
遇
制
度
に
つ
い
て
も
こ
の
人

事
管
理
の
基
本
原
則
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
労
働
法
制
の
観
点
か
ら

は
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以
下
、「
高
齢
法
」）
を
遵

守
し
つ
つ
、
経
営
方
針
・
戦
略
に
基
づ
い
た
高
齢
社
員

活
用
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
高
齢
社
員
の
評
価
・
処
遇

制
度
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

33
「
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

「
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

問
題
」
の
背
景
を
考
え
る

問
題
」
の
背
景
を
考
え
る

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
の
背
景

を
、
企
業
の
高
齢
者
雇
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
国
の
高
齢

者
雇
用
政
策
と
の
関
連
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ブ
ロ
ク

図表１　人事管理の基本原則と高齢社員の人事管理のとらえ方

※ 筆者作成

【人事管理の基本原則】

経営方針・戦略

《人事管理》

人材活用の基本方針

個別施策
（評価・処遇制度等）

労 

働 

法 

制

【高齢社員の人事管理のとらえ方】

経営方針・戦略

《人事管理》

個別施策
（評価・処遇制度等）

高齢社員活用の
基本方針 労 

働 

法 

制

（
高
齢
法
等
）
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の
整
備
で
す
。
２
０
０
４
年
に
高
齢
法
が
改
正
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
努
力
義
務
で
あ
っ
た
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
定
年
を
迎
え
た

社
員
が
希
望
す
れ
ば
、
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

雇
用
環
境
―
―
実
質
65
歳
定
年
制
―
―
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
（
図
表
２
）。

し
か
し
、こ
の
よ
う
に
働
く
高
齢
社
員
が
増
加
し
た
一

方
で
、
平
成
期
前
半
か
ら
続
く
福
祉
的
雇
用
の
活
用
方

針
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
た
企
業
は
、高
齢
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

企
業
は
高
齢
社
員
に
対
し
て
「
仕
事
の
成
果
を
求
め
な

い
」
と
は
伝
え
て
い
ま
せ
ん
が
、高
齢
社
員
側
は
継
続
雇

用
後
の
評
価
・
処
遇
が
定
年
前
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
で

そ
れ
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
厚
生
年
金
の
受

給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
65
歳

ま
で
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
高
齢
社
員
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
齢
社
員
が
企
業
の
労
務
構
成
に
お
い
て

大
き
な
集
団
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
問
題
は
全
社
的
な
経
営
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
企
業
は
活
用
方
針
を「
福
祉
的
雇
用
」か
ら

定
年
前
の
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
の
成
果
を
求
め

る「
戦
略
的
活
用
」に
転
換
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
高
齢

社
員
の
人
事
管
理
の
見
直
し
を
進
め
ま
し
た
。
評
価
・

処
遇
制
度
で
は
仕
事
の
成
果
を
処
遇
に
反
映
す
る
よ
う
、

基
本
給
は
一
律
定
額
か
ら
定
年
時
の
職
位
・
等
級
な
ど
に

平
成
期
に
お
け
る
国
の
高
齢
者
雇
用
政
策
に
は
大
き

く
二
つ
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。一
つ
め
の
動
き
は
平

成
期
前
半
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
推
進
で
す
。
こ
の
時
期

に
３
回
の
高
齢
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
年
到
達

者
が
希
望
す
る
場
合
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
た「
１
９
９
０（
平
成
２
）年
改
正
」、
60
歳
定
年

が
義
務
化
さ
れ
た「
１
９
９
４
年
改
正
」、
そ
し
て
定
年

の
引
上
げ
等
に
よ
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
努
力

義
務
化
が
企
業
に
課
さ
れ
た「
２
０
０
０
年
改
正
」で
す
。

こ
う
し
た
政
策
の
推
進
を
受
け
て
、
企
業
は
65
歳
ま

で
の
雇
用
推
進
に
向
け
た
人
事
管
理
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
で
整
備
さ
れ
た
雇
用
制
度
は

「
60
歳
定
年
制
＋
基
準
該
当
者
の
再
雇
用
制
度
（
継
続

雇
用
制
度
）」
で
す
。
総
論
で
紹
介
し
た
現
在
の
高
齢

法
と
は
異
な
り
、
当
時
の
高
齢
法
は
、
65
歳
ま
で
の
雇

用
確
保
が
努
力
義
務
で
あ
り
、
再
雇
用
（
継
続
雇
用
）

の
対
象
者
に
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、当
時
は
高
齢
社
員
の
人
数
も
少
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
高
齢
社
員
に
対
し
て
、
仕
事
の
成
果
を
求

め
な
い
「
福
祉
的
雇
用
」
の
活
用
方
針
が
と
ら
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
賃
金
制
度
は
「
全
員
一
律
の
基
本
給
、

昇
給
な
し
、
定
額
の
賞
与
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
不
実
施
と
す
る
か
、
あ
る

い
は
継
続
雇
用
者
用
の
制
度
を
整
備
し
て
実
施
す
る
と

い
っ
た
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
め
の
動
き
は
平
成
期
後
半
の
実
質
65
歳
定
年
制

リ
ン
ク
し
た
水
準
に
見
直
さ
れ
、昇
給
は
不
支
給（
な
し
）

か
ら
支
給（
あ
り
）に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
賞
与

は
定
額
か
ら
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
人
事
評
価
を
反
映

し
た
決
め
方
に
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
自

体
も
正
社
員
と
同
じ
仕
組
み
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の

努
力
義
務
を
企
業
に
課
す
２
０
２
１
年
の
改
正
高
齢
法

施
行
に
あ
わ
せ
て
65
歳
定
年
制
の
実
施
と
70
歳
ま
で
の ※ 筆者作成

図表２　国の高齢者雇用政策と企業の評価・処遇制度の対応

平 成 期

前 半 後 半

国の高齢者雇用政策 65 歳までの雇用確保の
努力義務化 65歳までの雇用確保の義務化

企業の 
対応

雇用の基本方針 65 歳雇用の推進 実質 65歳定年制の整備

高齢社員の
活用方針 福祉的雇用 戦略的活用への転換

賃金・評価制度

・基本給：全員一律（昇給なし）
・賞与：定額�
・�評価：不実施、もしくは実
施（継続雇用者用）

・�基本給：職位・等級等リン
ク（昇給あり）

・賞与：人事評価反映
・評価：実施（正社員準拠）
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賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ふ
ま
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

向
上
を
図
る
評
価
・
処
遇
制
度
の
事
例
と
し
て
Ａ
社
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
事
例
の
特
徴
は
、
年
齢

で
は
な
く
仕
事
の
責
任
に
よ
る
評
価
・
処
遇
制
度
を
正

規
・
非
正
規
に
か
か
わ
ら
ず
全
従
業
員
に
適
用
し
て
い

る
点
で
す
。

歳
定
年
＋
希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
」
の
雇

用
制
度
（
実
質
65
歳
定
年
制
）
を
例
に
し
て
考
え
た
場

合
、
ま
ず
は
65
歳
以
降
の
雇
用
制
度
を
ど
の
制
度
に
す

る
か
を
決
め
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。
60
歳
台
前
半

層
に
適
用
し
て
い
る
現
行
の
制
度
（
希
望
者
全
員
65
歳

ま
で
の
継
続
雇
用
）
を
そ
の
ま
ま
65
歳
以
降
に
も
適
用

す
る
の
か
、別
の
制
度
に
す
る
の
か
、と
い
う
点
で
す
。

さ
ら
に
、
60
歳
台
前
半
層
に
つ
い
て
も
、
現
行
の
制
度

を
継
続
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
制
度
に
見
直
す
の

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
家
公
務
員
の
段

階
的
な
65
歳
へ
の
定
年
年
齢
の
引
上
げ
な
ど
、
65
歳
定

年
制
導
入
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
60
歳

台
前
半
層
の
雇
用
制
度
を
見
直
さ
ず
、
60
歳
台
後
半
層

の
雇
用
制
度
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
、
近
い
う
ち
に
再

び
65
歳
定
年
制
導
入
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
り
、
雇
用

制
度
の
見
直
し
に
要
す
る
労
力
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
例
え
ば
、「
65
歳
定
年
制
へ
の
移
行
」
と
「
希

望
者
全
員
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
整
備
」
を
同
時
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
労
力
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
仕
事
の
成
果
や
働
き
ぶ
り
に
応
じ
た
評

価
・
処
遇
制
度
の
仕
組
み
を
設
計
す
る
際
に
は
、
ま
ず

70
歳
ま
で
就
業
で
き
る
雇
用
制
度
の
基
本
設
計
（
ど
の

制
度
に
す
る
か
）
を
決
め
た
う
え
で
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
制
度
設
計
の
際
に
は
、

２
０
２
６
年
10
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
同
一
労
働
同
一

平
成
期
に
お
け
る
国
の
高
齢
者
雇
用
政
策
に
は
大
き

く
二
つ
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
し
た
。一
つ
め
の
動
き
は
平

成
期
前
半
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
推
進
で
す
。
こ
の
時
期

に
３
回
の
高
齢
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
年
到
達

者
が
希
望
す
る
場
合
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
た「
１
９
９
０（
平
成
２
）年
改
正
」、
60
歳
定
年

が
義
務
化
さ
れ
た「
１
９
９
４
年
改
正
」、
そ
し
て
定
年

の
引
上
げ
等
に
よ
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
努
力

義
務
化
が
企
業
に
課
さ
れ
た「
２
０
０
０
年
改
正
」で
す
。

こ
う
し
た
政
策
の
推
進
を
受
け
て
、
企
業
は
65
歳
ま

で
の
雇
用
推
進
に
向
け
た
人
事
管
理
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
で
整
備
さ
れ
た
雇
用
制
度
は

「
60
歳
定
年
制
＋
基
準
該
当
者
の
再
雇
用
制
度
（
継
続

雇
用
制
度
）」
で
す
。
総
論
で
紹
介
し
た
現
在
の
高
齢

法
と
は
異
な
り
、
当
時
の
高
齢
法
は
、
65
歳
ま
で
の
雇

用
確
保
が
努
力
義
務
で
あ
り
、
再
雇
用
（
継
続
雇
用
）

の
対
象
者
に
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、当
時
は
高
齢
社
員
の
人
数
も
少
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
高
齢
社
員
に
対
し
て
、
仕
事
の
成
果
を
求

め
な
い
「
福
祉
的
雇
用
」
の
活
用
方
針
が
と
ら
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
賃
金
制
度
は
「
全
員
一
律
の
基
本
給
、

昇
給
な
し
、
定
額
の
賞
与
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
不
実
施
と
す
る
か
、
あ
る

い
は
継
続
雇
用
者
用
の
制
度
を
整
備
し
て
実
施
す
る
と

い
っ
た
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

二
つ
め
の
動
き
は
平
成
期
後
半
の
実
質
65
歳
定
年
制

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
を
進
め
る
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
仕
事
の
成
果
を
処
遇
に
反
映
す
る

評
価
・
処
遇
制
度
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
マ

ン
ガ
に
登
場
す
る
高
洲
さ
ん
の
よ
う
に
、
高
齢
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

44
求
め
ら
れ
る

求
め
ら
れ
る
7070
歳
就
業
時
代
の
高
齢
社
員

歳
就
業
時
代
の
高
齢
社
員

の
評
価
・
処
遇
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
評
価
・
処
遇
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、
企
業
の
戦
力
と
し
て
の
高
齢
社
員
へ
の
期

待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
。
高
齢
社
員
の
戦
略

的
活
用
を
推
進
し
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
活
き
活
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
正
社
員
と
同
じ
よ
う

に
企
業
の
戦
力
と
し
て
、
仕
事
の
成
果
や
働
き
ぶ
り
に

応
じ
て
賃
金
を
決
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

評
価・処
遇
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
す
。
し
か
し
、「
仕

事
の
成
果
や
働
き
ぶ
り
に
応
じ
て
賃
金
を
決
め
る
」
と

い
っ
て
も
、
70
歳
ま
で
就
業
で
き
る
評
価
・
処
遇
制
度
の

仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
設
計
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
評
価
・
処
遇
制
度
は
雇
用
制
度
に

連
動
し
て
形
成
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
雇
用
制
度
自
体

も
総
論
で
述
べ
た
よ
う
に
高
齢
法
に
則
し
て
多
様
な
選

択
肢
が
あ
る
か
ら
で
す
。選
択
す
る
雇
用
制
度
に
よ
っ
て
、

「
仕
事
の
成
果
や
働
き
ぶ
り
に
応
じ
て
賃
金
を
決
め
る
」

た
め
の
評
価
・
処
遇
制
度
の
仕
組
み
が
異
な
り
ま
す
。

現
在
、
多
く
の
企
業
で
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
「
60

事例1

全
従
業
員
の
処
遇
を
年
齢
で
は
な
く
仕
事

の
責
任
で
決
め
る
役
割
等
級
制
度
を
導
入

（
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
Ａ
社
）

　
県
中
心
部
に
高
齢
者
向
け
複
合
施
設
を
運
営
す
る

社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
Ａ
社
は
、
同

社
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
シ
ニ
ア
従
業
員

が
安
心
し
て
長
く
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
に
現
行
の
雇
用
制
度（
定
年
年
齢
65
歳
、

雇
用
上
限
年
齢
な
し
の
基
準
該
当
者
の
継
続
雇
用
制

度
）
を
見
直
し
、
定
年
年
齢
を
70
歳
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、処
遇
に
つ
い
て
は
役
割
責
任
行
動（
顧

客
重
視
、
業
務
遂
行
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
関
係
構
築・

問
題
解
決
、
成
長
の
５
項
目
）
に
よ
る
役
割
等
級
制

度
を
正
規
・
非
正
規
に
か
か
わ
ら
ず
全
従
業
員
に
適

用
し
、
再
雇
用
後
も
人
事
評
価
に
よ
っ
て
賞
与
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
典
：�（
独
）
高
齢・障
害・求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
２
０
２
６
）

『
70
歳
雇
用
推
進
事
例
集
２
０
２
６
』
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11
進
む
勤
務
制
度
の
柔
軟
化
と

進
む
勤
務
制
度
の
柔
軟
化
と

働
き
方
の
多
様
化

働
き
方
の
多
様
化

働
き
手
の
確
保
が
む
ず
か
し
さ
を
増
す
な
か
で
、
社

員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
多
様
な
働

き
方
の
整
備
を
進
め
て
い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

解
説
２
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
勤
務
制
度
」
は
働
き
方
の

土
台
と
な
る
制
度
で
す
。
マ
ン
ガ
の
会
社
で
は
、
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
の
ほ
か
に
短
時
間
勤
務
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
定
年
後
継
続
雇
用
と
な
っ
て
い
る
高
齢
社
員
の
浜

田
さ
ん
が
、
お
孫
さ
ん
の
お
迎
え
の
た
め
に
こ
れ
を
利

用
し
て
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
齢
社
員
の
戦
略
的

活
用
を
進
め
て
い
る
企
業
が
と
る
継
続
雇
用
の
高
齢
者

の
働
き
方
は
、
定
年
前
の
正
社
員
と
同
じ
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
マ
ン
ガ
の
会
社

の
勤
務
制
度
が
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
み
の
ま
ま
で
あ
っ

た
な
ら
、
高
齢
社
員
の
浜
田
さ
ん
は
仕
事
を
続
け
な
が

ら
、
お
孫
さ
ん
の
お
迎
え
を
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
勤
務
制
度
の
変
化
（
柔
軟
化
・
多
様
化
）

高
齢
社
員
の
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度

高
齢
社
員
の
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度

高
千
穂
大
学 

経
営
学
部 

教
授　

田
口
和
雄 

解説2
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時
刻
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
労
働
時
間
制
度
を

「
一
般
的
な
労
働
時
間
制
度
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
１
日
８
時
間
、
週
休
２
日
制
の
「
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
」
を
基
本
と
し
、
会
社
が
始
業
・
終
業
時

刻
を
定
め
る
「
一
般
的
な
労
働
時
間
制
度
」
が
、
多
く

の
企
業
で
と
ら
れ
て
い
る
標
準
的
な
働
き
方
で
す
。

33
平
成
期
以
降
の
勤
務
制
度
の
変
化
の
動
き

平
成
期
以
降
の
勤
務
制
度
の
変
化
の
動
き

～「
柔
軟
化
」と
そ
れ
に
と
も
な
う
働
き
方
の「
多
様
化
」

～「
柔
軟
化
」と
そ
れ
に
と
も
な
う
働
き
方
の「
多
様
化
」

こ
う
し
た
勤
務
制
度
は
昭
和
期
を
通
し
て
形
成
さ

れ
、
標
準
的
な
勤
務
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
期
に
な
る
と
勤
務
制
度
に
変
化
の
動
き
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
動
き
の
特
徴
は
勤
務
制
度
の「
柔
軟
化
」

で
す
。
図
表
２（
20
ペ
ー
ジ
）
は
そ
の
概
要
を
整
理
し

た
も
の
で
す
。大
き
く
三
つ
の
変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
の
動
き
は
、
平
成
期
前
半
の「
労
働
時
間
制
度
」

の
柔
軟
化
で
す
。
先
に
述
べ
た「
１
日
８
時
間
、
週
休

２
日
制
」は
、
１
９
８
７（
昭
和
62
）年
の
労
働
基
準
法

改
正
に
よ
っ
て
、
週
48
時
間
で
あ
っ
た
法
定
労
働
時
間

が
週
40
時
間
に
段
階
的
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
改
正
で
は
法
定
労

働
時
間
の
短
縮
と
と
も
に
、
労
働
者
の
生
活
の
質
的
向

上
を
図
る
た
め
に
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
の
変

形
労
働
時
間
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
、
労
働
時
間
の
柔

軟
化
へ
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
期
に
入
る
と

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
加
え
、
※１　なお、同法ではこの原則を法定の条件内で変更できることを認めており、「変形労働時間制」と呼ばれている

22
勤
務
制
度
の
基
本
ル
ー
ル

勤
務
制
度
の
基
本
ル
ー
ル

～
労
働
基
準
法

～
労
働
基
準
法

ま
ず
勤
務
制
度
の
基
本
ル
ー
ル
の
確
認
か
ら
は
じ
め

ま
す
。
正
社
員
の
勤
務
制
度
は
「
１
日
８
時
間
、
週
休

２
日
制
」
と
い
う
の
が
読
者
の
一
般
的
な
認
識
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
労
働
基
準
法
（
第
32
、35
条
）

の
「
１
週
間
の
労
働
時
間
の
上
限
を
40
時
間
と
す
る
こ

と
」、「
１
日
の
労
働
時
間
は
８
時
間
を
超
え
な
い
こ

と
」、そ
し
て「
休
日
を
１
週
に
１
日
以
上
与
え
る
こ
と
」

を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
労
働
時
間
を
「
法

定
労
働
時
間
」、
休
日
を
「
法
定
休
日
」
と
そ
れ
ぞ
れ

呼
ん
で
い
ま
す
。「
１
日
８
時
間
、
週
休
２
日
制
」
は

１
日
の
労
働
時
間
を
「
８
時
間
」
と
し
た
場
合
の
勤
務

制
度
※１
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
こ
の
働
き
方
を
さ
し

て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
労
働
時
間
の
枠
の
な
か
で
、
企
業
は
自
社

の
労
働
時
間
を
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
定
め
た

労
働
時
間
は「
所
定
内
労
働
時
間
」と
呼
ば
れ
ま
す（
図

表
１
）。
企
業
は
自
社
の
所
定
内
労
働
時
間
を
６
時
間

や
７
時
間
の
よ
う
に
、
法
定
労
働
時
間
の
上
限
よ
り
短

く
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
企

業
が
１
日
の
労
働
時
間
を「
８
時
間
」と
し
て
い
ま
す
。

法
定
労
働
時
間
の
枠
の
な
か
で
も
っ
と
も
長
く
設
定
で

き
る
時
間
だ
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、「
１
日
８
時
間
」

の
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
、
企
業
は
始
業
時
刻
と
終
業

は
平
成
期
に
入
っ
て
か
ら
み
ら
れ
る
動
き
で
す
。
解
説

２
で
は
平
成
期
以
降
に
進
め
ら
れ
た
勤
務
制
度
の
変
化

の
動
き
と
、
そ
の
も
と
で
の
高
齢
社
員
の
勤
務
制
度
を

ふ
り
返
り
、
令
和
期
の
働
き
方
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

※ 筆者作成

図表１　法定労働時間と所定内労働時間

法定労働時間

国が定める
上限労働時間

所定内労働時間

法定労働時間をもとに
企業が定める
標準労働時間
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労
働
者
の
就
業
意
識
の
変
化
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
労
働
時
間
な
ど

の
働
き
方
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、１
９
９
３（
平
成
５
）年
の
労
働
基
準
法
改
正
で
は
、

週
40
時
間
労
働
時
間
制
の
実
施
、
変
形
労
働
時
間
制
の

拡
充
、
裁
量
労
働
制
の
規
定
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
９
８
年
改
正
で
は
企
画
業
務
型

裁
量
労
働
制
の
導
入
が
、
２
０
０
３
年
改
正
で
は
裁
量

労
働
制
の
改
正
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
一
連
の
法
改
正
を
受
け
て
、
平
成
期
前
半
で
は
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
変
形
労
働
時
間
制
度
、
裁
量
労

働
制
の
導
入
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
制
度
の
柔
軟
化
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
継
続
雇
用
後
の
高
齢
社
員
の
勤
務
制
度

は
、
短
時
間
・
短
日
勤
務
な
ど
が
中
心
で
し
た
。「
福

祉
的
雇
用
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、
高
齢
社
員
に
求
め

ら
れ
る
役
割
が
正
社
員
時
代
の
「
企
業
の
中
核
人
材
と

し
て
基
幹
業
務
を
に
な
う
役
割
」
か
ら
、「
パ
ー
ト
社

員
と
同
じ
よ
う
に
補
助
業
務
を
担
当
し
て
正
社
員
を
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
」
に
変
わ
っ
た
た
め
で
す
。

第
二
の
動
き
は
平
成
期
後
半
の
「
労
働
時
間
・
労
働

日
数
」
の
柔
軟
化
で
す
。
政
府
が
取
り
組
む
働
き
方
改

革
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
多
様
な
正
社
員

制
度
」
の
な
か
の
「
短
時
間
正
社
員
」
の
導
入
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
※２
。
企
業
は
正
社
員
に
対
し
て
原
則
と
し

て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
短
時
間
正

※２　�多様な正社員制度には、短時間正社員のほかに、担当する職務内容が限定されている「職務限定正社員」、転勤範囲が限定されたり、転居をともなう転
勤がなかったりする「勤務地限定正社員」の二つのタイプがある

社
員
制
度
は
、
育
児
や
介
護
と
仕
事
を
両
立
し
た
い
社

員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
に
勤
務
時
間
や
勤
務

日
数
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
正
社
員
よ
り
も
短
縮
し
た

う
え
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

こ
の
時
期
の
高
齢
社
員
の
働
き
方
は
、
戦
略
的
活
用

が
進
む
な
か
で
求
め
ら
れ
る
役
割
が
正
社
員
に
近
い
役

割
（
基
幹
業
務
を
に
な
う
役
割
）
に
変
わ
っ
た
た
め
、

平
成
期
前
半
の
短
時
間
・
短
日
勤
務
中
心
か
ら
正
社
員

と
同
じ
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
中
心
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
は
引
き
続
き
短
時
間
・
短
日
勤
務
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
社
員
を
貴

重
な
戦
力
と
し
て
期
待
し
て
い
る
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
を
彼
ら
・
彼
女
ら
に
求
め
て
い
ま
す
。
マ
ン
ガ
の

会
社
は
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
働

き
方
の
多
様
化
（
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
短
時
間
勤
務
）

も
進
め
て
い
ま
す
。
継
続
雇
用
の
高
齢
社
員
が
短
時
間

勤
務
を
選
択
し
、
お
孫
さ
ん
の
お
迎
え
な
ど
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
時
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
向
上
し
、
仕
事
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
出
て
い
る

の
で
す
。

第
三
の
動
き
は
、「
働
く
場
所
」の
柔
軟
化
で
す
。
平

成
期
の
勤
務
制
度
の
変
化
が
勤
務
す
る「
時
間
」
の
柔

軟
化
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
期
は「
場
所
」の
柔
軟

化
が
特
徴
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、

新
し
い
働
き
方
で
あ
る
在
宅
勤
務（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
が

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や
、
裁
量
労
働
制
の
社
員
な
ど
を
中

※ 筆者作成

図表2　平成期以降の勤務制度の柔軟化の取組み

平成期前半 平成期後半 令和期

取組み内容

概要 「労働時間制度」の柔軟化 「労働時間・労働日数」の柔軟化 「働く場所」の柔軟化

主な内容
変形労働時間制、フレックス
タイム制、みなし労働時間制、
裁量労働制の整備・拡充

短時間・短日勤務�
（短時間正社員制度） 在宅勤務

伝統的な施策 一般的な労働時間制度 フルタイム勤務 出社勤務

高齢社員
活用の基本方針 福祉的雇用 戦略的活用 戦略的活用

働き方 短時間・短日勤務中心 フルタイム勤務中心 フルタイム勤務中心
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

る
勤
務
制
度
は
高
齢
社
員
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
社

員
に
広
く
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
す
る
勤

務
制
度
の
事
例
と
し
て
、
警
備
業
Ｂ
社
の
取
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
事
例
の
特
徴
は
、
高
齢
社
員
を
は
じ

め
と
す
る
社
員
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
な
勤
務
体
制

を
整
備
し
て
い
る
点
で
す
。

す
る
に
し
た
が
い
、事
務・技
術
系
の
正
規
労
働
者
（
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）
の
拡
大
、女
性
の
社
会
進
出
と
増
加
、

非
正
規
労
働
者
の
拡
大
な
ど
、
労
務
構
成
は
変
化
し
ま

し
た
。
高
齢
者
の
増
加
も
そ
の
変
化
の
一
つ
で
す
。
労

務
構
成
の
多
様
化
に
あ
わ
せ
て
労
働
者
の
就
労
意
識
や

ニ
ー
ズ
、
そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
、
勤
務

制
度
は
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
す
べ
く
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

（
柔
軟
化
）
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
も
と
で
の
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
い
、

今
後
は
高
齢
者
が
労
務
構
成
の
中
心
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
総
論
で
述
べ
た
よ
う
に
企
業
は
高
齢

社
員
の
戦
略
的
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度
の
取
組
み
は
、
病
気
の

治
療
や
家
族
の
介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

す
る
高
齢
社
員
に
と
っ
て
も
、
会
社
に
と
っ
て
も
好
ま

し
い
動
き
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）
で
す
。
高
齢
社
員
は
家

庭
の
事
情
で
退
職
せ
ず
に
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
会
社
と
し
て
も

経
験
や
ス
キ
ル
を
持
つ
戦
力
（
高
齢
社
員
）
を
失
わ
ず

に
す
み
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
求
め
る

ニ
ー
ズ
は
高
齢
社
員
に
か
ぎ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
し
て
い
る
正
社
員
の
な
か
に

も
、
育
児
や
親
の
介
護
、
本
人
の
病
気
治
療
と
い
っ
た

健
康
上
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
て
い

る
人
が
い
ま
す
。
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
で
き

労
働
者
の
就
業
意
識
の
変
化
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
労
働
時
間
な
ど

の
働
き
方
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、１
９
９
３（
平
成
５
）年
の
労
働
基
準
法
改
正
で
は
、

週
40
時
間
労
働
時
間
制
の
実
施
、
変
形
労
働
時
間
制
の

拡
充
、
裁
量
労
働
制
の
規
定
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
９
８
年
改
正
で
は
企
画
業
務
型

裁
量
労
働
制
の
導
入
が
、
２
０
０
３
年
改
正
で
は
裁
量

労
働
制
の
改
正
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
一
連
の
法
改
正
を
受
け
て
、
平
成
期
前
半
で
は
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
変
形
労
働
時
間
制
度
、
裁
量
労

働
制
の
導
入
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
制
度
の
柔
軟
化
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
継
続
雇
用
後
の
高
齢
社
員
の
勤
務
制
度

は
、
短
時
間
・
短
日
勤
務
な
ど
が
中
心
で
し
た
。「
福

祉
的
雇
用
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、
高
齢
社
員
に
求
め

ら
れ
る
役
割
が
正
社
員
時
代
の
「
企
業
の
中
核
人
材
と

し
て
基
幹
業
務
を
に
な
う
役
割
」
か
ら
、「
パ
ー
ト
社

員
と
同
じ
よ
う
に
補
助
業
務
を
担
当
し
て
正
社
員
を
支

援
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
」
に
変
わ
っ
た
た
め
で
す
。

第
二
の
動
き
は
平
成
期
後
半
の
「
労
働
時
間
・
労
働

日
数
」
の
柔
軟
化
で
す
。
政
府
が
取
り
組
む
働
き
方
改

革
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
多
様
な
正
社
員

制
度
」
の
な
か
の
「
短
時
間
正
社
員
」
の
導
入
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
※２
。
企
業
は
正
社
員
に
対
し
て
原
則
と
し

て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
短
時
間
正

心
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

産
業
全
体
へ
と
普
及
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
育
児
や
介

護
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
す
る
働

き
方
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
ン
ガ
に

登
場
す
る
美
浜
さ
ん
の
会
社
の
よ
う
に
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
の
職
場
で
あ
れ
ば
、
在
宅
勤
務
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
製
造
部
門
の
職
場
で
は
む
ず
か
し
い

の
が
実
情
で
す
。
製
造
部
門
の
仕
事
は
、
会
社（
工
場
）

に
出
社
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
特
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
平
成
期
以
降
に
進
め
ら
れ
た
勤
務
制

度
の
変
化
（
柔
軟
化
）
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
的

な
労
働
時
間
制
度
に
よ
る
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
や
出
社
勤

務
を
基
本
と
す
る
働
き
方
が
見
直
さ
れ
、
多
様
化
が
進

み
ま
し
た
。

44
高
齢
社
員
に
と
っ
て
の
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度

高
齢
社
員
に
と
っ
て
の
多
様
で
柔
軟
な
勤
務
制
度

と
は
？
～
多
様
化
す
る
社
員
集
団
の
な
か
で

と
は
？
～
多
様
化
す
る
社
員
集
団
の
な
か
で

こ
の
よ
う
に
勤
務
制
度
の
柔
軟
化
と
そ
れ
に
と
も
な

う
働
き
方
の
多
様
化
の
背
景
に
は
、
労
務
構
成
と
就
業

意
識
の
多
様
化
が
あ
り
ま
す
。伝
統
的
な
勤
務
制
度（
一

般
的
な
労
働
時
間
制
度
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
、
出
社
勤

務
）
は
戦
後
に
労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
当
時
の
、

昭
和
期
の
労
働
者
に
適
合
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
製
造
業
務
に
従
事
す
る
正
規
労
働
者
の
男

性
が
中
心
で
、
同
質
性
の
高
い
労
務
構
成
で
し
た
。
時

代
が
昭
和
期
か
ら
平
成
期
、
そ
し
て
令
和
期
へ
と
変
遷

社
員
制
度
は
、
育
児
や
介
護
と
仕
事
を
両
立
し
た
い
社

員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
に
勤
務
時
間
や
勤
務

日
数
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
正
社
員
よ
り
も
短
縮
し
た

う
え
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

こ
の
時
期
の
高
齢
社
員
の
働
き
方
は
、
戦
略
的
活
用

が
進
む
な
か
で
求
め
ら
れ
る
役
割
が
正
社
員
に
近
い
役

割
（
基
幹
業
務
を
に
な
う
役
割
）
に
変
わ
っ
た
た
め
、

平
成
期
前
半
の
短
時
間
・
短
日
勤
務
中
心
か
ら
正
社
員

と
同
じ
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
中
心
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
は
引
き
続
き
短
時
間
・
短
日
勤
務
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
社
員
を
貴

重
な
戦
力
と
し
て
期
待
し
て
い
る
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
を
彼
ら
・
彼
女
ら
に
求
め
て
い
ま
す
。
マ
ン
ガ
の

会
社
は
高
齢
社
員
の
戦
略
的
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
働

き
方
の
多
様
化
（
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
短
時
間
勤
務
）

も
進
め
て
い
ま
す
。
継
続
雇
用
の
高
齢
社
員
が
短
時
間

勤
務
を
選
択
し
、
お
孫
さ
ん
の
お
迎
え
な
ど
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
時
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
が
向
上
し
、
仕
事
に
プ
ラ
ス
の
影
響
が
出
て
い
る

の
で
す
。

第
三
の
動
き
は
、「
働
く
場
所
」の
柔
軟
化
で
す
。
平

成
期
の
勤
務
制
度
の
変
化
が
勤
務
す
る「
時
間
」
の
柔

軟
化
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和
期
は「
場
所
」の
柔
軟

化
が
特
徴
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、

新
し
い
働
き
方
で
あ
る
在
宅
勤
務（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
が

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や
、
裁
量
労
働
制
の
社
員
な
ど
を
中

事例2

短
日
勤
務
に
よ
る

無
理
の
な
い
柔
軟
な
勤
務
体
制

（
警
備
業
Ｂ
社
）

　
小
売
業
の
親
会
社
が
展
開
す
る
店
舗
の
店
内
保
安

警
備
や
店
舗
駐
車
場
警
備
を
に
な
う
警
備
業
Ｂ
社

は
、
警
備
業
務
の
社
員
が
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

あ
っ
た
働
き
方
を
選
択
で
き
る
柔
軟
な
勤
務
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
日
の
所
定
労

働
時
間
は
８
時
間
を
基
本
と
し
、
勤
務
日
数
は
週
２

～
５
日
の
選
択
制
と
し
て
い
ま
す
。
１
カ
月
ご
と
の

シ
フ
ト
制
を
と
り
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
シ
フ
ト
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
公
平
な
シ
フ
ト
管
理

に
よ
る
柔
軟
な
勤
務
体
制
に
よ
り
、
社
員
が
家
事
、

孫
の
世
話
、
配
偶
者・親
な
ど
の
介
護・通
院
と
い
っ

た
予
定
行
事
や
、
自
分
の
生
活
を
重
視
す
る
こ
と
が

で
き
、
長
期
に
わ
た
り
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
典
：�（
独
）
高
齢・障
害・求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
２
０
２
６
）

『
70
歳
雇
用
推
進
事
例
集
２
０
２
６
』
を
一
部
修
正
。
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11
は
じ
め
に

は
じ
め
に

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
か
ら
改
正
労
働
安
全

衛
生
法
が
施
行
さ
れ
、
高
齢
社
員
の
転
倒
災
害
な
ど
の

労
災
防
止
対
策
が
事
業
者
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
事
業
者
の
義
務
に
は
あ
た
ら
な
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
作
業
環
境
と
作
業
内
容
の

両
面
の
法
的
要
求
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

高
齢
社
員
が
就
業
中
に
転
倒
し
て
骨
折
な
ど
を
起
こ
し

た
事
案
に
対
し
て
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
人
事
担
当
者

と
し
て
も
指
導
を
受
け
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

増
加
す
る
高
齢
社
員
の
転
倒
な
ど
の
労
働
災
害
に
は

加
齢
現
象
に
と
も
な
う
心
身
の
機
能
低
下
が
影
響
し
て

い
ま
す
。
若
い
新
任
人
事
担
当
者
の
方
に
は
、
加
齢
現

象
の
影
響
す
る
労
災
事
故
は
避
け
が
た
い
な
ど
、
あ
る

種
の
自
己
責
任
に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
典
型
的
な
問
題
と
し
て
転
ん
で
け
が
を
負

う
転
倒
災
害
に
焦
点
を
あ
て
て
、
新
任
の
人
事
担
当
者

と
し
て
か
か
わ
る
具
体
策
を
解
説
し
ま
す
。
人
事
担
当

高
齢
社
員
の
転
倒
防
止
策

高
齢
社
員
の
転
倒
防
止
策
～
職
場
環
境
改
善
と
健
康
保
持
増
進
の
推
進
を
含
ん
で

～
職
場
環
境
改
善
と
健
康
保
持
増
進
の
推
進
を
含
ん
で

株
式
会
社
健
康
企
業 

代
表
・
医
師
　
亀か

め

田だ

高た
か

志し 

解説3
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

11
は
じ
め
に

は
じ
め
に

２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
か
ら
改
正
労
働
安
全

衛
生
法
が
施
行
さ
れ
、
高
齢
社
員
の
転
倒
災
害
な
ど
の

労
災
防
止
対
策
が
事
業
者
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
事
業
者
の
義
務
に
は
あ
た
ら
な
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
レ
ベ
ル
だ
っ
た
作
業
環
境
と
作
業
内
容
の

両
面
の
法
的
要
求
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

高
齢
社
員
が
就
業
中
に
転
倒
し
て
骨
折
な
ど
を
起
こ
し

た
事
案
に
対
し
て
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
人
事
担
当
者

と
し
て
も
指
導
を
受
け
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

増
加
す
る
高
齢
社
員
の
転
倒
な
ど
の
労
働
災
害
に
は

加
齢
現
象
に
と
も
な
う
心
身
の
機
能
低
下
が
影
響
し
て

い
ま
す
。
若
い
新
任
人
事
担
当
者
の
方
に
は
、
加
齢
現

象
の
影
響
す
る
労
災
事
故
は
避
け
が
た
い
な
ど
、
あ
る

種
の
自
己
責
任
に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
典
型
的
な
問
題
と
し
て
転
ん
で
け
が
を
負

う
転
倒
災
害
に
焦
点
を
あ
て
て
、
新
任
の
人
事
担
当
者

と
し
て
か
か
わ
る
具
体
策
を
解
説
し
ま
す
。
人
事
担
当

人
事
労
務
管
理
部
門
の
職
務
の
多
く
は
、
労
働
基
準

法
な
ど
の
法
令
に
従
っ
た
対
応
か
と
思
い
ま
す
。
同
様

に
高
齢
社
員
の
労
災
防
止
対
策
も
人
事
担
当
者
と
し
て

主
体
的
に
か
か
わ
る
法
的
要
求
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
が
、
自
職

場
で
高
齢
社
員
の
労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
こ
と

で
す
。
休
業
4
日
以
上
の
場
合
、
義
務
化
さ
れ
た
電
子

申
請
に
て
、
遅
滞
な
く
労
働
基
準
監
督
署
に
報
告
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
業
務
上
の
傷
病
に
対

し
て
、
事
業
主
は
労
働
基
準
法
に
よ
り
補
償
責
任
を

負
っ
て
い
ま
す
。休
業
４
日
以
上
で
は
労
災
保
険
か
ら
、

給
付
基
礎
日
額
の
80
％
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
休
業
３

日
ま
で
は
給
付
基
礎
日
額
の
60
％
を
事
業
主
が
支
払
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応
も
人
事
担
当

者
の
職
務
で
す
。
障
害
が
残
っ
た
ケ
ー
ス
、
長
期
の
休

職
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー

ス
で
も
人
事
担
当
者
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

万
が
一
、
民
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
に

発
展
す
る
と
法
務
部
門
と
連
携
し
た
対
応
を
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
休
業
の
段
階
か
ら
現
場
で
は
欠
員
が
生

じ
ま
す
か
ら
、
監
督
者
、
職
長
と
対
話
し
な
が
ら
、
要

員
の
採
用
、
確
保
、
他
部
署
か
ら
の
異
動
も
人
事
担
当

者
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
人
事
担
当
者
と
し
て
日
ご
ろ
か

ら
労
働
災
害
全
般
、
特
に
増
加
す
る
高
齢
社
員
の
転
倒

災
害
な
ど
を
防
止
す
る
動
機
と
関
心
を
高
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

33
転
倒
災
害
が
起
き
る

転
倒
災
害
が
起
き
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
背
景

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
背
景

① 

特
に
女
性
で
増
加
す
る
転
倒
災
害

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
地
面
に

向
か
っ
て
落
ち
る
こ
と
を「
墜
落
」、
階
段
状
の
と
こ
ろ

を
転
が
り
落
ち
て
い
く
こ
と
を「
転
落
」、
同
じ
高
さ
の

平
面
で
転
ぶ
こ
と
を「
転
倒
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
ら

の
労
働
災
害
は
過
去
に
は
製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
現
場
、
現
業
で
の
発
生
が
課
題
で
し
た
。
こ
う

し
た
業
種
で
発
生
す
る「
墜
落
」
や「
転
落
」
と
い
っ
た

労
働
災
害
の
傾
向
は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
で
国
内
で
は
い
わ
ゆ
る
第
二
次
産
業
の
製
造
業
中

心
か
ら
第
三
次
産
業
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し
た
。製
造

業
に
従
事
す
る
人
は
減
少
し
続
け
、反
対
に
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
に
従
事
す
る
労
働
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。並
行
し

て
、働
く
人
の
高
年
齢
化
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
が
、労

災
防
止
対
策
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、こ
れ
ま
で
危
険
と
は

あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、飲

食
店
、介
護
施
設
な
ど
で
働
く
女
性
の
転
倒
災
害
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
５
年
5
月
末
に
公
表
し
、
修

正
を
加
え
た
「
令
和
６
年
労
働
災
害
発
生
状
況
」
に
よ

る
と
※2
、
事
故
の
型
別
・
年
齢
階
層
別
・
男
女
別
の
度

数
率
（
＝
１
０
０
万
延
べ
実
労
働
時
間
当
た
り
の
労
働

者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
事
労
務
問
題
を
経
験
し
て
い

く
こ
と
を
考
慮
し
、
安
全
衛
生
管
理
や
法
的
要
求
と

な
っ
た
事
項
と
と
も
に
、
対
策
の
基
本
的
な
要
素
と
実

効
性
を
妨
げ
る
働
く
人
に
あ
り
が
ち
な
傾
向
、
側
面
ま

で
紹
介
し
ま
す
。

22
人
事
担
当
者
が
高
齢
社
員
の

人
事
担
当
者
が
高
齢
社
員
の

労
災
防
止
に
取
り
組
む
背
景

労
災
防
止
に
取
り
組
む
背
景

労
働
災
害
防
止
対
策
と
聞
く
と
現
場
で
の
対
応
は
安

全
管
理
の
範
疇
と
考
え
て
、
人
事
部
門
の
職
務
で
は
な

い
と
考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
述
の
改
正

法
の
施
行
に
先
立
ち
、
２
０
２
６
年
2
月
に
職
場
で
の

具
体
的
な
対
策
の
内
容
を
示
し
、
労
働
基
準
監
督
署
の

指
導
の
根
拠
と
な
る
「
高
年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の

た
め
の
指
針
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
※1
。
そ
の
な
か
で

は
以
下
の
二
つ
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

①�

高
年
齢
者
労
働
災
害
防
止
対
策
を
担
当
す
る
組
織
と

し
て
は
、（
中
略
）
業
種
又
は
事
業
場
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
人
事
労
務
管
理
部
門
等
が
担
当
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
。

②�

（
高
年
齢
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
に
応
じ
た
対
応

→
個
々
の
高
年
齢
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
を
ふ
ま

え
た
措
置
と
し
て
）
業
務
の
軽
減
等
の
就
業
上
の
措

置
を
実
施
す
る
場
合
は
、（
中
略
）
ま
た
、
健
康
管

理
部
門
と
人
事
労
務
管
理
部
門
と
の
連
携
に
も
留
意

す
る
こ
と
。

※1　「高年齢者の労働災害防止のための指針」は、以下のホームページでご覧になれます。
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/newpage_00010.html
※２　�「令和6年における労働災害発生状況（確定値）」は、以下のホームページでご覧になれます。
　　　https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001543319.pdf
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る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。（
例
：
腓ひ

骨こ
つ

骨
折
お
よ

び
足そ

く

関か
ん

節せ
つ

靭じ
ん

帯た
い

損そ
ん

傷し
ょ
う

）

・�

転
ん
だ
際
に
股
関
節
の
骨
折
を
起
こ
す
。（
例
：

大だ
い

腿た
い

骨こ
つ

頸け
い

部ぶ

骨
折
、
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

転て
ん

子し

部ぶ

骨
折
）

骨
折
は
強
い
痛
み
を
と
も
な
う
だ
け
で
な
く
、
大
腿

骨
頸
部
骨
折
で
は
出
血
多
量
で
命
の
危
険
を
と
も
な
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
だ
け
で
な
く
通
勤
や
家
事

も
で
き
な
い
状
態
が
数
カ
月
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

股
関
節
の
骨
折
で
は
い
わ
ゆ
る
“
寝
た
き
り
”
に
な
る

リ
ス
ク
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
事
例
が
多
い
で
す
。
単
身

の
場
合
に
は
入
院
、
通
院
と
と
も
に
日
常
生
活
の
困
難

に
直
面
し
、
給
与
や
賞
与
に
も
影
響
し
、
経
済
的
な
困

窮
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
す
ら
あ
り
ま
す
。

44
対
策
の
基
本
と
な
る
五
つ
の
要
素
と

対
策
の
基
本
と
な
る
五
つ
の
要
素
と

課
題
へ
の
対
応

課
題
へ
の
対
応

①
基
礎
と
な
る
体
制
と
仕
組
み

厚
生
労
働
省
が
進
め
る
安
全
衛
生
管
理
、
健
康
管
理

の
施
策
は
労
災
事
故
や
心
身
の
健
康
課
題
に
か
か
わ
ら

ず
、
以
下
の
五
つ
の
要
素
で
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
継
続
的
に
実
行
す
る
こ
と
で
高

齢
社
員
の
転
倒
災
害
な
ど
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が
可

能
で
す
。

（
Ａ
）�

事
業
場
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
高
齢
社
員
へ
の
対
策

の
方
針
表
明
と
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
、

災
害
に
よ
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
）に
お
い
て
、

女
性
の
場
合
、60
歳
以
上（
平
均
１・70
）で
は
20
代（
平

均
０
・
09
）
の
約
19
・
５
倍
へ
と
極
端
に
増
加
し
ま
す
。

「
墜
落
」
や
「
転
落
」
が
多
い
男
性
で
は
60
歳
以
上
（
平

均
０
・
48
）
で
は
20
代
（
平
均
０
・
13
）
の
約
３
・
６

倍
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
す
。

②
転
倒
し
た
と
き
に
負
う
骨
折
と
大
き
な
影
響

読
者
の
み
な
さ
ん
は
日
常
生
活
で
何
か
に
つ
ま
ず
い

た
り
、
滑
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　
転
倒

災
害
の
典
型
例
で
は
つ
ま
ず
い
た
り
、
滑
っ
た
り
し
た

後
に
転
ん
で
け
が
を
し
ま
す
。
若
い
方
や
中
高
年
齢
で

身
体
を
鍛
え
て
い
る
方
は
つ
ま
ず
い
て
も
、
あ
る
い
は

滑
っ
て
も
踏
ん
張
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
転
ば
ず
に

す
み
ま
す
。
転
び
か
け
た
段
階
で
反
射
的
に
手
が
出

て
、
手
の
ひ
ら
の
擦
り
傷
だ
け
で
終
わ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
高
年
齢
で
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
場

合
や
、
特
に
女
性
で
骨
が
脆も

ろ

く
な
る
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
転
倒
は
、
骨
折
な
ど
の
大
き
な

け
が
を
負
う
ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
け

が
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・�

手
を
出
し
た
も
の
の
手
首
の
骨
を
折
っ
て
し
ま
う
。

（
例
：
橈と

う

骨こ
つ

遠え
ん

位い

端た
ん

骨
折
）

・�

膝
を
強
打
し
、
膝
の
皿
が
割
れ
て
し
ま
う
。（
例
：

膝し
つ

蓋が
い

骨こ
つ

骨
折
）

・�

足
首
が
内
側
な
い
し
外
側
に
曲
が
っ
て
、
関
節
あ

た
り
の
骨
折
を
起
こ
す
。
捻
挫
を
と
も
な
っ
て
い

産
業
医
な
ど
の
選
任
や
安
全
委
員
会
、
衛
生
委

員
会
な
い
し
安
全
衛
生
委
員
会
に
お
け
る
労
使

で
協
調
す
る
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
整
備
と
確

実
な
運
営
。

（
Ｂ
）�

職
場
環
境
の
改
善
と
し
て
、
コ
ス
ト
や
労
力
を

か
け
て
施
設
、
設
備
、
装
置
の
ハ
ー
ド
面
の
改

良
を
行
う
こ
と
と
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
加
齢
に
と

も
な
う
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
敏
捷
性
、
全

身
持
久
力
、
感
覚
機
能
、
認
知
機
能
の
低
下
な

ど
を
考
慮
し
た
現
場
で
工
夫
で
き
る
作
業
の
内

容
や
仕
方
の
見
直
し
（
例
え
ば
、
22
ペ
ー
ジ
の

マ
ン
ガ
に
あ
る
転
倒
災
害
を
防
止
す
る
コ
ー
ド

カ
バ
ー
に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
）。

（
Ｃ
）�

定
期
健
康
診
断
を
通
じ
て
、
体
調
、
病
気
の
有

無
な
ど
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
。
ま
た

け
が
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
足
の

筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
敏
捷
性
な
ど
の
体
力

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

（
Ｄ
）�

生
活
習
慣
病
な
ど
で
、
例
え
ば
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
あ
れ
ば
暑
熱
環
境
で
の
作
業
は
避
け
る
な

ど
の
就
業
上
の
措
置
を
行
う
。加
齢
に
と
も
な
っ

て
増
加
す
る
が
ん
な
ど
の
私
傷
病
の
治
療
と
就

業
の
両
立
を
支
援
す
る
。
体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
結

果
を
も
と
に
産
業
医
、
保
健
師
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
高
齢
社
員
全
体
と
一
人
ひ
と
り
の
両
方

に
運
動
習
慣
を
す
す
め
て
い
く
な
ど
の
健
康
増
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で
は
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
の
影
響
で
中
間
層
が
少
な

く
、
若
手
の
採
用
も
む
ず
か
し
い
一
方
、
50
歳
以
上
の

社
員
が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
企
業
な
ど
で
は
65
歳

ま
で
の
雇
用
確
保
義
務
と
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
の
努
力
義
務
が
あ
り
、
将
来
的
に
高
齢
社
員
の
割
合

が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

加
齢
現
象
は
成
人
し
て
以
降
、
す
べ
て
の
人
が
経
験

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
病
気
が
増
え
る
こ
と
も
他
人
ご

と
で
は
な
く
、
70
歳
ま
で
働
い
た
場
合
に
男
女
と
も
5

人
に
１
人
が
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
す
※3
。
生
涯
の
な
か
で

腰
痛
を
患
う
人
は
８
割
以
上
※4
、
糖
尿
病
は
い
わ
ゆ
る
予

備
軍
を
含
め
２
０
０
０
万
人
以
上
※5
、
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
）は
成
人
の
5
～
８
人
に
一
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
※6
。

今
後
は
、
加
齢
に
と
も
な
う
心
身
の
機
能
低
下
や
病

気
を
申
告
で
き
る
ム
ー
ド
を
職
場
で
醸
成
し
続
け
て
い

く
こ
と
を
謳
い
、
そ
の
方
針
の
浸
透
を
人
事
担
当
者
と

し
て
心
が
け
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
先
輩
方
の

機
能
低
下
と
ご
病
気
を
「
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
ま

し
ょ
う
！
」、「
お
互
い
さ
ま
と
考
え
ま
し
ょ
う
！
」
と

啓
発
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

上
場
企
業
を
中
心
に
、
人
材
を
コ
ス
ト
と
と
ら
え
る

「
人
的
資
源
管
理
」
か
ら
投
資
の
対
象
と
位
置
づ
け
る

「
人
的
資
本
経
営
」
に
方
向
性
が
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

各
企
業
な
ど
の
存
続
を
支
え
る
人
事
担
当
者
の
役
割
は

大
き
く
、
高
齢
社
員
の
労
働
災
害
な
ど
の
防
止
に
積
極

的
に
関
与
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

強
い
こ
と
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
、
と
り
わ
け
高

い
サ
イ
レ
ン
な
ど
の
音
が
聞
き
づ
ら
い
こ
と
を
自
ら
説

明
し
て
く
れ
る
場
合
は
少
な
い
の
で
す
。
同
じ
よ
う
に

転
倒
の
し
や
す
さ
を
自
覚
し
て
、
自
ら
申
告
し
て
く
れ

る
シ
ニ
ア
層
の
方
は
稀
で
す
。
定
期
健
康
診
断
で
受
診

を
す
す
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
を
放
置
し
て
い
る

う
ち
に
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
に
似

て
、
転
倒
で
け
が
を
す
る
人
は
骨
折
に
直
面
し
て
初
め

て
、心
身
の
機
能
低
下
を
自
覚
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

現
場
と
と
も
に
自
宅
で
も
利
用
す
る
脚
立
の
使
用
も

同
じ
で
す
。
脚
立
の
危
険
性
が
啓
発
さ
れ
正
し
い
使
い

方
は
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
重
傷
事
故
が
し
ば
し
ば

発
生
し
て
い
ま
す
。

年
功
序
列
の
習
慣
の
強
か
っ
た
日
本
の
職
場
で
は
、

高
齢
社
員
と
な
っ
た
元
上
司
、
元
先
輩
を
疎
ま
し
く
感

じ
る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
高
じ
る
と
高

齢
者
差
別
、
英
語
で
い
う
エ
イ
ジ
ズ
ム
、
日
本
的
な
い

い
回
し
で
は
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
き
た
職
場
で
役
職
を
解
か

れ
、
報
酬
の
減
っ
て
し
ま
う
高
齢
社
員
は
孤
立
と
孤
独

に
直
面
し
、
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
っ
て
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

③�

高
齢
社
員
が
中
心
に
な
る
職
場
の
持
続
的
な
運
営
を

目
的
に

新
任
で
あ
っ
て
も
人
事
担
当
者
が
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
社
員
の
年
齢
構
成
で
す
。
多
く
の
職
場

進
活
動
を
推
進
す
る
。

（
Ｅ
）�

高
齢
社
員
に
対
し
て
、
安
全
衛
生
と
健
康
管
理

の
両
面
の
啓
発
を
行
う
。
ま
た
年
上
の
部
下
を

持
つ
管
理
監
督
者
に
高
齢
社
員
に
特
有
な
特
性

と
そ
れ
に
即
し
た
安
全
衛
生
対
策
に
関
す
る
教

育
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

②
人
事
担
当
者
と
し
て
現
実
的
な
課
題
を
理
解
す
る

転
倒
災
害
な
ど
に
通
じ
る
典
型
的
な
機
能
低
下
に
は

視
力
と
聴
力
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。
視
力
低
下
は
一
般

に
「
老
眼
」
と
呼
称
さ
れ
、「
老
い
」
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
認
め
る
こ
と
を
嫌
が
る
シ
ニ
ア
層
が
い
ま
す
。“
若

見
え
”
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
令
和
の
時
代
、

近
眼
な
ど
が
な
く
眼
鏡
を
か
け
て
こ
な
か
っ
た
中
高
年

層
の
人
で
は
老
眼
鏡
を
つ
く
り
た
が
ら
ず
、
つ
く
っ
て

も
か
け
よ
う
と
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
く
加
齢
に
と
も
な
う
難
聴
は
、
日
常
生
活
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
早
め
に
補
聴
器
を
つ
く
っ
て
、
そ

の
使
用
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
け
れ

ど
も
補
聴
器
を
つ
く
る
こ
と
で
障
害
が
あ
る
よ
う
に
見

え
る
の
が
嫌
と
か
、
老
け
た
よ
う
に
見
ら
れ
た
く
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
拒
む
人
が
多
い
の
で
す
。
難
聴
は
高

齢
者
の
心
と
身
体
、
そ
し
て
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
衰

え
さ
せ
、「
フ
レ
イ
ル
」
と
老
年
医
学
、
老
人
医
療
の
専

門
家
が
名
づ
け
た
“
虚
弱
の
進
行
”
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
シ
ニ
ア
層
の
方
か
ら
目
が

見
え
に
く
い
こ
と
、
特
に
夕
方
に
な
る
と
そ
の
傾
向
が

※３　国立研究開発法人国立がん研究センター「がん情報サービス グラフデータベース」より筆者が抽出
※４　松平浩ほか（2015）「日本人勤労者を対象とした腰痛疫学研究」『日本職業・災害医学会会誌』63巻6号
※５　�一般社団法人日本糖尿病学会・公益社団法人日本糖尿病協会2019年11月8日プレスリリース「日本糖尿病学会・日本糖尿病協会 アドボカシー

委員会設立 ～糖尿病であることを隠さずにいられる社会づくりを目指して～」より
※６　�一般社団法人日本腎臓学会ホームページ （https://jsn.or.jp/general/kidneydisease/symptoms04.php）およびNPO法人日本腎臓病協会ホーム

ページ（https://j-ka.or.jp/ckd/）より
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「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
は
、
65
歳
以
上
へ
の

定
年
引
上
げ
等
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
者
の
雇
用
管

理
制
度
の
整
備
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
の
有
期
契
約

労
働
者
を
無
期
雇
用
に
転
換
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

国
の
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、「
生

涯
現
役
社
会
」
の
構
築
に
向
け
て
、
高
年
齢
者
の
就
労

機
会
の
確
保
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

共
通
の
要
件
は
、
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す

る
法
律
第
８
条
、
第
９
条
第
１
項
の
規
定
と
異
な
る
定

め
を
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
助
成
金
は
次
の
Ⅰ
～
Ⅲ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。Ⅰ

65
歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
を
就
業
規
則
等
に
規
定
し
、

実
施
し
た
場
合
に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

②
定
年
の
定
め
の
廃
止

③�

66
歳
以
上
へ
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

④
他
社
に
よ
る
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

◆
お
も
な
支
給
要
件

①�

労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
で
定
め
て
い
る
定
年
年

齢
等
を
、
過
去
最
高
を
上
回
る
年
齢
に
引
き
上
げ
る

こ
と

②�

改
正
前
後
の
就
業
規
則
を
労
働
基
準
監
督
署
等
へ
届

け
出
る
こ
と

③�
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
60
歳
以
上
の

雇
用
保
険
被
保
険
者
が
１
人
以
上
い
る
こ
と

④�

高
年
齢
者
雇
用
等
推
進
者
の
選
任
お
よ
び
高
年
齢
者

雇
用
管
理
に
関
す
る
措
置
（
※
１
）
の
実
施

※
１　

�

高
年
齢
者
雇
用
管
理
に
関
す
る
措
置
と
は
、
55

歳
以
上
の
高
年
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

（
ａ
） �

職
業
能
力
の
開
発
お
よ
び
向
上
の
た
め
の
教
育

訓
練
の
実
施
等

（
ｂ
） 

作
業
施
設
・
方
法
の
改
善

（
ｃ
） 

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
の
配
慮

（
ｄ
） 

職
域
の
拡
大

（
ｅ
） �

知
識
、
経
験
等
を
活
用
で
き
る
配
置
、
処
遇
の

推
進

（
ｆ
） 

賃
金
体
系
の
見
直
し

（
ｇ
） 

勤
務
時
間
制
度
の
弾
力
化

◆
支
給
額

実
施
し
た
制
度
、
引
き
上
げ
た
年
数
、
対
象
被
保
険

者
数
に
応
じ
て
図
表
１
・
2
（
28
ペ
ー
ジ
）
の
額
を
支

給
し
ま
す
。

Ⅱ
高
年
齢
者
評
価
制
度
等
雇
用
管
理
改
善
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

高
年
齢
者
の
雇
用
の
推
進
を
図
る
た
め
に
雇
用
管
理
制

度
（
賃
金
制
度
、
健
康
管
理
制
度
等
）
の
整
備
に
か
か

る
措
置
を
実
施
し
た
場
合
に
、
措
置
に
応
じ
て
一
定
額

を
助
成
し
ま
す
（
28
ペ
ー
ジ
図
表
3
）。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
雇
用
管
理
整
備
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
対
象
と
な
る
お
も
な
措
置
（
※
２
）
の
内
容

①�

高
年
齢
者
に
か
か
る
賃
金
、人
事
処
遇
制
度
の
導
入
・

6565
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
に
つ
い
て

歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
高
齢
者
助
成
部

助成金



エルダー27

特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

改
善

②�

労
働
時
間
制
度
・
在
宅
勤
務
制
度
・
研
修
制
度
・
健

康
管
理
制
度
の
導
入
・
改
善

※
２　

�

措
置
は
、
55
歳
以
上
の
高
年
齢
者
を
対
象
と
し

て
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
に
規
定
し
、
1

人
以
上
の
支
給
対
象
被
保
険
者
に
実
施
・
適
用

す
る
こ
と
が
必
要

◆
支
給
額

　
実
施
し
た
雇
用
管
理
制
度
の
措
置
に
応
じ
て
、
図
表

３
（
28
ペ
ー
ジ
）
の
額
を
支
給
し
ま
す
。

Ⅲ
高
年
齢
者
無
期
雇
用
転
換
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

50
歳
以
上
で
定
年
年
齢
未
満
の
有
期
契
約
労
働
者
を
、

無
期
雇
用
転
換
制
度
に
基
づ
き
、
無
期
雇
用
労
働
者
に

転
換
さ
せ
た
場
合
に
、
対
象
者
数
に
応
じ
て
一
定
額
を

助
成
し
ま
す
。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
無
期
雇
用
転
換
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
お
も
な
支
給
要
件

①�

高
年
齢
者
雇
用
等
推
進
者
の
選
任
お
よ
び
高
年
齢
者

雇
用
管
理
に
関
す
る
措
置
（
26
ペ
ー
ジ
※
１
）
を
１
つ
以

上
実
施
し
、
無
期
雇
用
転
換
制
度
を
就
業
規
則
等
に

規
定
し
て
い
る
こ
と

②�

無
期
雇
用
転
換
計
画
に
基
づ
き
、
無
期
雇
用
労
働
者

に
転
換
し
て
い
る
こ
と

③�

無
期
雇
用
に
転
換
し
た
労
働
者
に
転
換
後
6
カ
月
分

（
勤
務
し
た
日
数
が
11
日
未
満
の
場
合
は
除
く
）
の

賃
金
を
支
給
し
て
い
る
こ
と

④�

雇
用
保
険
被
保
険
者
を
事
業
主
都
合
で
離
職
さ
せ
て

い
な
い
こ
と

◆
支
給
額

対
象
労
働
者
１
人
に
つ
き
40
万
円（
中
小
企
業
以
外

は
30
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

助
成
金
の
詳
細
に
つ
い
て

助
成
金
の
支
給
要
件
等
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
コ
ー
ス

の
申
請
様
式
や
支
給
申
請
の
手
引
き
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
制
度
説
明
の
動
画
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

助
成
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
や
申
請
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

の
各
都
道
府
県
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
（
東
京
・

大
阪
は
高
齢
・
障
害
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
、
連
絡
先
は

本
誌
65
ペ
ー
ジ
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

いつでも、どこでも 助成金の電子申請
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）に申請いただいている65歳超
雇用推進助成金が、e-Gov電子申請を利用して申請できます。

現在、紙によって行われ
ている申請などの行政手
続を、インターネットを
利用して自宅や会社のパ
ソコンを使って行えるよ
うにするものです。

JEEDホームページ
「助成金」

https://www.jeed.
go.jp/elderly/
subsidy/index.html

電子申請って?

助成金の詳細は
こちらから

ご確認ください。

デジタル庁がインターネット
上で運営する行政サービス
の総合窓口です。状況・分野・
所管行政機関の条件から手
続を探して、行政手続の申請・
届出を行うことができます。

e-Govって?
●�24時間365日いつでも手続ができます。� �
（申請期限があります）
●�インターネット経由でどこからでも申請できます。
●�手続きはマイページで管理され、処理状況や通
知等を確認できます。

電子申請のメリットは?
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40
万
円
を
2
期
に
分
け
20
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は

30
万
円
を
２
期
に
分
け
て
15
万
円
ず
つ
）支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）

（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）

い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
35
歳
～
60
歳
未

満
の
中
高
年
層
の
う
ち
、
就
職
の
機
会
を
逃
し
た
な
ど

に
よ
り
十
分
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
の
就
職
が
困
難
な
方

を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
正
規
雇
用
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
労
働
者
は
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て

雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
雇
入
れ
の
日
の

前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
５
年
間
に
正
規
雇
用
労
働
者

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
通
算
期
間
が
１
年
以
下
で
、
過
去

１
年
間
に
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
方
で
、
か
つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
お
い
て
就
労

に
向
け
た
個
別
支
援
を
受
け
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
中
小
企
業
の
場
合
は
60
万
円
を
2
期
に

分
け
て
30
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は
50
万
円
を
２

● 実施した制度、引き上げた年数、対象被保険者数に応じて定額が助成されます
● 複数の取組みを実施した場合であっても支給額はいずれか高い額のみとなります

★1　高年齢者向けの専門職制度等、高年齢者に適切な役割を付与する制度を含む
★2　高齢期における職業生活設計のために必要な情報の提供や助言を行う研修を含む

高年齢者雇用管理整備措置の種類 助成額

1 高年齢者にかかる賃金・人事処遇制度の導入・改善 ★1 60万円（中小企業以外は45万円）

2
労働時間制度の導入・改善
在宅勤務制度の導入・改善
研修制度の導入・改善 ★2
健康管理制度の導入

30万円（中小企業以外は23万円）

3 雇用管理制度の整備にともなう機器等導入 1～2の措置導入経費（上限50万円）×60％（中小
企業以外は45％）

図表１　65歳超継続雇用促進コース【定年の引上げまたは定年の廃止、66歳以上への継続雇用制度の導入】

図表２　65歳超継続雇用促進コース【他社による継続雇用制度の導入】

図表３　高年齢者評価制度等雇用管理改善コース
認定された雇用管理整備計画に基づき高年齢者雇用管理整備措置を実施した場合の、当該措置の実施および実施にともない必要となる機器等
の導入に要した経費を支給します。

定年引上げまたは定年の定めの廃止 66歳以上の継続雇用制度の導入

65歳
66〜69歳 70歳以上

への
引上げ

定年の
定めの
廃止

66～69歳 70歳以上

5歳未満 5歳以上 希望者
全員

対象者
基準あり

希望者
全員

対象者
基準あり

1～3人 15万円 25万円 40万円 45万円 60万円 22万円 20万円 4０万円 36万円

4～6人 20万円 32万円 65万円 70万円 120万円 37万円 32万円 65万円 60万円

7～9人 25万円 39万円 110万円 115万円 180万円 60万円 50万円 105万円 95万円

10人以上 30万円 46万円 135万円 140万円 240万円 90万円 75万円 130万円 120万円

他社による継続雇用制度の導入

66～69歳 70歳以上

希望者全員 対象者基準あり 希望者全員 対象者基準あり

1～3人 20万円 16万円 32万円 30万円

4～6人 30万円 26万円 50万円 45万円

7～9人 50万円 40万円 85万円 75万円

10人以上 70万円 60万円 105万円 100万円

措置内容
(引上げ年齢)

措置内容
(引上げ年齢)

60歳以上
被保険者数

60歳以上
被保険者数
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特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）

（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
就
職
困
難
者
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働

者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

の
助
成
金
の
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、
60
歳
以
上
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
就
労
に
向
け
た
個
別
支
援
を
受
け

て
い
る
方
で
す
。

高
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
の
助
成
対
象
期
間
は
１

年
間
で
、
支
給
対
象
期
（
６
カ
月
間
）
ご
と
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

高
年
齢
者（
60
歳
以
上
）の
場
合
、
支
給
額
は
「
短
時

間
労
働
者
以
外
」（
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
30
時
間

以
上
）
と
「
短
時
間
労
働
者
」（
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
20
時
間
以
上
30
時
間
未
満
の
者
）
で
異
な
り
、
中

小
企
業
が
短
時
間
労
働
者
以
外
を
雇
用
す
る
場
合
、
60

万
円
を
2
期
に
分
け
て
30
万
円
ず
つ
（
中
小
企
業
以
外

は
50
万
円
を
2
期
に
分
け
25
万
円
ず
つ
）支
給
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
が
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

40
万
円
を
2
期
に
分
け
20
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は

30
万
円
を
２
期
に
分
け
て
15
万
円
ず
つ
）支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）

（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー
ス
）

い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河
期
世
代
を
含
む
35
歳
～
60
歳
未

満
の
中
高
年
層
の
う
ち
、
就
職
の
機
会
を
逃
し
た
な
ど

に
よ
り
十
分
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
に
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
の
就
職
が
困
難
な
方

を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
正
規
雇
用
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
労
働
者
は
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て

雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
雇
入
れ
の
日
の

前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
５
年
間
に
正
規
雇
用
労
働
者

と
し
て
雇
用
さ
れ
た
通
算
期
間
が
１
年
以
下
で
、
過
去

１
年
間
に
正
規
雇
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
方
で
、
か
つ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
お
い
て
就
労

に
向
け
た
個
別
支
援
を
受
け
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
中
小
企
業
の
場
合
は
60
万
円
を
2
期
に

分
け
て
30
万
円
ず
つ（
中
小
企
業
以
外
は
50
万
円
を
２

期
に
分
け
て
25
万
円
ず
つ
）と
な
り
ま
す
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
※※

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
設
備
改

善
や
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
受
け
る
た
め
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
1
年
以
上
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
役
員
を
除
き
自
社
の
労
災
保
険
適
用
の
高
年
齢
労

働
者
（
60
歳
以
上
）
が
常
時
１
名
以
上
就
労
し
て
い
る

中
小
企
業
が
対
象
で
す
。

労
働
安
全
衛
生
に
か
か
る
専
門
家
に
よ
る
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
（
第
1
段
階
）、
お
よ
び
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
た
各
種
取
組
み
（
第

２
段
階
）
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
専
門

家
総
合
対
策
コ
ー
ス
」、
暑
熱
な
環
境
に
よ
る
熱
中
症

予
防
対
策
と
し
て
身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
装
置
・
装

備
の
導
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
熱
中

症
対
策
コ
ー
ス
」、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
等
の
労
働
者
の
健

康
保
持
増
進
の
た
め
の
取
組
み
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。
※　�労働安全衛生の専門家を活用したリスクアセスメントの実施申請は、2026（令和8）年8月31日（月）までと※　�労働安全衛生の専門家を活用したリスクアセスメントの実施申請は、2026（令和8）年8月31日（月）までと

なっている。また、予算額に達した場合は、受付期間の途中であっても申請受付が終了する場合があるなっている。また、予算額に達した場合は、受付期間の途中であっても申請受付が終了する場合がある

高
齢
者
雇
用
促
進
等
の
た
め
の
そ
の
他
の
助
成
金
・
補
助
金

高
齢
者
雇
用
促
進
等
の
た
め
の
そ
の
他
の
助
成
金
・
補
助
金
編
集
部

その他の
助成金

当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
の
ほ
か
に
も
、「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）、（
中
高
年
層
安
定
雇
用
支
援
コ
ー

ス
）」、「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
、「
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
（
２
０
２
６
〈
令
和
８
〉
年
度
補
助
事
業
者
）
が
、支
給
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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第第 33 回回 企業診断システム（雇用力評価ツール）を活用しよう！企業診断システム（雇用力評価ツール）を活用しよう！

マンガで学ぶ
高齢者雇用

集 中 連 載

安心！頼れる専門家安心！頼れる専門家

――70歳雇用推進プランナー70歳雇用推進プランナー活用術活用術――

〈
前
回
の
あ
ら
す
じ
〉�

社
長
の
指
示
に
よ
り
、高
齢
社
員
が
長
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｌ
Ｄ
ｅ
ｒ
金
属
株
式
会
社
。�

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。

★　�このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです
★　�前回（2026 年 6 月号）は、JEEDホームページからもご覧になれます。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202606/index.html#page=24  
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マンガで学ぶ

高齢者雇用
―70歳雇用推進プランナー活用術―

集 中 連 載
安心！頼れる専門家安心！頼れる専門家
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マンガで学ぶ

高齢者雇用
―70歳雇用推進プランナー活用術―

集 中 連 載
安心！頼れる専門家安心！頼れる専門家



34

つ
づ
く
※ 1から※ 3は、JEEDホームページでご覧いただけます
※ 1　�『70 歳雇用推進事例集 2026』�

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/q2k4vk000000tf3f-att/f41obh0000005ytm.pdf
※ 2　『高年齢者活躍企業事例サイト』https://www.elder.jeed.go.jp
※ 3　『エルダー』https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/index.html

※1 ※2 ※3
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　「活用方針・活用戦略」、「評価・処遇」、「仕事内容・就労条件」、「能力開発・キャリア開発」、
「推進体制・風土づくり」の 5領域について、それぞれ 5つの設問（計 25問）に回答する
ことで、レーダーチャートを用いて視覚的にわかりやすく他社と比較することができます。

活用方針・活用戦略………高齢者活用の戦略を持ち、役割期待を明確にする
評価・処遇…………………働きぶりを評価・処遇し、戦力化を図る
仕事内容・就労条件………多様な働き方や働きやすい環境を整備している
能力開発・キャリア開発…成長機会を提供し、意欲・能力を高めている
推進体制・風土づくり……高齢者活用の体制を整備し、好ましい風土づくりをしている

◆5つの領域をレーダーチャートで表示

　企業が高齢者を活用できる力（高齢者雇用力）をどの程度持っているのか、高齢者雇用に
上手に取り組んでいる先進企業と比較することにより、自社の高齢者雇用力の強みと弱みを把
握し、どの領域から検討を進めるとより効果的であるかを見出すために開発されたものです。
　自社の高齢者雇用力レベルを、高齢者を上手に活用している先進企業と、従業員規模・業種・
地域別に比較することで、体系別に把握することができます。

◆企業診断システム（雇用力評価ツール）とは

　JEEDでは、高齢者雇用に取り組む事業主の方へのさまざまな支援を行っています。その
中心として活動をしているのが、「70歳雇用推進プランナー」です。高齢者雇用のプロフェッ
ショナルである70歳雇用推進プランナーが、その知識や経験、実務上のノウハウを活かし、
高齢者雇用に悩んでいる事業主のみなさまをサポートしています。

マンガで学ぶ

高齢者雇用

集 中 連 載
安心！頼れる専門家安心！頼れる専門家

――70歳雇用推進プランナー70歳雇用推進プランナー活用術活用術――

第第 33 回回 企業診断システム（雇用力評価ツール）を活用しよう！企業診断システム（雇用力評価ツール）を活用しよう！

解説



江
戸
時
代
に
お
け
る
「
介
護
休
業
制
度
」

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
介
護
休
業
制
度
」

現
代
日
本
に
お
け
る
最
先
端
の
福
祉
制
度
と
の
印
象
も

あ
る
介
護
休
業
制
度
で
す
が
、「
じ
つ
は
江
戸
時
代
の
武
士

も
介
護
休
業
を
取
得
し
て
い
た
！
」
と
い
う
話
を
前
回
し

ま
し
て
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
看か

ん

病び
ょ
う

御お
ん

暇い
と
ま

申
し
立
て
」
を

受
け
つ
け
て
い
た
秋
田
藩
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
進
的
な
事
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
同
時
代

の
幕
藩
で
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
制
度
・
施
策
で
す
。

で
す
の
で
、
い
ま
で
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
（
介
護
と

仕
事
を
両
立
さ
せ
て
い
る
人
）
の
よ
う
な
「
サ
ム
ラ
イ
ケ

ア
ラ
ー
」
が
、
当
時
は
数
多
く
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

じ
つ
は
江
戸
幕
府
が
は
じ

ま
っ
て
間
も
な
い
17
世
紀
前
期

の
段
階
か
ら
、
幕
府
や
藩
は
父

母
・
妻
子
が
病
気
に
な
っ
た
場

合
に
休
み
を
取
れ
る
よ
う
な
取

決
め
を
定
め
て
は
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
幕
府
・
藩
に
よ
っ
て
呼

び
名
が
変
わ
る
の
で
す
が
、

「
看か

ん

病び
ょ
う

断こ
と
わ
り

」、「
看か

ん

病び
ょ
う

願ね
が
い

」、「
看か

ん

病び
ょ
う

引び
き

願ね
が
い

」、「
看か

ん

病び
ょ
う

不ふ

参さ
ん

」
な
ど

の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。　

当
初
の
制
度
に
お
い
て
は
、

申
請
す
れ
ば
す
ぐ
休
暇
が
取
得

で
き
る
と
い
っ
た
規
則
な
ど
は
特
に
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
１
７
４
２
（
寛
保
２
）
年
に
幕
府
が
そ
の
内
容
を
大

き
く
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
取
決
め
を
あ
ら
た
め
て
成

立
さ
せ
た
こ
と
で
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
父
母
・
妻
子
の
病
気
の
際
は
無

条
件
か
つ
即
刻
で
休
暇
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
祖
父
母
や
叔
父
伯
母
な
ど
親
類
に
つ
い
て
は
、
病

気
の
程
度
や
ほ
か
に
看
護
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
を
吟
味

し
た
う
え
で
取
得
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
幕
府
の
制

度
設
計
に
な
ら
っ
て
各
藩
で
も
同
様
の
施
策
が
講
じ
ら

れ
、
申
請
す
れ
ば
す
ぐ
に
介
護
休
暇
を
取
れ
る
と
い
う
仕

組
み
が
全
国
各
地
で
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

現
代
の
介
護
休
業
制
度
も
、
休
み
を
取
得
で
き
る
介
護

の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
家
族
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
父
母
や
祖
父
母

の
み
な
ら
ず
、
配
偶
者
や
子
ど
も
、
孫
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。
し
か
し
制
度
の
現
実
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
そ
こ
で

想
定
さ
れ
て
い
る
介
護
対
象
と
は
…
…
や
は
り
「
老
親
」

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
当
時
も

そ
の
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
の
日
記
・
記

録
に
、
病
気
に
な
っ
た
老
親
の
ケ
ア
を
す
る
た
め
に
休
暇

取
得
の
申
請
を
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
数
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
前
回
の
渋し

ぶ

江え

和ま
さ

光み
つ

の
事
例
も
そ
う
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
看
病
断
の
制
度
が
強
化
さ
れ
た
１
７
４
２

年
当
時
の
江
戸
幕
府
の
将
軍
は
、
ド
ラ
マ
「
暴
れ
ん
坊
将

軍
」
で
も
お
な
じ
み
の
八
代
将
軍
の
徳
川
吉よ

し

宗む
ね

で
す
。
吉

宗
と
そ
の
幕
閣
は
当
時
、
い
わ
ゆ
る
「
享き

ょ
う

保ほ
う

の
改
革
」
と

呼
ば
れ
る
幕
政
改
革
を
推
し
進
め
て
い
て
、
目
安
箱
の
設

置
と
そ
こ
で
の
投
書
が
き
っ
か
け
で
決
定
し
た
小こ

石い
し

川か
わ

養よ
う

生じ
ょ
う

所し
ょ

の
設
立
、
さ
ら
に
は
町
火
消
の
導
入
な
ど
、
公
共
政

策
的
な
取
組
み
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
改
革
期
の
か
な
り
終
わ
り
ご
ろ
に
行
わ
れ
た
の
が
、
改

正
看
病
断
制
度
の
導
入
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
悲
し
い
こ

と
に
（
？
）、
中
学
校
や
高
校
の
歴
史
の
教
科
書
に
お
い

て
「
享
保
の
改
革
の
時
期
に
、
現
在
の
介
護
休
業
制
度
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
制
度
が
定
め
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
こ
と

に
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で

す
。
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
こ
う
し
た
制
度
が
江
戸
時
代

に
も
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
が
知
る
こ
と

は
、
意
義
深
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
…
…
。
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江
戸
時
代
の
介
護
休
業
制
度
で
あ
る「
看か

ん

病び
ょ
う

断
こ
と
わ
り

」と
は
？

ー
日
本
史
の
教
科
書
に
も
載
せ
て
ほ
し
い
、

�

日
本
が
誇
れ
る
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
ー

「
仕
事
と
介
護
の
両
立
問
題
」

江
戸
時
代
に
も
あ
っ
た

〜
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
高
齢
者
介
護
史
〜

第 2 回

文
化
・
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

﨑さ
き

井い

将ま
さ

之ゆ
き



し
ょ
に
ケ
ア
を
行
っ
た
こ
と
、「
小
水
」、「
便
」
な
ど
下し

も

の

世
話
も
し
た
こ
と
な
ど
も
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

父
・
八
郎
は
辞
世
の
句
を
詠
む
な
ど
、
武
士
ら
し
い
振
る

舞
い
を
し
た
後
、
２
月
５
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

看
病
断
（
秋
田
藩
で
は
看
病
御
暇
、
沼
津
藩
で
は
看
病

引
）
を
申
請
し
て
休
み
を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、

前
回
み
た
渋
江
和
光
の
ケ
ー
ス
と
ま
っ
た
く
同
様
で
す
。

申
請
し
て
す
ぐ
に
認
め
ら
れ
、休
み
を
取
っ
て
ケ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
こ
う
し
て
あ
ら
た
め
て
両
者
の
ケ
ー
ス

を
み
る
と
、
看
病
断
と
は
別
に
、
も
う
一
つ
重
大
な
共
通

点
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
…
…

ひ
と
ま
ず
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

と
に
も
つ
な
が
る
看
病
断
の
制
度
は
、
儒
学
の
教
え
を
武

士
に
浸
透
さ
せ
た
い
為
政
者
側
に
と
っ
て
、
お
あ
つ
ら
え

向
き
の
内
容
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

で
は
こ
こ
で
、
よ
り
具
体
的
に
看
病
断
に
つ
い
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
も
う
一
つ
サ
ム
ラ
イ

ケ
ア
ラ
ー
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
ご
登
場
い
た

だ
く
の
は
、『
水み

ず

野の

伊い

織お
り

日に
っ

記き

』
に
実
父
の
介
護
記
録
を

記
し
た
沼
津
藩
士
・
水み

ず

野の

重し
げ

教の
り

で
す
。
日
記
は
１
８
６
２

（
文
久
２
）
年
か
ら
、
明
治
維
新
を
経
た
１
８
９
２
（
明

治
25
）
年
ま
で
の
出
来
事
が
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
幕
末

維
新
期
の
１
８
６
６
年
の
頁
に
、
彼
の
実
父
で
あ
る
金
沢

八
郎
へ
の
介
護
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
父
・
八
郎
は
そ
れ
ま
で
も
軽
い
中ち

ゅ
う

風ふ
う

（
脳
卒
中
）
で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
よ
う

な
の
で
す
が
、
１
８
６
６
年
の
年
末
に
体
調
が
急
に
悪
化

し
、
年
が
明
け
た
こ
ろ
か
ら
し
ゃ
っ
く
り
（
吃
逆
）
が
止

ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
も
珍
し
く
な
い
、

終
末
期
に
お
け
る
難
治
性
の
し
ゃ
っ
く
り
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
正
月
７
日
に
は
、
医
師
か
ら
「
も
う
今

回
は
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
が
な
い
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

正
月
７
日
に
主
治
医
か
ら
父
の
余
命
宣
告
を
受
け
た
重

教
は
、
最
期
の
と
き
ま
で
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

覚
悟
し
、
そ
の
翌
日
の
８
日
に
、
藩
に
対
し
て
「
看か

ん

病び
ょ
う

引び
き

」

の
申
請
を
し
て
、
即
日
許
可
さ
れ
ま
す
。
秋
田
藩
の
ケ
ー

ス
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
こ
の
あ
た
り
は
本
当
に
対
応
が

速
い
で
す
。日
記
に
は
そ
の
後
、重
教
が
兄
弟
三
人
で
い
っ

介
護
休
業
と
儒
教
と
の
関
係

介
護
休
業
と
儒
教
と
の
関
係

１
７
４
２
年
と
い
う
時
期
に
看
病
断
の
制
度
が
改
正
さ

れ
た
背
景
要
因
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
吉
宗
の
意
向
あ
る

い
は
人
柄
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
老
親
介
護
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
制
度
内
容
を
ふ

ま
え
る
と
、
当
時
影
響
力
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
儒
教
の
影

響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
よ
り
少
し
前
の
時
代
に
な
り
ま
す
が
、
五
代
将
軍

綱つ
な

吉よ
し

は
「
孝
」
や
「
忠
」
の
大
切
さ
を
論
じ
る
儒
教
・
朱

子
学
を
強
く
重
ん
じ
、
幕
府
に
お
け
る
一
種
の
統
治
理
念

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。
も
と
も
と
初
代
将
軍
の
家
康
も
儒

教
に
対
し
て
好
感
を
持
っ
て
い
た
側
面
が
あ
り
ま
し
た

が
、
綱
吉
は
儒
教
・
朱
子
学
を
教
え
る
学
校
で
あ
る
聖せ

い

堂ど
う

学が
く

問も
ん

所じ
ょ

を
１
６
９
０
（
元
禄
３
）
年
に
設
立
す
る
な
ど
、

そ
の
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
た
わ
け
で
す
。
幕
府
に
よ
る
儒

教
・
朱
子
学
重
視
の
姿
勢
は
、
綱
吉
以
降
の
将
軍
の
代
に

な
っ
て
も
衰
え
る
こ
と
は
な
く
、
幕
府
の
み
な
ら
ず
全
国

の
藩
で
も
同
様
の
傾
向
が
広
ま
っ
て
い
き
、
藩
校
の
よ
う

な
学
校
の
設
立
が
各
地
で
急
増
し
て
い
く
よ
う
に
も
な
り

ま
す
。

本
格
的
に
全
国
規
模
で
藩
校
が
乱
立
し
て
い
く
の
は
１

７
０
０
年
代
後
半
か
ら
で
、
改
正
看
病
断
制
度
が
導
入
さ

れ
た
の
は
そ
こ
に
至
る
過
渡
期
で
あ
り
、
儒
教
・
朱
子
学

の
普
及
の
度
合
い
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
重
な
り

ま
す
。「
孝
」
す
な
わ
ち
親
孝
行
の
実
践
を
奨
励
す
る
こ

【
参
考
資
料
】

・�

﨑
井
将
之 

著
『
武
士
の
介
護
休
暇
―
日
本
は
老
い
と
介
護
に
ど
う
向
き

合
っ
て
き
た
か
―
』（
河
出
書
房
新
社
）
２
０
２
４
年

・�

柳
谷
慶
子 

著『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
92 

江
戸
時
代
の
老
い
と
看
取
り
』（
山

川
出
版
社
）
２
０
１
１
年

エルダー37

「仕事と介護の両立問題」
江戸時代にもあった

〜目からウロコの高齢者介護史〜
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第167回
大阪府

大
阪
府
は
、
西
面
で
瀬
戸
内
海（
大
阪
湾
）に
臨
み
、
北

面
、
東
面
、
南
面
の
各
境
界
に
沿
っ
て
北ほ

く

摂せ
つ

山
地
、
生い

駒こ
ま

・

金こ
ん

剛ご
う

山
地
、
和い

ず
み泉
山
地
が
取
り
囲
む
盆
地
構
造
上
の
大
阪

平
野
に
あ
り
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
温
暖
で
晴
れ
の
日
が

多
い「
瀬
戸
内
海
式
気
候
」に
属
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
夏

は
暑
く
、
１
年
を
通
し
て
雨
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

大
阪
は
江
戸
時
代
か
ら
「
天
下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
、

全
国
の
物
流
・
金
融
・
情
報
が
集
ま
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
の
割
合
が
高
い
「
商
都
」
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
で
は

高
い
技
術
力
を
持
ち
独
自
の
高
度
な
技
術
を
世
界
へ
発
信

す
る
多
く
の
中
小
企
業
が
集
積
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
産

業
、
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
産
業
が

集
積
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
大
阪
支
部
の
立た

て

山や
ま

雄ゆ
う

一い
ち

統
括
は
、「
大
阪
支
部

で
活
動
す
る
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
以
下
、「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」）、
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
、

製
造
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
事
業
所
に
人
事
管
理
制

度
、
賃
金
・
退
職
金
制
度
な
ど
の
高
齢
者
の
活
用
に
必
要

な
環
境
整
備
に
関
す
る
相
談
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。大

阪
府
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
『
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
』
の
製

造
業
の
中
小
企
業
か
ら
は
、『
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
体
力

や
認
知
機
能
が
低
下
し
重
大
な
労
働
災
害
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
高
ま
る
』、『
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
』
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
ま
す
。
制

度
改
善
提
案
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
声
に
対
す
る

安
全
管
理
、
健
康
管
理
に
関
す
る
提
案
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
へ
の
相
談
・
助
言
活
動
を
す
る
過
程
で
把
握
し

た
実
状
に
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
雇
用
に
関
す
る
課
題
解
決

に
向
け
た
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

大
阪
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
杉す

ぎ

原は
ら

彰あ
き
ら

大阪市住之江区

★

企業プロフィール

段階的に65歳定年
70歳超雇用制度を導入

株式会社斉
さい

藤
とう

鐵
てっ

工
こう

所
じょ

（大阪府大阪市住
すみ

之
の

江
え

区）

本社社屋

▶創業　1948（昭和23）年
▶業種　�水門・水処理装置の製造、

産業機械部品の保管整備、
工作機械部品の製造

▶社員数　111人
（60歳以上男女内訳）�男性（22人）、女性（2人）
（年齢内訳）	60～64歳	 ８人	（7.2％）
	 65～69歳	 ８人	（7.2％）
	 70歳以上	 ８人	（7.2％）
▶定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員70歳まで継続雇
用。その後は運用により継続雇用が可能。
最高年齢者は76歳（機械工程の工程管理
業務に従事）
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［杉原プランナーから］
「事前に訪問先のホームページなどでできる
かぎり多くの企業情報を入手し、訪問資料
の準備を行い、訪問時は聞くことに徹して

多くの課題などをうかがえるよう最大限に意識しています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆大阪支部高齢・障害者業務課の立山統括は杉原プランナーについ
て「企業の現状を論理的に分析して抽出した課題に対して、他社
の好事例の情報提供を中心とした具体的な解決策を提案すること
に定評があり、訪問した事業所から高い評価を得ています。訪問
後には実際に制度改善に結びつくケースも少なくありません。ま
た、2025年度の地域ワークショップでは、基調講演の講師だけで
なく事例発表企業との『Q&Aセッション』の進行役を務め、事例
発表企業の取組み内容を深く掘り下げてくれました」と評します。
◆大阪支部高齢・障害者業務課は大阪モノレール摂

せっ
津
つ
駅から徒歩約

７分のところにあり、隣には摂津市役所があります。周辺には、
新幹線車両と電気機関車が展示されている新幹線公園があり、春
には、桜トンネルが花見客でにぎわいます。また、秋になると隣
の摂津市役所では農業祭が開催され地元の農産物や特産品を求め
て多くの人が集うなど季節を感じられる環境となっています。
◆同府では 28人の 70歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバ
イザーが活動し、高齢者雇用にかかわる取組みを支援しています。
2025 年度の事業所訪問数は約 1800 社、制度改善提案数は約
660件です。
◆相談・助言を実施しています。お気軽にお問い合わせください。

●大阪支部高齢・障害者業務課
住所：大阪府摂津市三島1-2-1　関西職業能力開発促進センター内
電話：06-7664-0782

アドバイザー・プランナー歴 :12年

杉原 彰 プランナー
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
ち
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
、
訪
問
事
業
所
の
高
齢

者
雇
用
に
お
け
る
課
題
の
洗
い
出
し
か
ら
制
度
設
計
ま

で
、
て
い
ね
い
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
参
考
資
料
と
し
て

本
誌
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
『
70
歳
雇
用
推
進
事
例
集
』

な
ど
か
ら
訪
問
先
の
状
況
に
合
っ
た
事
例
を
紹
介
し
説
明

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
杉
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
「
株
式
会
社
斉
藤

鐵
工
所
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

１
０
０
年
企
業
を
目
ざ
す
も
の
づ
く
り
企
業

株
式
会
社
斉
藤
鐵
工
所
は
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年

に
創
業
し
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
に
創
業
78
年
を
迎

え
ま
し
た
。
河
川
や
港
湾
の
安
全
を
守
る
た
め
の
治
水
事

業
を
主
軸
に
、
津
波
・
増
水
な
ど
の
災
害
対
策
に
欠
か
せ

な
い
防
災
用
ゲ
ー
ト
（
水
門
）、
お
よ
び
水
処
理
装
置
の

設
計
、
販
売
、
製
造
、
据
付
け
を
に
な
い
、
地
域
の
安
心・

安
全
を
支
え
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
に
「
よ
い
製
品
の
提
供
を
通
じ
た
社
会
貢

献
」、「
新
し
い
価
値
の
創
造
へ
の
挑
戦
」、「
働
く
人
々
の

よ
り
豊
か
な
生
活
向
上
」
を
掲
げ
て
お
り
、
齋さ

い

藤と
う

維た
も
つ

代
表

取
締
役
社
長
は
「
当
社
は
熟
練
技
術
者
に
よ
る
ミ
リ
単
位

の
ゆ
が
み
取
り
と
い
っ
た
、
独
自
の
職
人
技
を
強
み
と
し

て
い
ま
す
。
長
年
つ
ち
か
っ
た
技
術
を
活
か
し
、
産
業
機

械
部
品
の
保
管
整
備
や
工
作
機
械
部
品
の
製
造
な
ど
、
多

角
的
に
も
の
づ
く
り
を
行
い
、
近
年
は
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り

進
め
る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
部
品
整
備
な
ど
民
間
事
業
へ

も
販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。
同
社
が
長

年
の
事
業
の
な
か
で
つ
ち
か
っ
た
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
、「
大
阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
２
０
２
４
」

に
て
優
良
企
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

経
営
方
針
に
つ
い
て
は
「
設
備
投
資
も
福
利
厚
生
も
、

す
べ
て
に
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
っ
か
り
利

益
を
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
社
員
に
還
元
し
て 齋藤維代表取締役社長
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「
熱
中
症
対
策
に
フ
ァ
ン
つ
き
作
業
着
を
配
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
鉄
を
削
る
粉
を
吸
い
込
ん
で
服
が
ド
ロ

ド
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
、な
か
な
か
着
て
も
ら
え
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
も
ふ
ま
え
、
大
型
空
調
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

室
温
が
３
～
５
度
下
が
る
だ
け
で
も
効
率
は
変
わ
り
ま
す

し
、少
し
で
も
快
適
に
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、社

員
の
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
」（
齋
藤

社
長
）

ま
た
、
安
全
管
理
の
取
組
み
に
も
注
力
し
て
お
り
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
操
縦
や
玉
掛
け
作
業
は
、
免
許
取
得

以
降
は
学
び
直
す
機
会
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

安
全
管
理
の
強
化
の
た
め
に
作
業
者
全
員
を
対
象
に
、
業

務
時
間
内
に
外
部
講
師
に
よ
る
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
高
齢
社
員
に
自
分
の
体
の
変
化
を
数
値
で

客
観
視
し
て
も
ら
い
、
安
全
に
働
い
て
も
ら
う
た
め
の
配

慮
と
し
て
、
体
力
テ
ス
ト
や
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
技
術
継
承
と
多
世
代
交
流
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
高
齢
社
員
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

地
図
に
残
る
仕
事
へ
の
誇
り
と
、
次
世
代
へ
の
想
い

設
計
課
の
林は

や
し

部べ

真ま
こ
と

さ
ん（
72
歳
）は
、
定
年
前
か
ら
設
計

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
週
４
日
の
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
で
働
い
て
お
り
、「
定
年
を
迎
え
た
際
、
正
直
に『
し

ん
ど
い
』と
伝
え
た
ら
、
先
代
社
長
が『
じ
ゃ
あ
週
４
日
に

た
。
そ
こ
で
、
60
歳
か
ら
65
歳
へ
の
定
年
延
長
、
希
望
者

全
員
70
歳
、
基
準
該
当
者
を
75
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
制

度
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
65
歳
定
年
制

を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
よ
い
と
思
っ
た
も
の
を
ス

ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
吸
収
し
て
実
行
す
る
土
壌
』
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
私
も
提
案
の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
、

そ
の
実
行
力
に
舌
を
巻
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
制
度
改
定
に
あ
わ
せ
、
再
雇
用
者
の
給
与
・
賞
与

を
一
律
の
固
定
額
と
す
る
慣
行
を
廃
止
し
ま
し
た
。
現
役

世
代
の
賞
与
が
増
え
れ
ば
再
雇
用
者
も
増
額
さ
れ
る
仕
組

み
を
導
入
し
、
年
3
回
の
賞
与
は
現
役
・
再
雇
用
に
か
か

わ
ら
ず
支
給
し
、
全
員
で
利
益
を
分
か
ち
合
う
姿
勢
を
鮮

明
に
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

現
場
特
有
の
事
情
を
ふ
ま
え
た
環
境
改
善

２
０
２
４
年
に
は
、
さ
ら
な
る
労
働
力
の
確
保
と
、
高

齢
化
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
管
理
の
両
立
に
重
点
を
置
き
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
行
。
定
年
後
の
再
雇
用
を
70
歳
に
延

長
す
る
と
と
も
に
、
70
歳
到
達
以
降
も
運
用
に
よ
り
継
続

勤
務
可
能
な
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
場
の
製
造
現
場
は
非
常
に
過
酷
で
、
40
度
を

超
え
る
暑
さ
の
な
か
、
職
人
た
ち
は
１
０
０
０
度
近
い
溶

接
の
熱
を
浴
び
、
さ
ら
に
保
護
具
や
長
袖
を
着
用
し
て
作

業
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
広
大
な
工
場
内
に
大
型
空
調

設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

い
け
ま
す
。
そ
う
し
て
社
員
の
生
活
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
す
な
ど
、
人
材
を
何
よ
り
も
大
切
に

し
て
い
る
齋
藤
社
長
。
２
０
２
１
年
か
ら
は
、
設
計
部
門

に
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
専
門
的
に
学
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
高
度
人

材
を
採
用
し
て
お
り
、
社
長
自
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
赴
き
、
実

習
生
の
家
庭
を
訪
問
す
る
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
の
信
頼
構

築
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

２
０
２
０
年
、
同
社
は
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

「
フ
ル
タ
イ
ム
は
体
力
的
に
は
厳
し
い
が
、ま
だ
働
き
た
い
」

と
い
う
意
欲
あ
る
高
齢
社
員
の
声
を
受
け
、
短
時
間
勤
務

や
隔
週
勤
務
を
正
式
に
導
入
し
、
再
雇
用
時
に
、フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
以
外
の
選
択
肢
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
２
３
年
９
月
、
杉
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
訪
問

を
き
っ
か
け
に
、
制
度
改
革
が
一
気
に
加
速
し
ま
す
。
杉

原
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
「
初
め
て
訪
問
し
た
際
、
高
齢
社
員
が

多
く
、
若
手
が
少
な
い
こ
と
に
齋
藤
社
長
は
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
将
来
の
健
全
な
労
働
力
層
を
構
築
す

る
た
め
、
若
手
の
中
途
採
用
に
注
力
し
な
が
ら
も
、
高
齢

社
員
や
技
能
実
習
生
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り

ま
し
た
。
他
方
で
高
齢
社
員
の
習
熟
し
た
技
術
を
高
く
評

価
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
や
技
術
の
継
承
な
ど
に
高

い
関
心
を
お
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
高
齢
社
員
活
用
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
善
の
提
案
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
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し
よ
う
』と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

林
部
さ
ん
は
若
手
社
員
に
と
っ
て
、
最
高
の
相
談
役
で

す
。
過
去
の
類
似
図
面
を
ヒ
ン
ト
と
し
て
示
し
、
若
手
が

自
ら
答
え
に
た
ど
り
着
く
の
を
穏
や
か
に
見
守
り
ま
す
。

「
私
自
身
も
、
若
手
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
い
ま
の
時
代
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
が
使
え
な
い
と
仕
事
が
進

み
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
こ
は
若
い
子
た
ち
に
『
こ
れ
ど
う
や

る
ん
や
？
』
と
よ
く
た
ず
ね
て
い
ま
す
」（
林
部
さ
ん
）

キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
も
っ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
仕
事

は
、
岸
和
田
港
水
門
の
設
計
で
す
。

「
2
年
も
か
か
っ
た
難
工
事
で
し
た
。
全
長
10
ｍ
と
い

う
巨
大
さ
で
、
陸
路
で
の
輸
送
が
で
き
ず
、
海
路
で
運
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
潮
の
流
れ
や
漁
協
と
の

調
整
に
奔
走
し
、
よ
う
や
く
設
置
が
完
了
し
た
と
き
の
達

成
感
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
で
も
時
折
、
妻
を
連
れ

て
そ
の
現
場
を
訪
れ
て
は
、
苦
楽
を
と
も
に
し
た
仕
事
仲

間
の
顔
を
思
い
出
し
ま
す
」（
林
部
さ
ん
）

こ
の
「
形
と
し
て
残
り
、
安
全
を
守
り
続
け
る
仕
事
」

へ
の
誇
り
が
、
72
歳
と
な
っ
た
い
ま
も
、
林
部
さ
ん
を
動

か
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
計
課
課
長
の
齊さ

い

藤と
う

英ひ
で

一か
ず

さ
ん
は
、「
水
門
の
構
造
な

ど
は
多
種
多
様
で
す
が
、
林
部
さ
ん
は
質
問
す
る
と
即
座

に
的
確
な
答
え
を
返
し
て
く
れ
ま
す
。
設
計
段
階
で
構
造

上
の
不
明
点
が
出
て
き
た
際
に
は
、
い
ま
で
も
林
部
さ
ん

に
相
談
し
、
教
え
を
請
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
林

部
さ
ん
は
冗
談
を
い
っ
た
り
、
周
囲
を
和
ま
せ
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
、
林
部
さ
ん
が
い
る
こ
と
で
職
場
が
ピ
リ
ピ

リ
せ
ず
、
働
き
や
す
い
環
境
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
昔
の

職
人
気
質
な
気
む
ず
か
し
さ
が
一
切
な
く
、
だ
れ
に
対
し

て
も
や
さ
し
く
接
し
や
す
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る

た
め
、
若
い
社
員
で
も
物
怖
じ
せ
ず
に
聞
き
に
行
け
る
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
評
し
て
い
ま
し
た
。

属
性
を
問
わ
ず
一
致
団
結
で
き
る
企
業
へ

同
社
は
杉
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
提
案
と
提
供
さ
れ
た

資
料
を
活
用
し
、
令
和
7
年
度
高
年
齢
者
活
躍
企
業
コ
ン

テ
ス
ト
で
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
理
事
長
表
彰
特
別
賞
を
受
賞
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

と
な
り
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
放
送
で
は

67
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
活
き
活
き
働
く
姿
が
映
し
出
さ

れ
、
水
門
を
つ
く
る
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
伝
わ
る
と

と
も
に
、
近
隣
住
民
か
ら
も
「
テ
レ
ビ
を
見
ま
し
た
」
と

声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
反
響
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

取
材
後
、杉
原
プ
ラ
ン
ナ
ー
は「
同
社
の
よ
う
な『
人
を

大
切
に
す
る
熱
意
』
が
す
ば
ら
し
い
企
業
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
、新
し
く
で
き
る
制
度
や
活
用
で
き
る
補
助

金
の
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
し
、制
度
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

齋
藤
社
長
は
「
男
性
で
も
女
性
で
も
、
日
本
人
で
も
外

国
人
で
も
、
若
く
て
も
高
齢
で
も
、
よ
い
製
品
の
価
値
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
人
材
の
属
性
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

全
員
が
一
致
団
結
し
て
も
の
づ
く
り
に
邁ま

い

進し
ん

で
き
る
会
社

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

“
１
０
０
年
企
業
”
を
目
ざ
し
、
今
後
も
高
齢
者
雇
用

を
含
む
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

�

（
取
材
・
西
村
玲
）

設計図の確認をする
設計課の林部真さん

林部さんとともに働く
設計課課長の齊藤英一さん
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時
代
を
先
駆
け
る
現
場
で
鍛
え
ら
れ
て

私
は
三み

重え

県け
ん

一い
ち

志し

郡ぐ
ん

嬉う
れ
し

野の

町ち
ょ
う

で
産
声
を
上
げ
ま
し

た
。
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
、
現
在
は
松ま

つ

阪さ
か

市
と

な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
高
校
か
ら
大
阪
大
学
に
進

学
、
大
学
時
代
は
下
宿
生
活
を
謳
歌
し
ま
し
た
。
大

学
卒
業
後
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
仕
事
が
し
た
く

て
、
放
送
業
界
や
新
聞
業
界
を
目
ざ
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
職
種
は
当
時
か
ら
人
気
の
高
い
職

種
で
、
就
職
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
職
留
年
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
矢
先
、
大
学
の

学
生
課
が
富
士
通
株
式
会
社
の
二
次
募
集
を
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
と
て
も
伸
び
盛
り
の
会
社
」
だ

と
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
応
募
、
幸
い
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
退
職
す
る
ま
で
、
こ
の
会
社
と
と
も

に
歩
み
続
け
ま
し
た
。

入
社
し
て
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
研
修
を
受
け

て
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
営
業
の
部
署
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
時
代
の
波
を
受
け
て
富
士

通
が
ク
ラ
ウ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
本
部
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
初
代
本
部
長
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ

ド
は
Ｉ
Ｔ
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
引
き
下
げ
ま

し
た
の
で
、
Ｉ
Ｔ
活
用
が
従
来
進
ん
で
い
な
か
っ
た

分
野
に
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は

農
業
や
動
物
病
院
、
訪
問
介
護
な
ど
の
分
野
を
担
当

し
た
の
で
す
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
楽
し
い
日
々
で

し
た
。

阪
井
さ
ん
は
そ
の
後
、
経
営
戦
略
室
長
な
ど
を
歴

任
し
て
同
社
の
執
行
役
員
を
務
め
る
。「
社
会
に
勢

い
が
あ
り
、
同
年
代
が
切
磋
琢
磨
し
て
互
い
に
成
長

で
き
た
よ
い
時
代
で
し
た
。
つ
ね
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
先
頭
打
者
を
任
さ
れ
て
幸
せ
で
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
る
。

仲
間
た
ち
と
の
新
た
な
旅
立
ち

富
士
通
は
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
私
も
富
士
通
時
代
の
最
後
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ

五
輪
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
私
の
部
署
も
手
持

ち
無
沙
汰
に
な
り
、
こ
れ
が
退
職
を
決
意
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
会
社
に
は
感
謝
の
念
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た

し
、
海
外
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
勉
強
さ
せ
て
も

ら
い
視
野
も
広
が
り
、
太
い
人
脈
も
で
き
ま
し
た
。

長
年
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
を
力
に
、
新
し
く
舵
を

切
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
７
月
に
退
職
、
８
月
に
株

式
会
社
ナ
レ
ッ
ジ
ピ
ー
ス
を
設
立
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
人

材
が
慢
性
的
に
不
足
す
る
社
会
状
況
の
な
か
で
、
豊

富
な
経
験
を
持
つ
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
の
場
が
な
い

こ
と
を
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
感
じ
た
こ
と
が
会
社
創

業
の
出
発
点
で
す
。
私
自
身
に
、
ま
だ
働
き
続
け
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
も
引
き
金
と
な
り
ま

し
た
。

株式会社ナレッジピース

代表取締役

阪
さ か

井
い

 洋
ひ ろ

之
ゆ き

さん

　阪井洋之さん（66歳）は、IT関連企業でマーケティング戦略を中心に
営業や事業開発分野の第一線を歩いてきた。退職後、IT人材の不足とい
う社会的課題を見すえ、シニアの知見を IT業界に活かすため、会社を立
ち上げた。つねに挑戦し続ける阪井さんが、生涯現役社会の未来を語る。
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高齢者に聞く

エルダー43

阪
井
さ
ん
は
、
２
０
２
６
年
１
月
、
創
業
６
年
目

に
し
て
、
東
京
都
が
主
催
す
る
「
地
域
に
貢
献
！
東

京
シ
ニ
ア
創
業
者
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は

シ
ニ
ア
創
業
の
気
運
を
高
め
る
た
め
優
れ
た
成
果
を

収
め
た
シ
ニ
ア
創
業
者
に
贈
ら
れ
る
。「
賞
を
励
み

に
し
ま
す
」
と
の
言
葉
に
力
が
こ
も
っ
た
。

シ
ニ
ア
の
経
験
が
活
き
る
Ｉ
Ｔ
の
世
界

Ｉ
Ｔ
業
界
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
で
、
シ
ニ
ア
に

も
人
材
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
強
調
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
よ
う
な

仕
事
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、
あ

る
い
は
再
構
築
す
る
と
き
に
は
過
去
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
経
験
が
活
き
て
く
る
の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
く
う
え
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
、
Ｉ
Ｔ
業
界
の
シ
ニ
ア
人
材
を
、
Ｉ
Ｔ
や

デ
ジ
タ
ル
部
門
で
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
と
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動

を
行
っ
て
も
ら
う
会
員
の
募
集
で
し
た
。
当
社
の
創

業
メ
ン
バ
ー
７
人
が
手
分
け
し
て
有
望
な
人
材
に
声

を
か
け
、
創
業
時
に
は
40
人
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
ナ
レ
ッ
ジ
ピ
ー
ス
の
理
念
を
伝
え
ま
し
た
。「
家

に
い
る
だ
け
で
は
、
ご
家
族
に
疎う

と

ま
れ
る
だ
け
で
す

よ
。
あ
な
た
の
経
験
を
活
か
し
て
一
緒
に
楽
し
く
働

き
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
月
５
０
０
０
円
、
年
間
６

万
円
の
会
費
を
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。「
そ
れ
だ
け

の
会
費
を
取
っ
て
よ
く
人
が
集
ま
り
ま
す
ね
」
と
い

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
シ
ニ
ア
が
活
躍
す
る
こ
と

の
価
値
を
感
じ
て
く
れ
た
人
と
一
緒
に
働
き
た
い
と

い
う
阪
井
さ
ん
の
信
念
は
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
。

「
生
涯
現
役
」
と
い
う
希
望

創
業
し
て
６
年
、
40
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
会
員
は

１
７
０
人
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
会
員
の
う
ち
半
数
は

富
士
通
の
出
身
者
で
す
が
、
40
社
以
上
の
上
場
企
業

Ｏ
Ｂ
が
在
籍
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
営
業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
の
メ
ン
バ
ー
が
集
結
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
自
宅
を
離
れ
て
集
え
る
拠
点
づ
く
り
に
も

注
力
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
当
社
の「
日
本
橋
サ
ロ
ン
」

で
す
。
心
地
よ
い
環
境
に
配
慮
し
て
オ
フ
ィ
ス
の
内

装
は
で
き
る
か
ぎ
り
手
づ
く
り
し
ま
し
た
。
昼
間
は

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
で
す
が
17
時
以
降
は
サ
ロ
ン
に
か

わ
り
、お
酒
も
飲
め
ま
す
。
会
員
の
居
場
所
で
あ
り
、

社
会
と
の
接
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
会
員
の
平
均
年
齢
は
63
・
８
歳
で
す
が
、
賛

助
会
員
の
企
業
は
80
社
あ
り
、
そ
こ
に
は
若
い
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
社
長
や
女
性
経
営
者
も
い
て
交
流
を

通
じ
て
新
し
い
人
脈
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
お
も
に
次
の
二
つ
の
側
面
の
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
経
験
の
豊
富
な
シ
ニ

ア
人
材
を
集
め
て
、
相
互
交
流
や
研
鑽
の
場
と
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
運
営
し
、
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
す
る
人
材
を
増
や
す
こ
と
。
も
う
一

つ
は
、一
般
企
業
か
ら
の
案
件
や
仕
事
を
獲
得
し
、
最

適
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
す
。

売
上
げ
の
大
半
は
顧
客
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
員
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
、
お
か
げ

さ
ま
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
３
０
０
社
を
超
え
ま
し
た
。

創
業
当
初
は
顧
客
拡
大
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
会

員
の
人
脈
を
活
か
し
、
企
業
訪
問
や
オ
フ
ィ
ス
兼
サ
ロ

ン
で
の
懇
親
を
通
じ
て
て
い
ね
い
に
対
話
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
己
研
鑽
の
努
力
を
続

け
て
い
く
た
め
に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
頻
繁
に
開

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
も
に
働
く
仲
間
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
に
、
俳
句
の
会
や

日
本
橋
歴
史
研
究
会
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研
究
会
な
ど

の
「
部
活
動
」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

く
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
技
術
が
あ

り
な
が
ら
活
躍
の
場
が
な
い
シ
ニ
ア
が
い
る
こ
と
は

と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
シ
ニ
ア
の
経
験

や
知
見
を
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
が
、
豊
か
な
Ｉ
Ｔ

社
会
を
構
築
す
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

60
歳
で
ナ
レ
ッ
ジ
ピ
ー
ス
を
創
業
し
、
現
役
時
代
よ

り
社
会
と
の
接
点
が
広
が
り
ま
し
た
。
平
日
に
旅
行

や
ゴ
ル
フ
に
行
く
な
ど
、
シ
ニ
ア
に
合
っ
た
働
き
方
も

追
求
し
て
い
ま
す
。
創
業
以
来
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
み
で
す
。



て
い
る
も
の
の
、
現
に
雇
用
す
る
労
働
者
が
希
望
す

る
か
ぎ
り
は
、
解
雇
事
由
ま
た
は
雇
用
の
終
了
事
由

に
該
当
し
、
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由
お
よ
び
社

会
通
念
上
の
相
当
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
な
け
れ

ば
、
継
続
雇
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
継
続
雇
用
制
度
と
は
、「
現
に
雇
用

す
る
労
働
者
」
を
「
定
年
後
」
も
引
き
続
い
て
雇
用

す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
定
年
時
点
に
お
い
て

雇
用
し
て
い
な
い
高
年
齢
者
は
、
継
続
雇
用
制
度
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
60
歳
定
年
制
を

採
用
し
て
い
る
企
業
に
、
61
歳
で
入
社
し
た
よ
う
な

場
合
に
は
、
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
は
、
継
続
雇
用

の
対
象
者
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
契
約
法
第
18

条
が
定
め
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
（
複
数
回
の
更
新
と

5
年
以
上
の
継
続
雇
用
が
行
わ
れ
た
際
に
、
契
約
期

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者

1高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
、
定
年
年
齢
に
つ
い

て
60
歳
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
定
め

（
同
法
第
８
条
）、
定
年
の
規
定
を
設
け
て
い
る
場
合

に
は
、
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
65
歳
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
①
定
年

年
齢
の
引
上
げ
、
②
継
続
雇
用
制
度
（
現
に
雇
用
す

る
労
働
者
が
希
望
す
る
と
き
は
定
年
後
も
引
き
続
い

て
雇
用
す
る
制
度
）
の
い
ず
れ
か
を
採
用
す
る
か
、

③
定
年
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
同
法
第
９
条
）。

こ
れ
ら
の
う
ち
多
く
の
企
業
が
採
用
し
て
い
る
の

は
、
②
継
続
雇
用
制
度
で
す
。
継
続
雇
用
に
お
い
て

は
、
使
用
者
が
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
で
、
定
年
前

と
異
な
る
労
働
条
件
を
提
示
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
す
る
必
要
は
な
く
、
応
じ
る
か
否
か
は
使
用
者
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
ま
す
。

A
役
員
経
験
者
も
継
続
雇
用
の
対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か

労
働
者
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
者
が
、
定
年
を
迎
え
る
前
に
役
員
と
な
り
、
雇
用
契
約
の
対

象
外
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
の
地
位
に
つ
い
て
65
歳
に
至
る
前
に
終
了
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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間
の
無
期
転
換
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
得

る
制
度
）
の
対
象
除
外
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
点

に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
現
に
雇
用
す
る
労
働
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
業
務
を
依
頼
し
て
い
る
根
拠
が

労
働
契
約
で
は
な
い
場
合
に
も
、
適
用
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ

れ
ま
す
が
、
近
年
で
は
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し

て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
や
従
業
員
の
地
位
か
ら

役
員
に
就
任
し
た
と
き
に
雇
用
契
約
が
終
了
し
て
い

る
か
否
か
明
確
で
は
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
に
お
い
て
、

問
題
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
例
の
紹
介

2高
年
齢
者
の
雇
用
継
続
に
関
連
し
て
、
労
働
者
で

あ
っ
た
者
が
、
執
行
役
員
に
就
任
し
た
の
ち
に
、
60

歳
を
超
え
て
執
行
役
員
の
任
期
を
終
え
た
と
き
に
、

継
続
雇
用
制
度
の
適
用
が
あ
る
か
問
題
と
な
っ
た
事

案
が
あ
り
ま
す
（
東
京
地
裁
令
和
７
年
３
月
７
日
判

決
）。原

告
と
な
っ
た
の
は
、
58
歳
の
と
き
に
執
行
役
員

に
就
任
し
て
、
退
任
す
る
に
至
っ
た
後
、
62
歳
当
時

に
顧
問
契
約
と
い
う
名
称
に
て
雇
用
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
と
な
っ
た
者
で
す
。
な
お
、
正
社
員
の
定
年

は
60
歳
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
継
続
雇
用
制
度
も
導

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
告
は
、
63
歳
に
至
っ
た
段
階

で
雇
用
契
約
を
終
了
す
る
と
告
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ
く
継
続
雇
用
制

度
の
適
用
お
よ
び
雇
止
め
の
効
力
（
労
働
契
約
法
第

19
条
2
号
に
よ
り
権
利
濫
用
と
し
て
無
効
と
な
ら
な

い
か
）
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
適
用
対
象
に
な
る
と
す

れ
ば
、
63
歳
の
段
階
で
雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
た

め
に
は
、
解
雇
事
由
ま
た
は
雇
用
契
約
の
終
了
事
由

に
該
当
し
、
か
つ
、
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由
お

よ
び
社
会
通
念
上
の
相
当
性
が
な
け
れ
ば
、
雇
用
契

約
の
終
了
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

原
告
は
、
執
行
役
員
は
雇
用
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
実
態
は
従
業
員
的
な
役
割
も
兼
ね
て

い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
継
続
雇
用
制
度
の
適
用

を
主
張
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
執
行
役
員
は
雇
用
契

約
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、

「
本
件
継
続
雇
用
規
定
は
、
定
年
退
職
し
た
従
業
員

を
対
象
と
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、

…
従
業
員
と
し
て
被
告
を
定
年
退
職
し
て
い
な
い
原

告
に
本
件
継
続
雇
用
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
判

断
し
、
原
告
の
主
張
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
雇
止
め
の
効
力
に
関
し
て
も
、「
被
告
に

お
け
る
顧
問
は
、
役
員
退
任
者
を
満
63
歳
の
誕
生
日

ま
で
一
時
的
に
雇
用
す
る
も
の
で
あ
り
…
、
そ
の
雇

用
は
臨
時
的
な
も
の
…
顧
問
契
約
は
１
回
も
更
新
さ

れ
て
お
ら
ず
、
…
他
の
役
員
退
任
者
に
つ
い
て
も
、

少
な
く
と
も
直
近
10
年
間
に
お
い
て
、
顧
問
と
し
て

雇
用
さ
れ
た
後
、
63
歳
を
超
え
て
顧
問
契
約
が
更
新

さ
れ
た
例
は
一
例
も
な
か
っ
た
」
こ
と
な
ど
を
理
由

と
し
て
、
雇
用
継
続
の
期
待
を
否
定
し
た
う
え
で
、

使
用
者
が
「
顧
問
契
約
の
期
間
満
了
を
も
っ
て
役
員

退
任
者
を
退
職
さ
せ
る
方
針
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
、
原
告
と
の
面
談
に
お
い
て
も
そ
の
旨

を
繰
り
返
し
回
答
し
た
」こ
と
も
認
定
さ
れ
た
結
果
、

労
働
契
約
法
第
19
条
2
号
の
適
用
も
な
く
、
顧
問
契

約
の
終
了
は
有
効
な
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
雇
用
制
度
の
適
用
対
象
者
に
関
し
て
は
、
労

働
者
の
地
位
で
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が
適
用
の
前
提

条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
執
行
役
員
と
い

う
委
任
契
約
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
適

用
対
象
外
と
な
る
こ
と
は
正
確
に
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
件
裁
判
例
の
使
用
者
に
お
い
て
は
、
役
員
就
任

前
の
時
点
で
、
雇
用
契
約
で
は
な
く
な
る
こ
と
か
ら

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
や
63
歳

で
顧
問
を
退
任
し
て
退
職
と
な
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ

め
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
期
待
可
能
性
を
否
定

す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
に
よ
っ
て
は
、
取
締
役
や
執
行
役
員
就
任
時

に
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
就
業

規
則
上
明
確
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
雇
用
契
約
が
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
と
し
て
の
指
揮
命
令
下
に
置

き
続
け
た
り
、
報
酬
の
決
定
方
法
が
労
働
者
と
同
様

の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
本
件
裁
判
例
の
原
告
も
従
業
員
的
な
役
割

も
兼
ね
て
い
た
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
従
業
員
兼

務
役
員
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
継
続
雇
用
制
度

エルダー45

知っておきたい
労働法 A&Q



に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

役
員
就
任
者
の
処
遇
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
就
業

規
則
の
規
定
を
整
え
、
運
用
に
お
い
て
も
区
別
す
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

準
と
し
て
、１
９
８
５（
昭
和
60
）年
12
月
19
日
付
で
、

労
働
省
労
働
基
準
法
研
究
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
労

働
基
準
法
の
『
労
働
者
』
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、労
働
者
と
は
、

①
使
用
者
の
指
揮
監
督
下
に
お
い
て
労
務
の
提
供
を

す
る
者
で
あ
る
こ
と
、
②
労
務
に
対
す
る
対
償
を
払

わ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
充
足
す
る
者
で

あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
裁
判
例
も
こ
れ
に

沿
っ
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
①
の
指
揮
監
督
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
㋐

具
体
的
仕
事
の
依
頼
・
業
務
指
示
に
対
す
る
諾
否
の

自
由
の
有
無
、㋑
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
の
有
無
、

㋒
勤
務
場
所
・
勤
務
時
間
の
拘
束
性
の
有
無
に
よ
り

ま
ず
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
、
補
完
要
素
と
し
て
、
㋓
労
務
提
供
の
代
替
性
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
仕
事
の
依
頼
や
業
務
指
示
に
つ
い
て
、

諾
否
の
自
由
が
あ
る
な
ら
ば
、指
揮
監
督
が
な
い（
＝

労
働
者
で
は
な
い
）
と
判
断
さ
れ
る
事
情
の
一
つ
と

な
り
ま
す
し
、
諾
否
の
自
由
が
な
け
れ
ば
、
指
揮
監

督
下
に
あ
り
、
業
務
命
令
に
服
す
べ
き
労
働
者
で
あ

る
こ
と
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
前
記

㋐
）。
ま
た
、
注
文
者
と
し
て
行
う
べ
き
指
示
の
程

度
を
超
え
た
具
体
的
な
指
揮
監
督
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
、
労
働
者
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す

（
前
記
㋑
）。
さ
ら
に
、
勤
務
場
所
や
勤
務
時
間
が
拘

束
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
労
働
者
性
を
基
礎
づ
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
（
前
記
㋒
）。
加
え
て
、
本
人
に

代
わ
っ
て
ほ
か
の
者
が
労
務
提
供
を
す
る
こ
と
が
認

支
配
人
が
、
貴
社
の
指
揮
監
督
下
に
お
い
て
労
務
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
貴
社
が
当
該
労
務

に
対
す
る
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
労
働
者
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
近
年
の
裁
判
例
で
は
、
契
約
目
的
を
重
視
し
て
ホ
テ
ル
の
支
配
人
に
つ
い
て
労
働
者
性
を

否
定
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

A
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
ホ
テ
ル
支
配
人
に
、労
働
者
性
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か弊

社
は
ホ
テ
ル
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
営
ホ
テ
ル
を
除
い
た
各
ホ
テ
ル
の
運
営
お
よ
び

支
配
人
業
は
、
個
人
事
業
主
と
の
間
で
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、
支
配
人
と
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
あ
る
支
配
人
か
ら
自
身
は
労
働
者
で
あ
る
か
ら
、

残
業
代
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働
者
と
評
価
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Q 2労
働
者
性
を
論
じ
る
意
義

1実
務
上
、
労
働
者
か
否
か
が
争
い
に
な
る
事
案
は

多
く
あ
り
ま
す
。
労
働
者
で
あ
れ
ば
、
労
働
契
約
法

や
労
働
基
準
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、

残
業
代
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
解
雇

規
制
に
よ
り
安
定
し
た
労
働
契
約
上
の
地
位
が
期
待

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い

場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
法
令
の
適
用
は
な
い
た
め
、

残
業
代
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
契
約

解
消
も
比
較
的
容
易
に
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
労
働
者
か
否
か
に
よ
っ
て
保
護
の
度
合

い
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
実
務
上
も
重
要
な
論
点

と
な
る
の
で
す
。

労
働
者
と
は

2で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
労
働
者
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
点
、
実
務
上
重
視
さ
れ
て
い
る
基
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め
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
労
働
者
性
を
基
礎

づ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
前
記
㋓
）。

ホ
テ
ル
支
配
人
の
労
働
者
性

3ホ
テ
ル
の
支
配
人
の
労
働
者
性
が
争
わ
れ
た
裁
判

例
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
事
件
（
東
京
地
裁
令

和
７
年
７
月
10
日
判
決
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
裁
判

例
は
、
使
用
者
の
指
揮
監
督
下
に
お
い
て
労
務
の
提

供
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
報
酬
の
労
務
対
償

性
も
な
い
と
し
て
、
支
配
人
の
労
働
者
性
を
否
定
し

ま
し
た
。

裁
判
所
は
、
次
の
通
り
判
示
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
ま
ず
、
諾
否
の
自
由
に
つ
い
て
、
本
件
で
は
、

業
務
要
領
に
お
い
て
各
業
務
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ

て
お
り
、
使
用
人
が
個
別
の
業
務
依
頼
を
拒
否
す
る

こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
こ
れ

は
、
本
件
委
託
契
約
に
基
づ
く
受
託
業
務
を
履
行
す

る
義
務
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
直

ち
に
原
告
ら
と
被
告
と
の
間
に
指
揮
監
督
関
係
が
あ

る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

判
示
し
ま
し
た
。

指
揮
監
督
の
有
無
に
つ
い
て
、
本
件
で
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
業
務
指
示
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

「
本
件
委
託
契
約
は
、
被
告
の
ホ
テ
ル
経
営
・
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
サ
ポ
ー
ト
に
基
づ
き
被
告
の
設
定

す
る
質
と
水
準
で
本
件
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
高
い
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
の

で
あ
る
か
ら
、「
被
告
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し

そ
の
遵
守
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
…
…
契
約
の
目
的

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の
労
働
力
に
対
す

る
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
と
は
異
な
る
」
と
判
示

し
ま
し
た
。
被
告
社
員
に
よ
る
管
理
・
指
導
に
つ
い

て
も
同
様
に
判
断
し
て
い
ま
す
。

時
間
的
・
場
所
的
拘
束
性
に
つ
い
て
は
、
本
件
で

は
ホ
テ
ル
は
３
６
５
日
営
業
で
支
配
人
は
ホ
テ
ル
所

在
地
に
住
民
票
を
異
動
し
て
ホ
テ
ル
に
居
住
し
な
が

ら
ホ
テ
ル
運
営
を
行
う
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

一
定
の
場
所
的
・
時
間
的
拘
束
が
肯
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
こ
れ
ら
は
、
…
…
業
務
遂
行
を
指

揮
監
督
す
る
必
要
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
件
委

託
契
約
の
内
容
又
は
ホ
テ
ル
の
運
営
業
務
と
い
う
業

務
の
性
質
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
指

揮
監
督
関
係
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
判
示

し
ま
し
た
。

労
務
提
供
の
代
替
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
本
件
で

は
第
三
者
へ
の
再
委
託
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
担
当
業
務
が
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事

情
が
あ
り
ま
し
た
が
、
再
委
託
禁
止
は
「
運
営
業
務

が
被
告
の
ホ
テ
ル
経
営
・
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ

き
被
告
の
設
定
す
る
質
及
び
水
準
で
行
わ
れ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
被
告
に
よ
る
審
査
と
研
修
を
経
た

も
の
に
の
み
本
件
ホ
テ
ル
の
運
営
業
務
を
行
わ
れ
る

趣
旨
」
で
あ
り
、「
必
要
が
あ
れ
ば
代
行
要
員
に
委

託
業
務
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
」
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
労
務
提
供
の
代
替
性
も
否
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

報
酬
に
つ
い
て
も
、
支
配
人
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
の

う
ち
、一
部
は
、
店
舗
の
利
益
状
況
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
た
り
、
自
社
サ
イ
ト
に
よ
る
宿
泊
売
上
げ
な
ど
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
に

照
ら
す
と
、「
い
ず
れ
も
一
定
時
間
の
労
働
の
対
価
と

し
て
支
払
わ
れ
る
も
の
と
は
認
め
が
た
く
、
報
酬
の
労

務
対
償
性
を
認
め
る
の
は
困
難
」
と
判
示
し
ま
し
た
。

以
上
に
よ
り
、
指
揮
監
督
下
の
労
務
提
供
お
よ
び

報
酬
の
労
務
対
償
性
の
両
者
と
も
否
定
さ
れ
、
原
告

ら
は
労
働
者
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
り
返
り

4本
判
決
は
、「
被
告
の
ホ
テ
ル
経
営
・
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
及
び
サ
ポ
ー
ト
に
基
づ
き
被
告
の
設
定
す
る

質
と
水
準
で
本
件
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り

高
い
収
益
を
上
げ
る
」と
い
う
契
約
目
的
を
重
視
し
、

被
告
に
よ
る
管
理
は
ホ
テ
ル
の
質
・
水
準
維
持
の
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
指
揮
監
督
下
の
労
務
提
供
を
基

礎
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
労
働
者
性
を
否
定

し
て
い
ま
す
。

本
判
決
の
示
し
た
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、
会

社
側
の
サ
ポ
ー
ト
が
想
定
さ
れ
、
被
告
が
設
定
す
る

質
・
水
準
で
の
運
営
を
想
定
す
る
事
業
形
態
の
場
合

に
は
、
会
社
の
縛
り
が
か
な
り
強
く
て
も
、
そ
れ
は

契
約
目
的
に
よ
り
当
然
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
切

り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
労
働
者
性
が
肯
定
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
本
件
は
、
控
訴
が
な
さ
れ
て
お
り
、
控
訴

審
の
判
断
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
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第1回 ESG経営と人的資本

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
は
何
か

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
は
何
か

1近
年
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
と
は
「Environ‑

m
ental

（
環
境
）」、「Social

（
社
会
）」、「G

overna
nce

（
企
業
統
治
）」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
、

こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
経
営
の
考
え
方
を
さ
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
重
要
な
の
が
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続

可
能
性
）」
と
い
う
視
点
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
、
環
境
や
社
会
に
過
度
な
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
企
業
や
社
会
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
け
る
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
企
業
経
営
の
な
か
で
具
体
化
し

て
い
く
た
め
の
実
践
的
な
枠
組
み
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。「

Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
は
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
当
時
の

国
際
連
合
（
以
下
、「
国
連
」）
の
事
務
総
長
で
あ
っ
た

コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
氏
が
提
唱
し
た
持
続
可
能
な
経
済

成
長
を
目
ざ
す
た
め
の
枠
組
み
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
」
の
影
響
を
受
け
、
世
界
の
主
要
金
融
機
関
が

共
同
で
作
成
し
た
『W

ho Cares W
ins

』※
と
い
う
報

告
書
に
初
め
て
登
場
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
報
告
書
で

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
三
つ
の
視
点
に
配
慮
し
た
投
融
資
の
重

要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
金
融
機
関

や
機
関
投
資
家
が
合
意
し
た
結
果
、
そ
の
考
え
方
が
産

業
政
策
を
に
な
う
行
政
や
投
融
資
を
受
け
る
企
業
に
も

広
が
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
お
い
て
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
Ｅ

（
環
境
）
の
側
面
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
成
長
に

と
も
な
い
、
地
球
環
境
へ
の
負
荷
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
お
り
、「
気
候
変
動
」、「
生
物
多
様
性
の
損
失
」

な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
業
界
ル
ー
ル
な
ど
が
定
め
ら
れ
る
と

同
時
に
、
各
企
業
に
お
い
て
も
自
主
的
な
努
力
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
も
２
０
２

０
（
令
和
２
）
年
に
「
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
ざ
す
」
と
宣
言
し
て
お
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
廃
棄
物
の
削
減
な
ど
す
で

に
不
可
逆
的
な
変
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｅ
の
側
面
に
続
い
て
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
の
は

Ｇ
（
企
業
統
治
）
の
側
面
で
す
。
国
際
的
な
投
資
活
動

が
活
発
に
な
り
、世
界
共
通
の
適
正
な
仕
組
み
の
も
と
、

法
令
・
規
範
遵
守
や
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

ル
ー
ル
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
上
場
企
業
に
は

「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
徐
々
に
非
上
場
企
業
に
対
し
て

も
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
要
請
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
的
資
本
と
も
っ
と
も
深
く
か
か
わ
る
の

が
、
Ｓ
（
社
会
）
の
側
面
で
す
。
従
業
員
の
人
権
、
多

様
性
、
健
康
と
安
全
、
能
力
開
発
、
働
き
が
い
と
い
っ

た
テ
ー
マ
は
、
い
ず
れ
も
企
業
の
持
続
的
成
長
を
支
え

る
基
盤
で
す
。
以
下
で
は
、
こ
の
社
会
的
側
面
と
人
的

資
本
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
社
会
的
側
面
と

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
社
会
的
側
面
と

人
的
資
本

人
的
資
本

2企
業
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
は
、
従
※　�World Bank『Who Cares Wins』
　　https://documents1.worldbank.org/curated/en/280911488968799581/pdf/113237-WP-WhoCaresWins-2004.pdf



※ FTSE Russell の ESG スコアモデルを参考に筆者作成

図表　ESG経営における人的資本投資の考え方

Environmental
（環境）

Governance
（企業統治）

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
三
つ
の
側
面

Social
（社会）

社会サプライチェーン

健康と安全

労働基準

人権と地域社会

モチベーション向上
心身問題発生防止

離職防止・長期活躍

前向きな
投資として
取り組むことで
効果が期待できる

人材の採用力向上

行政、投資家・金融機関も取組みを実施

顧客に対する責任

をを高める高める
活用戦略活用戦略

サステナビリティサステナビリティ
シ ニ ア 人 材
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Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
は
何
か

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
は
何
か

1近
年
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
と
は
「Environ‑

m
ental

（
環
境
）」、「Social

（
社
会
）」、「G

overna
nce

（
企
業
統
治
）」
の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
、

こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
経
営
の
考
え
方
を
さ
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
重
要
な
の
が
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続

可
能
性
）」
と
い
う
視
点
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
、
環
境
や
社
会
に
過
度
な
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
企
業
や
社
会
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
け
る
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
企
業
経
営
の
な
か
で
具
体
化
し

て
い
く
た
め
の
実
践
的
な
枠
組
み
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。「

Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
は
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
当
時
の

国
際
連
合
（
以
下
、「
国
連
」）
の
事
務
総
長
で
あ
っ
た

コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
氏
が
提
唱
し
た
持
続
可
能
な
経
済

成
長
を
目
ざ
す
た
め
の
枠
組
み
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

パ
ク
ト
」
の
影
響
を
受
け
、
世
界
の
主
要
金
融
機
関
が

共
同
で
作
成
し
た
『W

ho Cares W
ins

』※
と
い
う
報

告
書
に
初
め
て
登
場
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
報
告
書
で

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
三
つ
の
視
点
に
配
慮
し
た
投
融
資
の
重

要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
金
融
機
関

や
機
関
投
資
家
が
合
意
し
た
結
果
、
そ
の
考
え
方
が
産

業
政
策
を
に
な
う
行
政
や
投
融
資
を
受
け
る
企
業
に
も

広
が
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
お
い
て
最
初
に
注
目
さ
れ
た
の
は
Ｅ

来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
活
動
は
適
法
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
し
か
し

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
お
け
る
社
会
的
側
面
は
、
そ
こ
か
ら
一

歩
踏
み
込
み
、
企
業
が
社
会
の
一
構
成
員
と
し
て
持
続

可
能
で
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
的
側
面
を
具
体
的
に
考

え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
評
価
の
指
標

で
す
。
例
え
ば
、
日
本
で
も
広
く
参
照
さ
れ
て
い
る

FTSE Russe‑ll

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ス
コ
ア
モ
デ
ル
で
は
、
社
会

的
側
面
に
関
す
る
評
価
項
目
と
し
て
、「
顧
客
に
対
す
る

責
任
」、「
人
権
と
地
域
社
会
」、「
労
働
基
準
」、「
健
康

と
安
全
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
）。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
制

約
や
面
倒
な
ル
ー
ル
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、「
人
的
資
本
へ
の
投
資
」
と
し
て
前
向
き
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
概
念
の
広
が
り
に
と
も

な
い
、
行
政
や
機
関
投
資
家
、
金
融
機
関
も
企
業
に
対

し
て
「
人
的
資
本
に
投
資
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
を
問

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
場
企
業
に
対
し
て
は
取

組
み
内
容
の
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
補
助
金

の
審
査
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
や
、
金
融
機
関
の

一
部
金
融
商
品
に
お
い
て
取
組
み
に
応
じ
た
優
遇
措
置

が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
人
的
資
本
投
資
に
真

摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
企
業
価
値
を
高
め
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
は
人
口
減
少
が
進
み
、
労
働
力
の
確
保
が
大

き
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
中
堅
・

中
小
企
業
で
は
、
人
手
不
足
が
事
業
継
続
や
成
長
の
制

約
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
を
重
視
す
る
姿

勢
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
優
秀
な
人
材
の
採
用
や
定

着
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員

の
意
欲
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
生
産
性
の
向

上
や
心
身
の
不
調
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低
下
の
防

止
も
期
待
で
き
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
お
け
る

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
お
け
る

シ
ニ
ア
人
材
活
用

シ
ニ
ア
人
材
活
用

3こ
こ
ま
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
な
か
で
人
的
資
本
へ
の
投
資
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
人
的
資
本

投
資
と
シ
ニ
ア
人
材
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
説
明
し
、

次
号
以
降
の
テ
ー
マ
へ
の
橋
渡
し
と
し
ま
す
。

シ
ニ
ア
人
材
は
長
年
の
業
務
経
験
を
通
じ
て
、
知
識

や
技
能
だ
け
で
な
く
、
判
断
力
や
対
人
対
応
力
、
ト
ラ

ブ
ル
時
の
落
ち
着
い
た
対
処
力
な
ど
、
多
面
的
な
力
を

つ
ち
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
知
は
、日
々

の
業
務
運
営
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
不
確
実
性
の
高

い
時
代
に
お
い
て
、
企
業
の
持
続
性
を
支
え
る
重
要
な

資
産
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
に
よ
る
若
手
人
材

の
育
成
は
、
単
な
る
「
知
識
の
継
承
」
だ
け
で
な
く
、

仕
事
に
対
す
る
態
度
や
同
僚
と
の
協
力
姿
勢
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
組
織
文
化
の
醸
成
に
も
つ
な
が
り
、
長
期
的

な
投
資
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
方
で
、
シ
ニ
ア
人
材
活
用
を
真
に
有
効
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
経
験
を
活
か
す
だ
け
で
は
足
り
ま
せ

ん
。
シ
ニ
ア
自
身
が
、
時
代
や
事
業
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
自
ら
の
知
識
や
ス
キ
ル
、
価
値
観
を
更
新
し
て

い
く
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
企
業
側
に
も
、
シ
ニ
ア

が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
健
康
面
へ

の
配
慮
や
柔
軟
な
働
き
方
の
整
備
、
役
割
の
再
設
計
と

い
っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
シ
ニ
ア
人
材
へ
の
投

資
は
、
単
な
る
高
齢
者
雇
用
対
策
と
し
て
で
は
な
く
、

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
人
的
資

本
戦
略
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

次
号
以
降
で
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
シ
ニ
ア
人
材

活
用
の
意
義
や
具
体
的
な
進
め
方
、
留
意
点
な
ど
に
つ

い
て
順
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
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第69回

今
回
は
、「
労
働
委
員
会
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

労
使
紛
争
の
解
決
を
図
る
機
関

労
働
委
員
会
の
定
義
に
つ
い
て
は
、「
労
働
委
員
会
は

労
使
間（
労
働
者・使
用
者
間
）の
ト
ラ
ブ
ル（
労
使
紛
争
）

を
解
決
す
る
た
め
に
、法
律
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
行
政

機
関
で
、ト
ラ
ブ
ル
の
自
主
的
な
解
決
が
困
難
な
場
合
に
、

中
立
・
公
正
な
立
場
で
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
す
る
※１
」

と
『
労
働
委
員
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
全
国
労
働
委
員
会

連
絡
協
議
会
）
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
法

第
19
条
に
基
づ
く
機
関
で
あ
り
、国
の
機
関
で
あ
る
中
央

労
働
委
員
会（
中
労
委
）と
、各
都
道
府
県
の
機
関
で
あ

る
都
道
府
県
労
働
委
員
会
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
労

使
紛
争
の
内
容
が
一
つ
の
都
道
府
県
の
こ
と
で
あ
れ
ば

都
道
府
県
労
働
委
員
会
、二
つ
以
上
の
都
道
府
県
に
関

係
す
る
場
合
は
中
央
労
働
委
員
会
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
関
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
中
立
・
公
正
な

立
場
で
」
紛
争
の
解
決
を
図
る
と
い
う
点
で
す
。
労
使

間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
、
そ
れ
が
社
内
で
解
決
で

き
な
い
場
合
に
第
三
者
の
労
働
委
員
会
に
相
談
す
る
と

い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
解
決
で
き
な
い
と
い
う
時
点

で
、
労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
る
た

め
、
解
決
を
図
る
側
の
労
働
委
員
会
に
労
使
い
ず
れ
か

に
偏
っ
た
意
見
が
強
い
と
い
う
状
態
は
望
ま
し
く
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
解
決
を
図
る
立
場
の
労

働
委
員
会
の
委
員
は
、
労
働
者
の
代
表
と
し
て
労
働
組

合
か
ら
推
薦
さ
れ
た
労
働
者
委
員
、
使
用
者
の
代
表
と

し
て
使
用
者
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
使
用
者
委
員
、
中

立
的
な
第
三
者
の
立
場
と
し
て
学
識
経
験
者
や
法
曹
関

係
者
か
ら
な
る
公
益
委
員
で
構
成
さ
れ（
三
者
構
成
※２
）、

任
期
は
２
年
で
す
。
中
央
労
働
委
員
会
の
人
数
は
三
者

同
数
15
名
ず
つ
（
計
45
名
）
で
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り

任
命
さ
れ
ま
す
。
都
道
府
県
労
働
委
員
会
は
各
機
関
に

よ
り
人
数
が
異
な
り
（
東
京
都
は
そ
れ
ぞ
れ
13
名
、
愛

知
県
は
そ
れ
ぞ
れ
７
名
な
ど
）
都
道
府
県
知
事
に
よ
り

任
命
さ
れ
ま
す
。
公
平
性
を
期
す
た
め
に
、
委
員
の
経

歴
・
現
職
、
労
働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
・
公
益
委
員

の
い
ず
れ
で
あ
る
か
の
名
簿
が
厚
生
労
働
省
や
都
道
府

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

集
団
的
労
使
紛
争
と
個
別
的
労
使
紛
争

労
働
委
員
会
が
か
か
わ
る
労
使
紛
争
は
、
労
働
組
合

と
使
用
者
と
の
間
で
生
じ
る
集
団
的
労
使
紛
争
と
労
働

者
個
人
と
使
用
者
の
間
で
生
じ
る
個
別
的
労
使
紛
争
に

分
か
れ
ま
す
。
労
働
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、
労
働
組

合
法
お
よ
び
労
働
関
係
調
整
法
で
役
割
が
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
集
団
的
労
使
紛
争
で
す
。
労
働
委
員
会
の
お

も
な
役
割
を
整
理
す
る
と
、「
労
働
争
議
の
調
整
」、「
不

当
労
働
行
為
事
件
の
審
査
」、「
労
働
組
合
の
資
格
審
査
」

の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「労働委員会」

※１　『労働委員会ガイドブック』４ページの「労働委員会って何をするの？」の説明から筆者が一部改変。https://www.mhlw.go.jp/churoi/panfu/dl/pamph05.pdf
※２　三者構成については、国際的な労働問題の解決を図る ILO（国際労働機関）でも同様の構成になっている
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一
つ
め
の
「
労
働
争
議
の
調
整
」
に
つ
い
て
は
、
労

働
組
合
に
は
労
働
者
と
使
用
者
が
対
等
な
立
場
で
交
渉

で
き
る
よ
う
に
、
団
体
交
渉
権
が
労
働
三
権
※３
の
一
部

と
し
て
憲
法
第
28
条
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
問

題
に
つ
い
て
交
渉
し
た
際
に
、
労
使
の
意
見
が
平
行
線

を
た
ど
り
決
裂
す
る
な
ど
労
使
間
の
紛
争
が
発
生
し
自

主
解
決
が
困
難
と
な
っ
た
際
に
、
労
働
組
合
ま
た
は
使

用
者
が
労
働
委
員
会
に
調
整
の
申
請
を
行
い
ま
す
。
調

整
に
は
、法
的
な
強
制
力
の
低
い
順
に
、「
あ
っ
せ
ん
」、

「
調
停
」、「
仲
裁
」
が
あ
り
ま
す
。

・�

あ
っ
せ
ん
…
あ
っ
せ
ん
員
が
労
使
双
方
の
主
張
を
確

か
め
、
労
使
の
自
主
的
な
話
し
合
い
を
援
助
（
あ
っ

せ
ん
案
の
提
示
な
ど
）
す
る
。
あ
っ
せ
ん
案
の
受
諾

は
任
意
。
簡
単
で
迅
速
な
手
続
き
の
た
め
も
っ
と
も

よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

・�

調
停
…
三
者
構
成
の
調
停
委
員
会
が
労
使
双
方
の
主

張
を
聞
い
て
作
成
し
た
調
停
案
を
提
示
す
る
。
調
停

案
の
受
諾
は
任
意
。

・�

仲
裁
…
公
益
委
員
で
構
成
さ
れ
る
仲
裁
委
員
会
が
、

仲
裁
裁
定
を
下
す
。
こ
の
内
容
は
労
働
協
約
と
同
一

の
効
力
を
も
っ
て
当
事
者
を
拘
束
。

二
つ
め
の「
不
当
労
働
行
為
事
件
の
審
査
」と
は
、労

働
組
合
法
第
７
条
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
不
当
労
働
行
為

を
使
用
者
が
労
働
組
合
や
労
働
者
に
対
し
て
行
っ
た
場

合
に
、労
働
委
員
会
に
対
し
て
救
済
申
立
て
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
不
当
労
働
行
為
に
は
、組

合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇
そ
の
他
の
不
利

益
取
扱
い
、正
当
な
理
由
の
な
い
団
体
交
渉
の
拒
否
、労

働
組
合
の
運
営
等
に
対
す
る
支
配
介
入
※４
お
よ
び
経
費

援
助
、労
働
委
員
会
へ
の
申
立
て
等
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
労
働
委
員
会
は
こ
れ
ら

の
救
済
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
審
査
を
行
い
、不
当
労

働
行
為
の
事
実
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
使

用
者
に
対
し
て
、復
職
や
組
合
運
営
へ
の
介
入
の
禁
止
等

と
い
っ
た
救
済
命
令
を
出
し
ま
す
。一
方
、申
立
て
に
意

義
が
な
い
と
さ
れ
る
場
合
に
は
棄
却
命
令
が
出
さ
れ
ま

す
。
な
お
、申
立
て
は
基
本
的
に
は
都
道
府
県
労
働
委
員

会
に
対
し
て
行
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
く
だ
さ
れ
た
救
済

命
令（
初
審
命
令
）に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、中
央
労
働

委
員
会
に
再
審
査
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
つ
め
の
「
労
働
組
合
の
資
格
審
査
」
で
す
が
、
本

来
、
労
働
組
合
は
自
由
に
設
立
で
き
、
届
け
出
な
ど
も

不
要
で
す
が
、
労
働
組
合
法
に
定
め
る
手
続
き
に
参
与

し
た
り
、
救
済
を
受
け
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
法
第

２
条
お
よ
び
第
５
条
に
定
め
る
一
定
の
資
格
要
件
を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
格
の
有
無
を
審
査
す
る
の
が
労
働
組
合
の
資
格

審
査
で
、
労
働
委
員
会
の
役
割
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

労
働
委
員
会
は
、
個
別
的
労
使
紛
争
の
調
整
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
手
続
き
は
「
あ
っ
せ
ん
」
に
限
定
さ
れ
、

東
京
都
・
兵
庫
県
・
福
岡
県
に
は
労
働
委
員
会
が
主
体

と
な
る
制
度
が
な
い
な
ど
、
都
道
府
県
に
よ
り
実
施
状

況
が
異
な
り
ま
す
。

労
使
紛
争
の
取
扱
状
況

最
後
に
、
労
働
委
員
会
に
よ
る
労
使
紛
争
の
取
扱
状

況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
中
央
労
働
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
※５
に
事
件
取
扱
状
況
な
ど
の
統
計
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、「
労
働
争
議
の
調
整
」で
す
が
、２
０
２
４（
令

和
６
）
年
に
全
国
の
労
働
委
員
会
が
新
規
に
取
り
扱
っ

た
係
属
件
数
は
１
６
５
件（
あ
っ
せ
ん
が
１
５
９
件
、

調
停
が
５
件
、
仲
裁
が
１
件
）
で
す
。
10
年
前
の
２
０

１
４（
平
成
26
）年
の
３
６
７
件
、
５
年
前
の
２
０
１
９

年
２
０
５
件
と
比
較
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

次
に
、「
不
当
労
働
行
為
事
件
の
審
査
」
で
す
が
、

２
０
２
５
年
は
国
の
労
働
委
員
会
が
初
審
と
し
て
扱
っ

た
新
規
申
立
て
が
１
８
８
件
で
、
公
表
値
で
も
っ
と
も

古
い
２
０
２
１
年
の
２
７
７
件
と
比
較
し
て
こ
ち
ら
も

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

減
少
の
理
由
と
し
て
は
、
働
く
環
境
が
改
善
さ
れ
て

き
た
と
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
労
働
組
合
の
組
織
率
の

低
迷
や
、
解
決
率
が
半
数
程
度
（
２
０
２
４
年
の
労
働

争
議
の
調
整
が
解
決
で
終
結
し
た
比
率
は
51
・
１
％
）

で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

※３　�労働三権……�「団結権」（労働者が労働組合を結成する権利）、「団体交渉権」（労働者が使用者と団体で交渉する権利）、「団体行動権」（要求を実現�
  するためにストライキなど団体で行動する権利）のこと

※４　支配介入……労働組合結成に対する阻止・妨害行為、労働組合の日常の運営や争議行為に対する干渉を行うことをさす
※５　�労働争議の調整の統計　https://www.mhlw.go.jp/churoi/chousei/sougi/sougi05.html� �

不当労働行為事件の審査の統計　https://www.mhlw.go.jp/churoi/shinsa/futou/futou03.html
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1
１　
労
働
衛
生
管
理
体
制
の
確
立
等

　
事
業
場
に
お
け
る
熱
中
症
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

衛
生
委
員
会
、
安
全
衛
生
委
員
会
又
は
こ
れ
ら
を
設
け

て
い
な
い
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
意
見
を
聴
く
機

会
等
を
活
用
し
、
労
働
者
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
労

使
で
話
し
合
い
、
そ
の
内
容
を
労
働
者
に
対
し
て
周
知

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
中
略
）

（
１
）
各
種
管
理
者
等
の
選
任
と
役
割

事
業
者
は
、
産
業
医
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

衛
生
管
理
者
（
50
人
未
満
の
事
業
場
で
は
安
全
衛
生
推

進
者
又
は
衛
生
推
進
者
）
を
中
心
に
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
掲
げ
る
熱
中
症
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
せ
、

以
下
の
（
ア
）
～
（
ク
）
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
せ
る

と
と
も
に
、
事
業
場
に
お
け
る
熱
中
症
防
止
に
係
る
責

任
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
。（
中
略
）

（
ア
）�

作
業
に
応
じ
て
、
適
用
す
べ
き
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
※2
基

準
値
を
決
定
し
、
併
せ
て
衣
類
に
関
し
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
値
に
加
え
る
べ
き
着
衣
補
正
値
の
有
無
を
確

認
す
る
こ
と
。 

（
イ
）�

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低
減
対
策
を
検
討
し
、
そ
の
実

施
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。 

（
ウ
）�
入
職
日
、
作
業
や
休
暇
の
状
況
等
に
基
づ
き
、

あ
ら
か
じ
め
各
作
業
従
事
者
の
暑
熱
順
化
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
暑

熱
順
化
不
足
の
疑
わ
れ
る
作
業
従
事
者
は
第
３

の
３
の
（
２
）
に
示
す
暑
熱
順
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
沿
っ
て
暑
熱
順
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

（
エ
）�

朝
礼
時
等
作
業
開
始
前
に
お
い
て
作
業
従
事
者
の

体
調
及
び
暑
熱
順
化
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。 

（
オ
）�

作
業
場
所
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
把
握
と
結
果
の
評

価
を
行
う
。
事
業
者
は
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
、

必
要
に
応
じ
て
作
業
時
間
の
短
縮
等
の
措
置
を

検
討
す
る
こ
と
。 

（
カ
）�

職
場
巡
視
を
行
い
、
作
業
従
事
者
の
水
分
及
び

塩
分
の
摂
取
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。 

（
キ
）�

退
勤
後
に
体
調
が
悪
化
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て

注
意
喚
起
す
る
こ
と
。

（
ク
）�

熱
中
症
に
関
す
る
労
働
衛
生
教
育
の
実
施
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
。（
中
略
）

（
２
）
作
業
手
順
・
作
業
計
画
の
策
定

　
夏
季
の
暑
熱
環
境
下
に
お
け
る
作
業
に
対
す
る
作
業

手
順
・
作
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。
作
業
手
順
・
作

業
計
画
に
は
、
特
に
新
規
入
職
者
や
休
み
明
け
の
作
業

従
事
者
に
つ
い
て
は
、
熱
中
症
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が

高
い
た
め
、
作
業
内
容
等
を
十
分
に
考
慮
し
た
暑
熱
順

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
に
応
じ
た
十
分
な
休
憩

時
間
の
確
保
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値
を
踏
ま
え
た
作
業
中

止
に
関
す
る
事
項
を
含
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。（
中
略
）

2　
作
業
環
境
管
理

（
１
）
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低
減

事
業
者
は
、
過
去
に
熱
中
症
に
よ
る
労
働
災
害
が
発

生
し
た
場
所
な
ど
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値
を
超
え
て
い
る

又
は
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
作
業
を
行

う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
以
下
に
掲
げ

る
措
置
を
例
と
し
て
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
低
減
対
策
を
講
ず
る

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

※1　詳細については厚生労働省「職場における熱中症防止のためのガイドライン」をご確認ください。
　　　https://neccyusho.mhlw.go.jp/pdf/2026/r8_neccyusho_guidelines.pdf
※2　WBGT……�暑さ指数。人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影響の大きい 

①湿度、 ②日射・輻
ふく

射
しゃ

など周辺の熱環境、 ③気温の三つを取り入れた指標

　
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
の
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
の
施
行
に
よ
り
高
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止

措
置
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
２
０
２
６
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
「
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
※1
」
の
「
第
３ 

熱
中
症
リ
ス
ク
に
応
じ
た
措
置
」
か
ら
一
部
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
（
編
集
部
）。
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こ
と
等
に
よ
り
、Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
の
低
減
に
努
め
る
こ
と
。 

ア　

�

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
基
準
値
を
超
え
て
い
る
又
は
超
え
る
お

そ
れ
の
あ
る
作
業
場
所
（
以
下
単
に
「
高
温
多
湿

作
業
場
所
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
は
、
発
熱
体

と
作
業
従
事
者
の
間
に
熱
を
遮
る
こ
と
の
で
き
る

遮
へ
い
物
等
を
設
け
る
こ
と
。

イ　

�

屋
外
の
高
温
多
湿
作
業
場
所
に
お
い
て
は
、
直
射

日
光
並
び
に
周
囲
の
壁
面
及
び
地
面
か
ら
の
照
り

返
し
を
遮
る
こ
と
が
で
き
る
簡
易
な
屋
根
等
を
設

け
る
こ
と
。 

ウ　

�

高
温
多
湿
作
業
場
所
に
適
度
な
通
風
又
は
冷
房
を

行
う
た
め
の
設
備
や
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
等
に
よ
る

散
水
設
備
な
ど
を
設
け
、
既
に
設
置
し
て
い
る
冷

房
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を
点
検
す
る

こ
と
。（
中
略
）

（
２
）
休
憩
場
所
の
整
備
等 

熱
中
症
の
重
篤
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
適
切
な
身
体

冷
却
が
有
効
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
は
、
作
業
場
所
の

近
く
に
冷
房
を
備
え
た
休
憩
場
所
又
は
日
陰
等
の
涼

し
い
休
憩
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。（
中
略
） 

３　

�

作
業
管
理

（
１
）
作
業
時
間
の
短
縮
等 

　
１
の
（
２
）
で
検
討
し
た
作
業
手
順
・
作
業
計
画
に

基
づ
き
、
熱
中
症
予
防
対
策
を
作
業
の
状
況
等
に
応
じ

て
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。熱
中
症
予
防
対
策
は
、

以
下
の
も
の
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

ア　

�

作
業
の
休
止
時
間
及
び
休
憩
時
間
を
確
保
し
、
高

温
多
湿
作
業
場
所
で
の
作
業
を
連
続
し
て
行
う
時

間
を
短
縮
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。（
中
略
）

イ　

�

身
体
作
業
強
度
（
代
謝
率
レ
ベ
ル
）
が
高
い
作
業

を
避
け
る
こ
と
。 

ウ　

�

可
能
で
あ
れ
ば
、
日
陰
の
場
所
に
作
業
場
所
を
変

更
す
る
こ
と
。 

（
２
）
暑
熱
順
化 

高
温
多
湿
作
業
場
所
に
お
い
て
作
業
従
事
者
を
作
業

に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
暑
熱
順
化
（
熱
に
慣
れ
当

該
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
）
の
有
無
が
、
熱
中
症
の
発

症
リ
ス
ク
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
計
画

的
に
、
暑
熱
順
化
期
間
を
設
け
る
こ
と
。（
中
略
）

暑
熱
順
化
の
方
法
と
し
て
は
、
７
日
以
上
か
け
て
暑

熱
環
境
で
の
身
体
的
負
荷
を
増
や
し
、
作
業
時
間
を
調

整
し
、次
第
に
長
く
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、

新
規
入
職
者
等
に
対
し
て
他
の
作
業
従
事
者
と
同
様
の

暑
熱
作
業
を
行
わ
せ
な
い
よ
う
、
計
画
的
な
暑
熱
順
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
。（
中
略
）

（
３
）
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
が
高
い
暑
熱
環
境
下
で
、
作
業
強
度

を
下
げ
た
り
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
採
用
し
た
り
す

る
こ
と
が
困
難
な
作
業
に
お
い
て
は
、
作
業
開
始
前

に
あ
ら
か
じ
め
深
部
体
温
を
下
げ
、
作
業
中
の
体
温

上
昇
を
抑
え
る
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
体

表
面
か
ら
冷
却
す
る
方
法
と
、（
中
略
）
体
内
か
ら
冷

却
す
る
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。（
中
略
）

（
４
）
水
分
及
び
塩
分
の
摂
取 

安
衛
則
第
６
１
７
条
に
よ
り
、
多
量
の
発
汗
を
伴
う

作
業
場
で
は
、
塩
及
び
飲
料
水
を
備
え
付
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、当
該
作
業
場
で
は
、飲
料
水
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
経
口
補
水
液
、
塩
飴
等
を
備
え

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

　
高
温
多
湿
作
業
場
所
に
お
い
て
は
、
作
業
従
事
者
に

つ
い
て
自
覚
症
状
以
上
に
脱
水
状
態
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
等
に
留
意
の
上
、
作
業
従
事
者
の
自

覚
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
水
分
及
び
塩
分
の
作

業
前
後
の
摂
取
及
び
作
業
中
の
定
期
的
な
摂
取
を
指
導

す
る
と
と
も
に
、
作
業
従
事
者
の
水
分
及
び
塩
分
の
摂

取
を
確
認
す
る
た
め
の
表
の
作
成
、
作
業
中
の
巡
視
に

お
け
る
確
認
等
に
よ
り
、
定
期
的
な
水
分
及
び
塩
分
の

摂
取
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。（
中
略
）

　
特
に
、
加
齢
や
疾
病
に
よ
っ
て
脱
水
状
態
で
あ
っ
て

も
自
覚
症
状
に
乏
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る

こ
と
。
ま
た
、
高
血
圧
で
あ
っ
て
塩
分
等
の
摂
取
が
制

限
さ
れ
る
、
糖
尿
病
で
あ
っ
て
糖
分
等
の
摂
取
が
制
限

さ
れ
る
な
ど
基
礎
疾
患
を
有
す
る
作
業
従
事
者
に
つ
い

て
は
、
主
治
医
、
産
業
医
等
に
相
談
さ
せ
る
こ
と
。

（
５
）
服
装
に
よ
る
身
体
冷
却 

作
業
の
性
質
上
通
気
性
の
確
保
等
が
困
難
で
は
な
い

場
合
は
、
熱
を
吸
収
し
、
又
は
保
熱
し
や
す
い
服
装
は

避
け
、
透
湿
性
及
び
通
気
性
の
良
い
服
装
を
着
用
さ
せ

る
こ
と
。 （
中
略
）

（
６
）
作
業
中
の
巡
視 

定
期
的
な
水
分
及
び
塩
分
の
摂
取
に
係
る
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、作
業
従
事
者
の
健
康
状
態
等
（
心
拍
数
、

体
温
及
び
尿
の
回
数・色
等
の
身
体
状
況
）
を
確
認
し
、

熱
中
症
を
疑
わ
せ
る
兆
候
が
現
れ
た
場
合
に
お
い
て
速

や
か
に
作
業
の
中
断
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
等
を
目
的
に
、
高
温
多
湿
作
業
場
所
で
の
作
業
中
は

巡
視
を
頻
繁
に
行
い
、
声
を
か
け
る
等
し
て
作
業
従
事

者
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
長
時
間
の

単
独
作
業
を
避
け
、な
る
べ
く
短
時
間
に
さ
せ
る
こ
と
。

（
以
下
略
）
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2
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
ど
の

よ
う
な
待
遇
差
が
不
合
理
な
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
方

や
具
体
例
な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た

内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
賞
与
・
退
職
手
当

　
賞
与
・
退
職
手
当
の
目
的
に
は
、
労
務
の
対
価
の
後

払
い
、
功
労
報
償
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
含
ま
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
目
的
が
妥
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
対
し
、
正
社
員

と
の
間
の
職
務
の
内
容
等
の
違
い
に
応
じ
た
均
衡
の
と

れ
た
内
容
を
支
給
し
な
い
場
合
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
無
事
故
手
当

　
正
社
員
と
業
務
の
内
容
が
同
一
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
正
社
員
と
同
一
の
無
事
故
手

当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
家
族
手
当

　
労
働
契
約
の
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
る
等
、
相
応
に

継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
者
に
は
、
正
社
員
と
同
一
の
家
族
手
当
を
支

給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
住
宅
手
当

　
住
宅
手
当
が
「
転
居
を
伴
う
配
置
の
変
更
の
有
無
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
場
合
、
正
社
員
と

同
一
の
転
居
を
伴
う
配
置
の
変
更
が
あ
る
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
正
社
員
と
同
一
の
住
宅

手
当
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
福
利
厚
生
施
設

　
福
利
厚
生
施
設
の
料
金
・
割
引
率
等
の
利
用
条
件
に

つ
い
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
待
遇
差
を
設
け
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■
病
気
休
職

　
正
社
員
に
病
気
休
職
期
間
に
係
る
給
与
の
保
障
を
行

う
場
合
に
は
、
労
働
契
約
の
更
新
を
繰
り
返
し
て
い
る

等
、
相
応
に
継
続
的
な
勤
務
が
見
込
ま
れ
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
も
、
正
社
員
と
同
一
の
給

与
の
保
障
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
夏
季
冬
季
休
暇

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
も
、
正
社
員

と
同
一
の
夏
季
冬
季
休
暇
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
褒
賞

　
褒
賞
が「
一
定
の
期
間
勤
続
し
た
労
働
者
に
付
与
す
る

も
の
」で
あ
る
場
合
、
正
社
員
と
同
一
の
期
間
勤
続
し
た

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
通
常
の
労

働
者
と
同
一
の
褒
賞
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
お
も
な
改
正
事
項

※　�詳細については厚生労働省ホームページ「同一労働同一賃金ガイドライン」をご確認ください。
　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190591.html

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
で
は
、
同
一
企
業
内
の
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
と

の
間
で
、
待
遇
（
基
本
給
や
各
種
手
当
、
福
利
厚
生
な
ど
）
に
つ
い
て
不
合
理
な
差
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
し

て
お
り
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
そ
の
原
則
と
な
る
考
え
方
や
具
体
例
、
留
意
事
項
を
示
し
た
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
10
月

１
日
よ
り
適
用
と
な
り
ま
す
※
。
本
稿
で
は
、本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
お
も
な
改
正
事
項
を
紹
介
し
ま
す（
編
集
部
）。



立
た
て

川
か
わ

談
だ
ん

慶
け
い

の
人生100年時代の歩き方

第6回

「
笠か

さ

碁ご

」
か
ら
学
ぶ

「
敏
感
な
場
面
で
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

「
囲
碁
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
プ
ロ
棋
士

の
藤ふ

じ

澤さ
わ

一か
ず

就な
り

さ
ん
と
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
て
、
囲
碁
の
初
歩
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
い
や
あ
、
深
い
の

な
ん
の
。
碁
の
世
界
で
は
、「
碁
盤
が
宇
宙

で
碁
石
が
星
」
な
ん
で
す
っ
て
。

そ
し
て
何
よ
り
自
分
が
深
く
共
鳴
し
た
の

は
、「
相
手
を
囲
う
」
と
こ
ろ
に
真
意
が
あ

る
と
い
う
点
で
す
。
完
膚
な
き
ま
で
に
勝
つ

と
い
う
の
で
は
な
く
、
平
和
的
に
相
手
を
無

力
化
さ
せ
て
し
ま
う
な
ん
て
、
勝
ち
負
け
と

い
う
「
二
元
論
」
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
本
当

の
世
界
が
あ
る
の
で
は
と
、
そ
の
魅
力
を
い

ま
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
碁
を
取
り
扱
っ
た
落
語
に「
笠
碁
」

が
あ
り
ま
す
。

仲
の
よ
い
ご
隠
居
同
士
が
、「
待
っ
た
」
を

巡
っ
た
些
細
な
こ
と
か
ら
喧
嘩
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
雨
が
続
き
、
や
が
て

お
互
い
「
す
ま
な
い
こ
と
を
し
た
な
あ
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
一
方
の
ご
隠
居
が
お
相

手
の
と
こ
ろ
に
笠
を
か
ぶ
っ
て
様
子
を
見
に

行
き
ま
す
。す
る
と
も
う
片
方
の
ご
隠
居
も
、

相
手
が
気
に
な
る
よ
う
で
碁
盤
を
出
し
て
お

び
き
寄
せ
る
よ
う
に
ふ
る
舞
い
ま
す
。
と
う

と
う
仲
直
り
し
て
、
再
び
碁
盤
を
囲
む
の
で

す
が
、
碁
盤
に
水
が
垂
れ
て
き
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
す
。
相
方
は
笠
を
か
ぶ
っ
た

ま
ん
ま
だ
っ
た
の
で
す
。
オ
チ
は
、「
お
前

さ
ん
、
笠
か
ぶ
り
っ
ぱ
な
し
じ
ゃ
な
い
か
」。

「
友
だ
ち
っ
て
い
く
つ
に
な
っ
て
も
い
い

な
あ
」
と
し
み
じ
み
笑
え
る
名
作
で
す
。
季

節
は
梅
雨
時
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
私
、
こ
の
「
雨
の
雫
」
は
、「
じ
つ
は

友
人
の
涙
だ
っ
た
」
の
で
は
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
友
だ
ち
が
「
申
し
訳
な
く

て
泣
い
て
い
た
の
を
、
相
手
側
が
気
づ
か

な
い
フ
リ
を
し
て
笠
か
ら
の
雫
の
せ
い
に
し

て
い
る
」と
い
う
構
図
で
す
。
友
だ
ち
っ
て
、

な
く
し
た
と
き
に
そ
の
大
切
さ
に
気
づ
く

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
喧
嘩
別
れ
も

死
別
も
、
で
す
。

「
泣
く
」
こ
と
は
人
生
に
お
い
て
と
て
も

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
場
面
で
す
。涙
で
は
な
く
、

笠
か
ら
の
雫
の
せ
い
に
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
泣
い
て
い
る
相
手
の
心
的
負
担
は
と
て

も
楽
に
な
る
は
ず
で
す
も
の
。

具
体
的
に
は
、
い
ま
の
世
な
ら
、
だ
れ
か

が
目
の
前
で
泣
く
よ
う
な
場
面
に
接
し
た

ら
、
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
フ
リ
を
し
て
そ
こ

か
ら
去
る
み
た
い
な
ふ
る
舞
い
で
し
ょ
う
か
。

「
笠
碁
」、
短
い
け
ど
深
い
一
席
で
す
。

エルダー55
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

原
はら

 マサヒコ 著／
日経BP

日本経済新聞出版／
1100 円

佐
さ

藤
とう

 洋
ひろし

 著／
一般財団法人

日本規格協会／
2970 円

ト
ヨ
タ
の
時
短
術

国
際
規
格
で
つ
く
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

ー
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

２
５
５
５
４
で
考
え
る

組
織
・
地
域
に
合
わ
せ
た
設
計
指
針
ー

２
０
２
４（
令
和
６
）年
11
月
、企
業
の
社
員
や
自
治

体
の
住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
心
身
の
健
康
と
幸

福
）の
向
上
に
役
立
つ
国
際
規
格「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
５
５
５
４
」

が
発
行
さ
れ
た
。
組
織
や
地
域
に
お
い
て
、
健
康
と
幸

福
感
を
い
か
に
促
進
す
べ
き
か
を
示
す
指
針
と
し
て
、

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
世
界
的
に
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
そ
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
か
ら
、
日
本
の
企

業
の
健
康
経
営（
★
）
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
し
て
提
案

し
、
開
発
、
発
行
に
至
っ
た
世
界
共
通
の
規
格
だ
。

本
書
は
、
こ
の
規
格
を
活
用
し
て
、
企
業
の
健
康
経

営
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役
立
て

る
た
め
の
推
進
方
法
を
案
内
す
る
一
冊
。
本
書
に
よ
る

と「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
５
５
５
４
を〝
実
務
で
使
え
る
か
た
ち
〟

に
整
理
し
た
地
図
」
だ
と
い
う
。
本
書
の
前
半
で
は
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
推
進
に
必
要
な
設
計
思
想
と
プ
ロ

セ
ス
を
示
し
、
後
半
で
は
、
そ
れ
ら
が
企
業
・
行
政
・

地
域
で
ど
の
よ
う
に
実
装
さ
れ
る
か
を
事
例
と
物
語
を

通
じ
て
説
明
し
て
い
く
。
実
践
の
枠
組
み
を
理
解
し
た

う
え
で
、
後
半
の
事
例
を
読
む
こ
と
で
、
自
社
に
あ
っ

た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
か
た
ち
に
す
る
道
筋
が
見
え

て
く
る
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

社
員
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
や
高
齢
者
も
活
躍
す
る

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
の
担
当
者
ら
に
、
手
に

取
っ
て
ほ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

世
界
最
大
級
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー「
ト
ヨ
タ
自
動
車
」

は
、
そ
の
成
長
を
支
え
る
「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」
も
世

界
的
に
有
名
だ
。
ム
ダ
の
徹
底
的
排
除
の
思
想
と
、
つ

く
り
方
の
合
理
性
を
追
求
し
、
よ
い
も
の
を
安
く
タ
イ

ム
リ
ー
に
生
産
す
る
モ
ノ
づ
く
り
を
示
し
て
い
る
。

本
書
は
、
か
つ
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
勤
務
し
、
Ｉ
Ｔ

企
業
を
経
て
、
自
ら
の
会
社
を
立
ち
上
げ
た
著
者
が
、

ト
ヨ
タ
で
つ
ち
か
っ
た
「
時
短
」
に
関
す
る
考
え
方
や

「
カ
イ
ゼ
ン
」
の
心
が
ま
え
な
ど
を
解
説
す
る
。
製
造

業
に
か
ぎ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
の
現
場
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
い
う
内
容
は
、「
仕

事
が
劇
的
に
速
く
な
る
ト
ヨ
タ
の
５
つ
の
言
葉
」、「
１

秒
を
バ
カ
に
せ
ず
小
さ
な
こ
と
か
ら
自
動
化
」、「
ミ
ス

や
ム
ダ
が
激
減
す
る
自
工
程
完
結
」
な
ど
具
体
的
で
実

践
的
。す
ぐ
に
使
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
、ペ
ー
ジ
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
伝
え

た
い
の
は
単
な
る
時
短
術
で
は
な
く
、「
仕
事
に
か
か

る
時
間
を
短
縮
し
、
人
生
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
時

間
を
作
り
出
す
と
同
時
に
、
仕
事
の
成
果
を
上
げ
る
た

め
」
の
「
時
短
」
で
あ
る
と
著
者
は
綴
っ
て
い
る
。

現
在
の
仕
事
に
ム
ダ
は
な
い
か
。
人
生
に
お
い
て
何

を
優
先
す
べ
き
か
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
さ
せ
て
く
れ

る
。
生
涯
現
役
を
目
ざ
し
、
仕
事
も
人
生
も
ま
す
ま
す

楽
し
み
た
い
と
い
う
シ
ニ
ア
に
も
お
す
す
め
し
た
い
。

「時短」と「カイゼン」で仕事も人生もより楽しく！ シニアにもおすすめの一冊

社員の健康と幸せを育むには？その道筋が見えてくる実践書

★「健康経営Ⓡ」は、NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。
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村
むら

上
かみ

祥
さち

子
こ

 著／
プレジデント社／

1870 円

高
たか

萩
はぎ

徳
のり

宗
とし

 著／
生産性出版／

2200円

篠
しの

原
はら

菊
きく

紀
のり

 監修／
宝島社／
1400 円

認
知
症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
体
と
頭
を

使
う
こ
と
が
大
切
だ
。
脳
は
使
う
こ
と
で
活
性
化
し
、

使
え
ば
使
う
ほ
ど
元
気
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

監
修
者
の
篠
原
菊
紀
さ
ん
は
、著
名
な
脳
科
学
者
で
、

本
誌
で
も
「
イ
キ
イ
キ
働
く
た
め
の
脳
力
ア
ッ
プ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
！
」（
64
ペ
ー
ジ
）を
長
期
連
載
中
で
あ
る
。

篠
原
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
脳
の
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
守
り
、
問
題
を
解
い
て
い
く
脳
ト
レ
は
、
脳

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
鍛
え
る
役
割
を
果
た
す
、と
説
く
。

ル
ー
ル
を
記
憶
し
、
そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
作
業
は
脳

の
機
能
「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
」
を
重
点
的
に
使
う
そ

う
だ
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
力
は
年
齢
と
と
も
に
落

ち
や
す
い
が
、鍛
え
れ
ば
伸
び
や
す
い
機
能
だ
と
い
う
。

本
書
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
と
い
っ
た
親
し
み
の
あ
る

問
題
か
ら
、「
流
行
語
思
い
出
し
問
題
」、「
足
し
算
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
問
題
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
内
容
で
、
飽
き
ず
に
進
め
ら
れ
る
ド
リ
ル
に

な
っ
て
い
る
。
自
分
の
脳
年
齢
が
わ
か
る
「
脳
年
齢

チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
」、
折
り
紙
や
健
康
に
生
き
る
た
め

の
知
恵
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
問
題
を
解
き
な

が
ら
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

な
か
な
か
解
け
な
い
問
題
に
「
あ
が
く
」
こ
と
が
、

脳
の
活
動
を
高
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
い

う
。「
そ
ろ
そ
ろ
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
、
カ
ス
ハ
ラ
）

が
社
会
問
題
化
し
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
を
施
行
す
る

自
治
体
や
、
組
織
と
し
て
対
策
に
取
り
組
む
企
業
が
増

え
て
い
る
。
２
０
２
６（
令
和
８
）年
10
月
１
日
に
は
、

カ
ス
ハ
ラ
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
企
業
に
義
務
づ

け
る
、
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
が
施
行
さ
れ
る
。

本
書
は
、理
不
尽
な
カ
ス
ハ
ラ
・
ク
レ
ー
ム
か
ら
社
員

や
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
に
、
現
実
に
即
し
た

実
効
性
あ
る
対
策
を
、現
場
視
点
で
提
示
す
る
実
務
書
。

著
者
自
身
も
、
鉄
道
会
社
の
現
場
で
受
け
た
暴
言
な
ど

が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
そ
の
後
も
旅
行
会
社
や
創
業
し

た
会
社
で
の
現
場
運
営
責
任
者
と
し
て
、
数
多
く
の
カ

ス
ハ
ラ
や
ク
レ
ー
ム
を
経
験
し
た
と
い
う
。
そ
の
な
か

で
つ
か
ん
だ「
理
不
尽
を
未
然
に
防
ぐ
」た
め
の
考
え
方

と
工
夫
、
社
員
や
ス
タ
ッ
フ
が「
守
ら
れ
て
い
る
」と
実

感
で
き
る
組
織
づ
く
り
、
組
織
と
し
て
理
不
尽
な
要
求

に
毅
然
と
対
応
す
る
体
制
構
築
な
ど
を
説
い
て
い
る
。

近
年
の
カ
ス
ハ
ラ
や
ク
レ
ー
ム
は
、
企
業
が
受
け
る

ダ
メ
ー
ジ
を
計
算
し
て
過
度
な
要
求
を
通
そ
う
と
す
る

よ
う
な
も
の
が
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。
現
場
を
守
る
た

め
に
は
、「
明
確
な
戦
略
」
と
「
実
効
性
の
あ
る
対
策
」

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
や
対
処
法

を
ま
と
め
て
い
る
。
人
事
労
務
担
当
者
が
知
っ
て
お
き

た
い
考
え
方
や
知
識
が
得
ら
れ
る
良
書
で
あ
る
。

著
者
は
、
転
勤
族
の
夫
と
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
、
短
時
間
で
で
き
る
数
々
の
お
い
し
い
料
理
を
提

案
し
て
き
た
。
電
子
レ
ン
ジ
調
理
を
研
究
・
開
発
し
、

そ
の
第
一
人
者
と
し
て
、
現
在
も
多
く
の
レ
シ
ピ
を
提

案
し
て
い
る
。

本
書
は
、
料
理
研
究
家
人
生
60
年
と
な
っ
た
84
歳
の

著
者
が
、
料
理
と
の
歩
み
を
ふ
り
返
り
つ
つ
、
い
ま
も

毎
日
よ
く
歩
く
と
い
う
元
気
の
秘
訣
や
、
80
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
経
験
し
た
大
腿
骨
の
骨
折
か
ら
回
復
す
る
ま
で

の
こ
と
、
夫
を
亡
く
し
て
十
数
年
前
か
ら
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
る
シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し
方
な
ど
の
近
況
を
紹

介
し
な
が
ら
、
一
人
で
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
栄
養

を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
。

「
足
腰
丈
夫
で
ピ
ン
シ
ャ
ン
」
と
生
き
る
た
め
に
は
、

「
た
ん
ぱ
く
質
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
た

ん
ぱ
く
質
を
手
間
な
く
摂
る
た
め
の
方
法
も
公
開
。
巻

末
の
レ
シ
ピ
集
で
は
、
手
軽
に
栄
養
が
摂
れ
て
気
分
も

上
が
る
「
ひ
と
り
ご
は
ん
」
の
27
の
レ
シ
ピ
を
カ
ラ
ー

写
真
つ
き
で
紹
介
。
冷
凍
し
た
野
菜
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
総
菜
の
活
用
法
、
電
子
レ
ン
ジ
だ
け
で
仕

上
げ
る
料
理
な
ど
簡
単
で
あ
り
な
が
ら
、
食
欲
を
そ
そ

ら
れ
る
も
の
ば
か
り
。
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
楽

し
み
、
元
気
に
生
き
る
た
め
の
コ
ツ
が
満
載
だ
。

も
の
忘
れ
・
認
知
症
を
防
ぐ
！ 

脳
活
ド
リ
ル

オ
ー
ル
新
作
！
た
っ
ぷ
り
１
０
０
０
問 

社
員
を
理
不
尽
か
ら
守
り
抜
く

カ
ス
ハ
ラ
・
ク
レ
ー
ム
予
防
の
教
科
書

84
歳
。
食
べ
て
、
歩
い
て
、

カ
ッ
コ
よ
く
生
き
る
。

本誌でもおなじみの脳科学者が贈る、最新ドリル!!

クレームは未然に防げる！ 起きる理由と対策を徹底解説

いつまでもカッコよく！生涯現役のための食べ方、暮らし方とは？
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行
政
・
関
係
団
体�

「
第
12
次
職
業
能
力
開
発
基
本
計
画
」を
策
定

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
６（
令
和
８
）
年
度
か
ら
２

０
３
０
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
る
職
業
能
力
開
発
の

基
本
方
針
を
示
し
た「
第
12
次
職
業
能
力
開
発
基
本
計
画
」

を
策
定
し
た
。

今
回
の
計
画
で
は
、
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
や
人
口

減
少
に
と
も
な
う
労
働
供
給
制
約
の
な
か
で
、
産
業
界
等

や
成
長
分
野
等
に
必
要
な
人
材
を
戦
略
的
に
育
成
・
確
保

す
る
と
と
も
に
、
労
働
市
場
の「
見
え
る
化
」
な
ど
職
業

能
力
開
発
の
基
盤
を
整
備
す
る
と
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
の
自
律
的
・
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
や
、
企
業
に
お
け
る
職
業
能
力
開
発
の
充
実
等
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
の
向
上
と
労
働
者
の
自
己
実

現
や
処
遇
向
上
等
を
図
り
、
経
済
社
会
の
成
長
に
つ
な
が

る
よ
う
職
業
能
力
開
発
施
策
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
計
画
の
ポ
イ
ン
ト（
職
業
能
力
開
発
の
今
後
の

方
向
性
）と
し
て
、
お
も
に
次
の
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

①�

今
後
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
の
変
化
に
対
応
し
た
戦
略
的

な
職
業
能
力
開
発
支
援
の
推
進

②
労
働
市
場
で
の
ス
キ
ル
等
の
見
え
る
化
の
促
進

③
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
職
業
能
力
開
発
支
援
の
充
実

④
企
業
の
職
業
能
力
開
発
へ
の
支
援
の
充
実

⑤�

多
様
な
労
働
者
の
能
力
発
揮
に
向
け
た
職
業
能
力
開
発

の
推
進

⑥
技
能
五
輪
国
際
大
会
を
契
機
と
し
た
技
能
の
振
興

　
こ
の
ほ
か
、
職
業
能
力
開
発
分
野
の
国
際
連
携
・
協
力

の
推
進
に
か
か
わ
る
施
策
の
実
施
も
掲
げ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_72145.htm
l

「
令
和
７
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

結
果
を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
７
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
」の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
６
月
分
の
所
定
内

給
与
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
、
今
回
ま
と
め
ら
れ
た
の

は
、
常
用
労
働
者
10
人
以
上
規
模
の
約
５
万
２
２
０
０
事

業
所
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、一
般
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者
以

外
の
労
働
者
）の
男
女
計
の
賃
金
額
は
34
万
６
０
０
円（
前

年
比
３
・
１
％
増
）、
男
女
別
で
は
、
男
性
37
万
３
４
０
０

円
（
同
２・８
％
増
）、女
性
28
万
５
９
０
０
円
（
同
３・９
％

増
）
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
間
賃
金
格
差
（
男
＝
１
０
０
）

は
、
76
・
６
（
前
年
差
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
な
っ

て
い
る
。

男
女
別
・
年
齢
階
級
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男

性
で
は
、
55
～
59
歳
で
44
万
５
６
０
０
円
（
20
～
24
歳
の

賃
金
を
１
０
０
と
す
る
と
１
８
１
・
４
）
と
賃
金
が
ピ
ー

ク
と
な
り
、
そ
の
後
下
降
し
て
い
る
。
女
性
で
は
、
45
～

49
歳
お
よ
び
55
～
59
歳
の
30
万
５
７
０
０
円
（
同
１
２
７
・

６
）
が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
男
性
に
比
べ
賃
金

の
上
昇
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

短
時
間
労
働
者
の
１
時
間
あ
た
り
賃
金
は
、
男
女
計
１

５
１
８
円
（
前
年
比
２・８
％
増
）、
男
性
１
７
６
９
円
（
同

４・１
％
増
）、女
性
１
４
１
８
円
（
同
２・２
％
増
）と
な
っ

て
い
る
。 

男
女
別
に
１
時
間
あ
た
り
賃
金
を
年
齢
階
級
別

に
み
る
と
、
１
時
間
あ
た
り
賃
金
が
も
っ
と
も
高
い
年
齢

階
級
は
、
男
女
と
も
35
～
39
歳
で
、
男
性
で
は
、
２
７
０

９
円
、
女
性
で
は
、
１
５
６
９
円
と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/toukei/itiran/roudou/�

chingin/kouzou/z2025/index.htm
l

「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
の

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
企
業
に
お
け
る
働
き
が
い
向
上
の
取

組
み
を
支
援
す
る
た
め
に「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
の
た
め
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。

働
き
手
の
減
少
や
働
き
方
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
日
本

の
労
働
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し
、
社

会
に
貢
献
し
続
け
る
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
と
個
人

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、「
働
き
が
い
」（
ワ
ー
ク
エ
ン

ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
）
で
あ
る
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
は
そ
の

重
要
性
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
は
、
は
じ
め
に
働
き
が
い
の
向
上
が
も
た
ら
す
従

業
員
へ
の
効
果
と
そ
れ
に
よ
る
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
説
明
。
本
編
は
大
き
く
二
部
に
分
か
れ
た
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
前
半
で
は
、
働
き
が
い
向
上
へ
の
取

り
組
み
方
を
、企
業
に
お
け
る
体
制
づ
く
り
、課
題
の
特
定
、

施
策
の
展
開
、
取
組
み
の
効
果
検
証
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
後
半
で
は
、
先
進
的
に
働
き

が
い
向
上
に
取
り
組
む
企
業
10
社
の
事
例
を
掲
載
し
、
大

企
業
、
中
小
企
業
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
の
背
景
・

目
的
、
内
容
、
工
夫
と
、「
採
用
競
争
力
や
従
業
員
の
定
着

率
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
い
っ
た
取
組
み
に
よ
る

効
果
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
左
記
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。

◆�

働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ワ
ー
ク
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
専
用
ペ
ー
ジ
）

https://w
ork-holiday.m

hlw
.go.jp/w

ork-
engagem

ent/
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8月号

●
今
号
の
特
集
は
「
新
任
人
事
担
当
者
の
た
め

の
高
齢
者
雇
用
入
門
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
改
正
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
が
施
行
さ
れ
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
企
業
の
努
力

義
務
と
な
り
、
厚
生
労
働
省
の
「
令
和
7
年
高

年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」に
よ
る
と
、34
・８
％

の
企
業
が
70
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措

置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
改
正
法
が
施
行
さ
れ

た
直
後
の
「
令
和
３
年
高
年
齢
者
雇
用
状
況
等

報
告
」
で
の
25
・
６
％
か
ら
約
10
ポ
イ
ン
ト
の

増
加
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
は
着

実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
約
65
％
の
企
業
は
依
然
と
し
て
70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み

が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
本
企
画
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
雇
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
新
連
載
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
シ
ニ

ア
人
材
活
用
戦
略
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人

的
資
本
経
営
の
視
点
を
交
え
、
会
社
に
と
っ
て

の
シ
ニ
ア
人
材
の
価
値
に
つ
い
て
全
6
回
で
解

説
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
（
上
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
回
答

い
た
だ
け
ま
す
）。
ご
意
見
・
ご
感
想
の
ほ
か
、

「
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
掘
り
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
ご
要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次 号

予 告
仕事と介護の
両立支援に向けて
藤井賢一さん（大同メタル工業株式会社 執行役員 人事企画ユニット人事企画センターチーフ）
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タ
イ
ル
張
り
職
種
の
競
技
で
金
賞

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

色
の
異
な
る
タ
イ
ル
を
加
工
し
組
み

合
わ
せ
て
表
現
し
た
２
羽
の
折
り
鶴
。

今
年
開
催
さ
れ
た「
第
33
回
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
※1
」の
タ
イ
ル
張
り
職
種
の
課
題

を
、
有
限
会
社
丸ま
る

勝か
つ

工
業（
東
京
都
世

田
谷
区
）
代
表
取
締
役
の
勝
呂
高
也
さ

ん
が
一
部
再
現
し
た
も
の
だ
※2
。
タ
イ
ル

工
と
し
て
46
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
勝

呂
さ
ん
は
、
こ
の
競
技
で
最
高
位
の
金

賞
と
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

同
大
会
の
タ
イ
ル
張
り
職
種
は
、

２
０
１
７（
平
成
29
）
年
の
第
29
回
大

技
能

続
け
、次
代
へ
技
を
つ
な
ぐ

グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
を

※1　熟練技能者が「技」を競い合う国内最高峰の技能競技大会（隔年開催）
※2　上の写真は目地を詰める前の状態

タ
イ
ル
工

勝す

ぐ

呂ろ

高た

か

也や

さ
ん
（
67
歳
）

 vol.365
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会
で
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
所
属
す

る
東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会
か
ら
声
が

か
か
り
、「
若
手
の
見
本
に
な
れ
ば
」
と

出
場
、
銅
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
、

エ
ン
ト
リ
ー
数
が
規
定
を
下
回
り
競
技

が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
技

能
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
現
場
で
は
な
か
な

か
経
験
で
き
な
い
、
技
術
と
真
剣
に
向

き
合
う
貴
重
な
機
会
。
職
人
が
技
を
磨

く
場
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

「
現
役
の
う
ち
は
出
場
を
続
け
よ
う
」と

決
心
し
、
出
場
を
重
ね
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
大
会
で
金
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
で
、
次
回
以
降
の
出
場
資
格

を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
今
回
が
最

後
の
出
場
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
苦
笑
し
た
。

現
場
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

伝
統
工
法
の
重
要
性

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
必
要
と
な
る
工

法
の
一
つ
に
「
積
み
上
げ
張
り
」
が
あ

る
。
タ
イ
ル
の
裏
に
モ
ル
タ
ル
を
盛

り
、
張
っ
た
糸
に
合
わ
せ
て
1
枚
ず
つ

張
っ
て
い
く
伝
統
的
な
工
法
だ
。
現
在

は
複
数
枚
の
タ
イ
ル
を
接
着
剤
で
一
度

に
張
る
工
法
が
主
流
で
、
現
場
で
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
で

も
「
基
本
が
あ
っ
て
応
用
が
で
き
る
」

と
勝
呂
さ
ん
は
そ
の
重
要
性
を
説
く
。

「
積
み
上
げ
張
り
は
非
効
率
で
す
が
、

理
論
的
に
は
も
っ
と
も
正
確
な
工
法
で

す
。
例
え
ば
下
地
に
凹
凸
が
あ
る
場
合

で
も
、１
枚
１
枚
の
モ
ル
タ
ル
の
量
を
調

整
す
る
こ
と
で
タ
イ
ル
を
平
滑
に
張
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。積
み
上
げ
張
り
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、応
用
が
き
く
の
で
す
」

積
み
上
げ
張
り
の
む
ず
か
し
さ
は
、

モ
ル
タ
ル
の
量
の
見
き
わ
め
と
、
モ
ル

タ
ル
に
使
う
セ
メ
ン
ト
と
砂
の
配
合
に

あ
る
。

「
ど
ち
ら
も
数
値
化
が
む
ず
か
し
く
、

長
年
の
経
験
が
も
の
を
い
い
ま
す
」

勝
呂
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
出
場
し
た

大
会
の
な
か
で
一
番
面
倒
な
課
題
」
と

い
う
の
が
、
折
り
鶴
の
絵
柄
を
タ
イ
ル

で
表
現
す
る
部
分
だ
。

「
折
り
鶴
を
表
現
す
る
に
は
、
複
数

の
タ
イ
ル
を
多
様
な
角
度
で
カ
ッ
ト
す

技能グランプリの課題を20回以上練習して本番に臨んだ。接着剤を塗ってから20分ほどで表面が乾いてしまうため、段取りを組んで一気に張る必要がある

「仕上がりの出来栄えが目に見えるのがタイル張りのよさ。お客さまに
喜んでいただけると、次の仕事への励みになります」
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ら
は
独
学
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

「
期
限
内
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
技
術
が
追
い
つ
か
ず
、
昼
休

み
に
現
場
で
練
習
し
た
り
、
残
業
や
休

日
出
勤
を
続
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

そ
の
後
、
１
級
タ
イ
ル
張
り
技
能
士

を
取
得
し
、
東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会

に
入
会
し
て
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
た
。

同
会
で
は
会
長
も
務
め
た
。

現
在
は
一
人
で
仕
事
を
す
る
か
た
わ

ら
、
知
合
い
の
同
業
者
の
若
手
に
技
能

検
定
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
都

の
技
能
継
承
動
画
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
匠
の

技
」
で
は
、
積
み
上
げ
張
り
な
ど
を
実

演
し
た
。

「
動
画
を
見
た
若
い
職
人
が
『
勉
強

に
な
っ
た
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

「
こ
の
技
術
を
な
く
し
た
く
な
い
」

と
語
る
勝
呂
さ
ん
は
、
意
欲
の
あ
る
若

い
世
代
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
く

考
え
だ
。

る
必
要
が
あ
る
た
め
、図
面
を
起
こ
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
１
枚
ず
つ
カ
ッ
ト
し

て
い
く
し
か
な
い
ん
で
す
」

大
会
に
向
け
て
、
そ
の
練
習
を
20
回

以
上
行
い
、
カ
ッ
ト
に
使
う
工
具
も
工

夫
し
た
。
今
回
の
大
会
で
課
題
を
標
準

時
間
内
に
完
成
さ
せ
た
の
は
、
勝
呂
さ

ん
だ
け
だ
っ
た
。
徹
底
し
た
事
前
準
備

が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

磨
き
続
け
た
技
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ

丸
勝
工
業
は
、
勝
呂
さ
ん
が
生
ま
れ

た
こ
ろ
に
父
親
が
創
業
。
タ
イ
ル
工
事

は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
近
な
存
在
で
、

学
校
の
夏
休
み
に
仕
事
を
手
伝
う
こ
と

も
あ
っ
た
。一
時
は
設
計
士
を
目
ざ
し
短

期
大
学
の
建
築
科
に
進
学
し
た
が
、
独

り
立
ち
す
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し

い
と
感
じ
、家
業
を
継
ぐ
道
を
選
ん
だ
。

当
初
は
社
内
の
腕
の
よ
い
職
人
に
つ

き
、
手
伝
い
か
ら
始
め
た
。
そ
の
職
人

が
2
年
余
り
で
退
職
す
る
と
、
一
人
で

や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
か

有
限
会
社
丸
勝
工
業

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
４
１
０
）３
８
８
６

（
撮
影
・
羽
渕
み
ど
り
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

 vol.365

タイルを張る基準となる墨を打つための定規を
土台に固定する。仕上がりの精度を左右する工
程だ（写真提供：中央職業能力開発協会）

技能グランプリでの積み上げ張りの様子。糸を張って基準
を定め、タイルの裏にモルタルを盛り、糸に合わせて 1枚
ずつ張っていく（写真提供：中央職業能力開発協会）

建築系のイベントで、タイルに親しんでもら
うため、タイルを使った工作教室を開いてい
る。カラフルなタイルが子どもたちに人気だ

タイルをすべて張り終えたら、目地の幅が均等
になるように調整を行う。接着剤が乾くまでに
やり終える必要があり、時間との戦いでもある

タイル張りはコテを使いこなす技能でもある。
下地のモルタルを平滑にしたり、目地を整え
たりするのに、さまざまなコテを使い分ける

技能グランプリの課題の図柄をもとに作成した図面。この
図面に合わせて、四角いタイルを必要な形にカットする。
短大で建築を学んだ経験が作図に生きている
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　今回の問題の「サイコロ計算」は、前頭前野と頭頂葉を同時に刺激し、注意力や
記憶力、空間認識を高める脳トレです。高齢者向けの認知症予防プログラムや子ど
も向けの脳トレ教材にも応用されています。

目標
3分

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和35）年、長野県生まれ。
人システム研究所所長、公立諏訪
東京理科大学特任教授。健康教
育、脳科学が専門。脳計測器 多
チャンネルNIRSを使って、脳活動
を調べている。『何歳からでも間に
合う 脳を鍛える方法』（徳間書店）
など著書多数。

サイコロ計算で脳を活性化！
サイコロ計算は、脳科学の観点から
前頭前野と頭頂葉を同時に活性化する
課題として知られています。前頭前野
は、「注意の切り替え」、「情報の保持」、
「計算手順の制御」をにない、頭頂葉は、
数の認識や空間的な位置関係の処理を
担当します。複数のサイコロの数字を
見て瞬時に計算する作業は、ワーキン
グメモリ（作業記憶）を継続的に使用
するため、脳の情報処理速度や集中力
の向上に役立つと考えられています。
なかでも特徴的なのが、サイコロの

「裏面」を用いる計算です。一般的なサ

イコロでは、向かい合う面の合計が必
ず7になるという規則があります。単
なる計算だけでなく、視覚情報を一度
保持し、規則に基づいて変換してから
再計算する必要があります。
脳科学的には、この「保持→変換→計
算」という一連の処理が、実行機能と呼
ばれる高次認知機能を刺激します。特
に前頭前野は、複数の情報を同時に扱
いながら正しい手順を維持する際に強
く活性化します。また、サイコロの見え
ない面を想像する作業は空間認識にも
関係し、頭頂葉の働きも促進されます。

【問題の答え】

問題１ ①35、 ②52
問題２ ①84 、②44

サイコロ計算第109回

次のサイコロの数字を計算してください。問題 1

1

2

次のサイコロの裏面の数字を計算してください。
ヒント ：サイコロは向かい合う面の数字を足すと7 になります。

問題 2

1

2



65 エルダー65 エルダー

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2026年 7月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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　2021（令和３）年４月１日から、改正高年齢者雇用
安定法が施行され、７０歳までの就業を確保する 
措置を講ずることが事業主の努力義務となりました。
　本事例集では、70歳以上の定年引上げ、70歳 
以上の継続雇用制度の導入、定年制の廃止を実施 
した事例を掲載しています。
　各事例では、高齢社員の戦力化や賃金制度、安全
衛生などについて詳しく紹介しています。

検索ガイドを掲載
企業規模や業種を越えた共通の課題に対応した
事例を検索することができます。

インタビュー形式で掲載
制度改定の経緯や苦労話をインタビュー形式で
紹介しています。

『70歳雇用推進事例集2026』はJEEDホームページから無料でダウンロードできます

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)　高齢者雇用推進・研究部

70歳雇用推進事例集 検 索
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